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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　天てん界かいと人間界の間に蟠わだかまりができて幾いく百年過ぎただろう。天てん人じんが傲ごう慢まんだったのか、人間が欲よく深ふかだったのか。今ではもう分からない。いや、あの頃ころから誰だれも分かっていなかった。始まりが何だったのかすら、誰も知らない。

　ただ、天人が人間を下等な生物と見下したあの時から、人間が天人を捕とらえて見み世せ物ものにしたあの時から、既すでに始まっていたのだろう。




　天と地では幾度も戦せん端たんが開かれた。幾度も、幾度も、何百年も。

　しかし、矢や尽つき剣けん折れるまで突つき進むのはいつも人間で、天人はそこに理由を見み出いださなかった。羽虫が群がって目め障ざわりだから散らす。その程度の気持ちでしかなかった。だから、先制攻こう撃げきを仕し掛かけることは稀まれで、戦端を開くは人間であり、天人はそれを容よう赦しやなく殲せん滅めつした。

　人間は天人を憎にくんだが、天人はそうではない。憎む程ほどの相手として人間を見てはいなかった。害虫として疎うとみはしても、憎ぞう悪おを抱いだく必要すらない。それほどに、人間と天人の力の差は大きかった。

　そして、その傲慢さを人間は許せず、天人はその傲慢さ故ゆえに人間に己おのれと同じ心があると思わなかった。それは人間も同じだったのかもしれない。人間も天人を同じ命としては見なかった。異質なものと、自分達と異なる何かとしてしか見なかった。

　互たがいが互いを命と認にん識しき出来ず、いがみ合いと呼ぶにはあまりに力量差がありすぎた。




　嘗かつて神とは、天人の祖である天神ただ一人だった。

　しかし、いつしか人間は独自に神を持った。人間は願った。雨でも豊ほう穣じようでも、人の生死ですらなく、天界の滅めつ亡ぼうだけをひたすらに。

　願いの象しよう徴ちようとして生まれた戦せん闘とう神を、人間は信しん仰こうした。数では圧あつ倒とう的に勝まさる人間においての神は徐じよ々じよに力を増していき、人にん間げん神しんはやがて天界を脅おびやかす存在となっていった。

　いつしか天人は、その長い生の中で人間との戦いくさに飽あいた。ただの害虫駆く除じよとして羽虫を払はらう作業を黙もく々もくとこなすだけとなり、その作業にも飽き始めた。

　幾いく年とせも幾年も飽きもせず、同じように攻せめてくる人間相手に欠伸あくびをしながら、徐々に力を増していく人間神など気にも留めず、天界は今日も平和だった。




　かくいう私もその一人だ。戦場に参加していたのは、もう優に百年以上前の話だ。天人は寿じゆ命みようが長い。天神に近しい者達は千も二千も生きている。私はまだ三百歳ほどの若じやく輩はいではあるけれど、それでも人間に比べればうんと長い。

　見目は、一度通り過ぎた段階であれば好きな時期を選べるので、一番身体からだが動きやすい若者の身体を使っている。幼すぎると小さく不便で、老いすぎると動作が緩かん慢まんになってじれったいからだ。そう考えるのは私だけではなく、成体か成体との境目の身体を使っている者が多い。




　のんびり天上の街を歩く。今日もいい風が吹ふいている。

　朝焼け色の髪かみを風に流して、私はほくほくと懐ふところに入れた箱を服の上から触さわった。

　ああ、長かった。ようやく手に入れた。ずっと、もう十年も、節約して節制して、貯ために貯めて購こう入にゆうした懐かい中ちゆう時計。

「ルタ、喜んでくれるかなぁ」

　ちょっと表情に乏とぼしい赤い瞳ひとみを思い浮うかべて、私はふふっと笑いを零こぼした。

　ルタは私の弟で子しだ。

　戦場を離はなれて、後はもうのんびり生きようと思っていた頃、道を歩いていたらいきなり弟子入りしたいと言ってきた幼体がいた。

　黒髪に赤い瞳が印象的な大層美しい少年はルタと名乗り、是ぜが非でも私に弟子入りしたいと言い募つのった。最初は断っていたけれど一向に帰ろうとせず、雨に濡ぬれた幼体を放ほうり出すこともできないまま招き入れてしまった。そしていつの間にか住みついてしまった彼に根負けして、ついには乞こわれるままに弟子にしてしまった。

　何故なぜか酷ひどく常識知らずで、羽の仕し舞まい方すら知らなかった彼に絆ほだされたというのもある。

　どうやら幼体の姿を取っているわけではなく、正しよう真しん正しよう銘めい幼年期だったらしい子どもを一人で放り出すのも気が引けるし、生活習慣を覚えるまでは、または彼が飽きるまではと弟子にしてみた。どうせ後はのんびり余生を過ごすだけのつもりだったから、それまでの暇ひま潰つぶしになればいいと思っていたのだ。

　しかし、ルタはとても優ゆう秀しゆうだった。

　とてもどころではなく、恐おそろしいほどに優秀だったのだ。彼は、あっという間に私の手には負えない力を発揮してしまった。この間三年ほどだ。




　何故か本能的に知っているはずの羽の仕舞い方から飛び方などという、世間知らずの雲入りお嬢じよう様さまでも知っていることをさっぱり知らないのに、それ以外は驚おどろくほど優秀な子どもに、私は慌あわてた。

　その頃にはすっかり情が移ってしまった弟子の将来を考えると、これではいけない。もっとちゃんとした場所で、ちゃんとした人に弟子入りさせるべきだ。私で面めん倒どうを見られる基き礎そはとっくに覚え、天立図書館で上級術の本を借りてきて一人で練習する彼の小さな背中を見て、私はそう決めた。

　その日から、彼の師し匠しよう探しと私の節約の日々が始まった。




　ルタ程の実力を持った者を教え導ける存在となると、上位天人だけだ。上位天人は長い時を生きている者ばかりで、少し性格に難がある事が多い。そして、とても自由なのだ。その中で、比ひ較かく的てき心優やさしく穏おだやかで、横暴ではなく、手が早くない者を探した。勿もち論ろん、彼の力をちゃんと制せい御ぎよできて、導いてくれる者。尚なお且かつ彼を家族のように慈いつくしんでくれる者。

　探した。それはもう探した。他ほかの人に託たくそうと決め、ルタにそう伝えたのが出会ってから三年後。探し始めて十年。この探しっぷりを分かってほしい。

　条件を和やわらげなければ自おのずと絞しぼられる選せん択たく肢しの中で、返事が来るまでこれまた気が長い天人ばかりで、五年前に送った手紙の返事がようやく十日前に届いた。その日にルタと話をして、彼の元へ弟子入りすることが決まった。

　だから、ルタとは今日でお別れだ。

　寂さびしいけれど、これがルタの為ためだと思うから、笑ってお別れできる。あんな優秀な弟子を持てただけで幸せだ。可愛かわいいあの子の為なら、私は何だって出来る。大おお袈げ裟さでも汚お泥でいをかぶるなんて訳もないし、繫つないでいた手だって笑って離せる。

　それでもやっぱり寂しいなと苦く笑しようしてもう一度箱を撫なでた。

　これは、表情に乏しいルタが、初めて目を輝かがやかせて見つめていた懐中時計だ。真夏の雲より真白い蓋ふたを開けると、時計の中には空が広がっている。時計の針と共に色を変えていく空と雲に、ルタは珍めずらしく子どもみたいに見み惚とれていた。買ってほしいとは言わなかったけれど、私が用事を済ませるまでずっと見ていたし、帰り際ぎわにも視線を向けていたのを知っている。その場で買ってあげたかったけれど、ちょっとした家を買えるくらいのお値段だった。確かにそれだけの美しさがある。

　私は、ルタへの餞せん別べつにこれを買おうと決めた。店主に事情を話し取り置いてもらって十年。天人の気が長くて助かった。

　おかげで貯金はすっからかんだけど、まあなんとかなるだろう。私の貯ちよ蓄ちくを知っているルタが受け取らないかもしれないことだけが心配だけど、これが師匠としてあの子にしてあげられる最後のこと……否いな、もしかしたら唯ゆい一いつだったのかもしれない。




　小さな庭と小さな家。両親が遺のこしてくれた唯一の物。ああ、ここにただいまと声をかけて帰るのは今日が最後なんだと嚙かみ締しめる。でも、本当ならもうとっくに終わっていた日々を与あたえてもらったのだ。その弟子の門かど出でを喜べなくてどうする。私は努めて普ふ段だん通りの声を出した。

「ルタ、ただいまー。ごめんね、遅おそくなっちゃった」

　狭せまい家だから、玄げん関かんを入るとすぐ奥にリビングが見える。テーブルの上には、昨日から用意を始めていたごちそうが所狭しと並んでいる、はずだった。

「あれ？」

　テーブルが倒たおれている。勿論、その上に載のっていた食事も全すべて床ゆかにぶちまけられて、到とう底てい食べられるものではなくなっていた。見た目にもこだわって、色取り取りに飾かざり付けた料理だったのに、全て混ざってしまえばただ床を汚よごす汚きたない色だ。

　しかし、私の眼めはもうそれを見てはいなかった。

「ル、タ……？」

　狭い家だった。

　狭いはずの家の中に、数万を超こえる人間がいるなんてことあり得ないはずだったのに、どれだけ視線を送っても壁かべが見つからない。いつの間にか背後の扉とびらが消えていた。目の前には武装した人間がずらりと列を成している。その向こう、はるか遠くにまでその列は繫がっていた。

　そして、私の胸を貫つらぬくその剣けんは、成長に合わせて大きくしていったルタの。

「ル、タ」

　ごぼりと口から血が噴ふき出す。せめて剣の持ち主がルタじゃなければいいなと思ったのに、そこにいたのは、見慣れた、すっかり成長して成体となったルタだった。

　夜よ露つゆが染しみ渡わたったような滑なめらかな黒髪に、生命の色を秘ひめた赤い瞳。

　剣を伝って流れ落ちる血は、鍔つばで遮さえぎられて床に滴したたり落ちていく。ルタは、いつものように感情に乏しい瞳で私を見下ろしている。なかなか背が伸のびなかったルタも、六年ほど前からぐんぐん背が伸びてあっという間に私を追い越こした。

「汚けがらわしい天てん人じんが、我われらが王の名を呼ぶな！」

　いつの間にか後ろにいた男が私の身体を蹴けり飛ばした。胸に突つき刺ささっていた剣が抜ぬけ、床に叩たたきつけられる。痛みは思ったよりなかった。ただ、ずるりと抜ける感かん触しよくが不快で思わず顔を顰しかめる。

「王……？」

　この人間は酷く不思議な事を言う。天人である彼が人間の王であるはずがない。そもそも、人間界の王はその血を絶やしたと聞いた。だって、私が王と王おう妃ひを殺したのだ。その子どももいつしか死んだと。だから私は戦場から、私の戦場から、身を引いたのだ。

　何故人間が天てん界かいにという疑問は、もうどこかへ飛んでいっていた。血が止まらない。床がどす黒く染まっていく。ルタと一いつ緒しよに選んだ敷しき布ふ。あなたの眼によく似た可愛い花が咲さいた、お気に入りの。ルタ、ああ、ルタ。私の可愛いルタ。

「我らが神がお与えくださったのだ。王を天人として生まれ変わらせ、天と地を繫ぐ道を！」

　もう、男の言葉が理解できない。ルタ。私の、ルタ。一人ぼっちだった、私の弟子。

　ルタは血が滴り落ちる剣をだらりと身体の横に下げたまま、私を見下ろしている。

「……何故、両親を殺したのですか」

　両親、両親。言葉が、単語が、ぐるぐる回る。男の言葉はもう理解できなかったけれど、ルタの言葉だけは必死に拾う。両親、両親。にこりと微笑ほほえむ、私の両親。
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「私の、両親、は」

「お前のではない！　先代国王陛下と王妃様だ！」

　男の声が、うるさい。

「あなた、たち、が、見み世せ物ものと、し、て、城、で、殺した、でしょう？」

　天界にはない草花が好きでよく地上に降りていた母。危ないからと私は連れていってもらえなかったけれど、父はいつも一緒にいて。お父さんとお母さんは私を置いてデートしてるんだと頰ほおを膨ふくらませて待っていた。いつも待っていた。そうして、いつまでも、待っていた。

「だか、ら、ごめんね、ルタ……会わせて、あげられ、ないの」

　ごめんね、ルタ。私、師し匠しようなのに、ルタのお願い聞いてあげられない。ルタ、どうしよう。私、駄だ目めな師匠だけど、あなたの為に何をしてあげられるのかな。何ができるかな。できること、後、何が残ってるかな。

「ルタ……ルタ……まってて……ちゃんと、凄すごい、人、さがして、くる、から。ルタが、りっぱに、成長、できるよう、に、ちゃんと、見てくれる、優しい、人、さがして……ルタ……だから……」

　羽の仕し舞まい方を知らなかったルタ。一緒にお風ふ呂ろに入って一枚一枚洗って綺き麗れいにしてあげている間、身体からだをがちがちに強こわ張ばらせていたルタ。温かい風で一枚一枚乾かわかしてあげている内に、いつの間にか眠ねむってしまったルタ。一緒のベッドで眠り、目を覚ました時には床に額をつけて無礼を謝罪したルタ。

「ルタ」

　滅めつ多たに笑わないルタ。真面目まじめなルタ。頑がん固こなルタ。口数少ないルタ。

「ルタ」

　料理も洗せん濯たくも手を抜かないルタ。出会った記念日にと毎年私が作るへたくそなケーキを残さず食べてくれるルタ。背が伸びてつんつるてんになった服に頓とん着ちやくしないルタ。無理やり連れていった衣服店で、師匠の懐ふところ事情に考こう慮りよしまくった服しか選ばないルタ。

「ルタ」

　我が儘まま一つ言わないルタ。突とつ然ぜんの豪ごう雨うで雨宿りした身体が酷ひどく冷え、かちかちと歯を鳴らすほど寒がっていたのに弱音一つ吐はかないルタ。熱を出しても一言も言ってこないルタ。

「ルタ」

　寝ねずに看病した晩、私の手を握にぎって、ありがとうと小さく泣いたルタ。

　ルタ

　ルタ

　ルタ

　一人ぼっちだった、私の弟で子し。

「しあわせに、なって」

　一人ぼっちだった私の、ルタ。







「そうして、人間王は天界を滅ほろぼしました。これでもう、天から気まぐれに落とされる落らく雷らいで命を落としたり、美しい人間が連れ去られたりすることはありません。彼のおかげで、地上に平和が訪おとずれたのです」

　めでたし、めでたし。柔やわらかい老ろう婆ばの声でしめられた物語に、子ども達はわぁっと声を上げた。幾いく度ども幾度も読みこまれた絵本は、背表紙がずれ、表紙はめくれ上がるほどがたがただ。それでも老婆は宝物のようにそっと本を閉じた。

「王様ってすごいんだなぁ！」

「おれ、大きくなったら王さまになるんだ！」

　きゃあきゃあと子ども特有の甲かん高だかい声を上げて目を輝かがやかせる子ども達は、本を読んでくれた院長先生の周りを飛び跳はねた。院長である老婆もまた、穏おだやかな声こわ音ねと同じほど柔らかな瞳ひとみで子ども達に微笑んでいる。そんな老婆の裾すそを引いた少女は、舌っ足らずな声で聞いた。

「ねえ、ねえ、いんちょーせんせ！　おうさまは、そのあとどうしたの？」

「王様はね、最後の王族であり、最後の天人であるが故ゆえに、その後は国政に関かかわらず、ずっと神しん殿でんで過ごされていますよ」

　興奮して飛び跳ねた拍ひよう子しに乱れた少女の髪かみを梳すきながら、老婆は優やさしく微笑んだ。子ども達は飛び上がって驚おどろく。

「え！　王さま生きているの!?」

「ええ、千年前からずっとご存命ですよ。何故なぜなら、天人は寿じゆ命みようがとても長い上に、今では神の領域に達していらっしゃる方ですから。でも……世界でたった一人の天人ですから、あまり周囲と関わり合いになられないそうです。きっとお寂さびしいでしょうね」

　王様可哀かわい相そう……そんなしんみりした空気の中、盛大に洟はなを啜すすった子どもがいた。私だ。

「ぞんなにょあんまりだ、ぞんなにょあんまりだぁ！」

「まあまあ。アセビ、どうしたの？　あらあら、そんなに泣くと、また倒たおれてしまいますよ」

　優しい院長先生のふくよかな身体に抱だきしめられても、号ごう泣きゆうした私は泣きやまなかった。

　だって、あんまりだ。そんなのあんまりじゃないか。一人ぼっちのルタが一人じゃなくなればいいと思っていたのに、千年も一人ぼっちだなんてあんまりじゃないか。

「あんまりだぁ！」

　ぎゃあぎゃあ泣き喚わめく私のせいで、読み聞かせ会は終しゆう了りようした。

　養護院の皆みんなには本当に申し訳なかったけれど、今の私はそれどころではない。

　彼に殺されたのは仕方がない。私が彼の両親を殺したのだから。その上、人としての彼を捨てさせてしまったのも私だ。私が憎ぞう悪おの連れん鎖さを自分で止められず、彼に続けてしまった。復ふく讐しゆうを果たした私は、自分の中の憎悪に折り合いをつけてしまった。私が始めてしまったものに気づきもしないで、もう終わったのだと思ってしまったのだ。

　天てん界かいが堕おちたのも、納なつ得とくはできずとも分かるは分かる。だって天てん人じんは長く生きている間に短命の者を命として見なくなっていた。気に入ったものは相手の意思関係なく天上に攫さらってくるし、適当に天気を荒あらして作物を散らし、落雷で命を奪うばう。力に驕おごり、短命のものを蔑さげすみ、慈いつくしむ心を忘れた。人間も、天人を見世物にして羽を剝はいで飼ったりするから、どっちもどっちだ。全すべてが終わってしまったいま、問題はどっちが悪いとか何を憎にくむかという話ではない。

　私の可愛かわいいルタが、いま、一人ぼっちで千年も生きているということだ。

　私は、小さく丸い手を握り締しめて、心を決めた。

「わたし、おおきくなったら、おうさまのいるちんでんではたらく！　それで、おうさまがさびしきゅないように、おともらちいっぱいつくるおてつだいするの！」




　私が人間として生まれて三年。人生の指針を決めて十秒。

　養護院を卒業して神殿で働くまで、後十二年。
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「では、各おの々おの方、本日も恙つつがなく参りましょう」

　室長の声を締めとして全員一礼し、今日の朝礼が終わった。ここは王様の住まいである神殿の一角だ。世界から一線を引いた特とく殊しゆな場所。王の為ためだけにあれと願われて創設された、世界でたった一人の王の居城だ。

　千年前、世界の諍いさかいに終しゆう止し符ふが打たれた。天界を滅ぼす力として生まれた人にん間げん神しんはその役目を終え、神しん城じようで静かに祀まつられている。王も、人間神と同じく自らの役目は終わったと国政に関わらず政まつりごとから退いた後、神殿から一歩も出ることはない。政は王からその権限を預かった議会が行い、千年間、世界は恙なく回ってきた。

　ずらりと並ぶのは、王様に何不自由なく暮らして頂く為に神殿で働く人間。その中でも掃そう除じから季節に合わせた模様替がえまで何でもこなす雑用係。その内の一人が私だ。私達は、室長のいつもの言葉に頭を下げ、静かに列を成して部屋を出る。そして各々の持ち場に散っていく。

「アセビ、一いつ緒しよにいこ！」

「うん！」

　同室のローリヤと並んで、今日の掃除場所に向かう。幼いあの日、人生の指針を決めた私は、何一つぶれることなく一直線に突つき進み、神殿の掃除人として配属されることに成功した。こうして気の合う同世代の女の子と同室になって友達にもなれたし、最高の人生だ。

　広い神殿は、土地をぜいたくに使った造りで二階がほとんどない。広大な土地に延々と平屋が続いているので、迷う人間が続出する。住み込みで働いている者や、もう長く神殿で暮らしている神官達ですら、普ふ段だん使っていない道を歩くと迷うくらいだ。

　そんな中、つい先日配属されたばかりの私とローリヤは、悠ゆう々ゆうと道を進んでいく。擦すれ違ちがった神官に頭を下げて道を譲ゆずり、私達は顔を見合わせた。

「うふふ……迷ったわ」

「……迷ったね」

　当然、迷っている。二人で肩かたを落として溜ため息いきをつく。バケツに入れた掃除道具ががしゃんと文句を言うけれど、迷ったものは仕方がない。

「まあいいわ。迷っても叱しかられないのがこの神殿のいいところだもの。せっかくだから探検しながら行きましょう！　それで、誰だれか見つけたら道を聞けばいいわ。神官以外よ！」

「うん」

　中庭に沿って作られた通路に屋根はあっても壁かべはなく、すぐに外へと出ていけるので知り合いがいたら走って渡わたってしまおう。ぐっと握り拳こぶしを作ったローリヤは、先日若い神官に道を聞いて、同じくらいに配属されたのに覚えてないのかと笑われて憤ふん慨がいして以来、神官嫌ぎらいになっていた。別に全ての神官がああいう性格ではないと思うけれど、まあ、その内落ち着くだろうと思って何も言わないでいる。ついでに、神殿なので私達のような雑用係以外はほとんど神官なのだけど、そっちも言う機会を逸いつしたので結局言ってない。

「ねえねえ、アセビはどうして神殿で働こうと思ったの？　私はね、お給料がいいから！　うち兄弟いっぱいいるから、頑がん張ばって食い扶ぶ持ち稼かせがなきゃなの。お給料いっぱい家に送ってあげられたら、弟達に絵本いっぱい買ってあげられるんだ！」

　ローリヤは、二つに編んだ三つ編みを一つに纏まとめた髪をぴょこんと跳ねさせて振ふり向いた。快活な笑え顔がおが好ましい。そして可愛い。感情をいっぱいに乗せた笑顔が光を放つ。

　こんな屈くつ託たくない笑顔を、見てみたかった子どもがいた。自分がその笑顔を奪ったのに、そんなこと考えもつかなかった馬ば鹿かな私は、いつかそんな顔で笑ってくれる日がくればいいなと吞のん気きに思っていたのだ。

「私ね、とっても大事な男の子がいるの」

「好きな子!?」

　すわ恋こいバナかと目を輝かせて食いついてきたローリヤに苦く笑しようを返す。

「ううん、弟みたいな子。私、その子に何もしてあげられなかった。それどころか、凄すごく、嫌われてたんだ」

　一ひと際きわ大きな風が吹ふいて、目を細める。通りすがった風で細まった視界の先に美しい夜がいた。流れる黒髪を羽のように靡なびかせた人を見た瞬しゆん間かん、一度止まった心臓がどくんと泣いた。

「あ、うそ、王様よ！　王様がいらっしゃるわ！」

　首を傾かしげて私の視線の先を追ったローリヤが、私の肩を揺ゆさぶって興奮した声を上げた。それなのに、返事を返せない。いま、私の視線も意識も、ただ一人の物だった。

　長く伸のびた黒髪を風に靡かせ、空を見上げるその瞳はまるで宝石のように赤い。人間神の恩おん恵けいを一身に受けたこの世の美の集大成だと謳うたわれるその人は、今日も一人で世界に立つ。隣となりには誰もいない。誰かと並び立つことのないその人の唇くちびるは、ぴたりと閉じたままだった。

「ああ、なんて綺き麗れいなの……でも、不思議ね。この世にただ一人の尊い御おん方かたなのに、お見かけした際に話しかけてもいいだなんて、室長達も不思議な指示を出すのねと思ったわ」

　ローリヤはうっとりと見み惚とれながらも首を傾げる。室長は、恐おそれ多いと慄おののく新人達に、長らくの慣習だから構わない、けれど答えは頂けないことを肝きもに銘めいじるようにと言った。

　未いまだ空を見上げるルタの横顔を見ながら、胸を押さえる。じわりと滲にじみだすそれを抑おさえ込む。

「……ずっと昔、彼に寄り添そう人がいてほしいと願ってくれた人が、いたんじゃないかな」

　今でもその思いが続いていて、どんな人との出会いも阻そ害がいしないようにされているんじゃないかな。私の願望が詰つまった予想に、ローリヤは、だったら素す敵てきねと言ってくれた。

　彼の姿が見える位置にたくさんの人の姿が見える。皆一様に、見惚れ、焦こがれるように彼へと視線を向けているのに、話しかける人の姿はない。室長も、返事はないものだと思えと言っていた。たくさんの人に囲まれて、あの子はずっと一人でいる。

「ローリヤ、私ね」

「ん？」

「私は傍そばにいてあげられないし、あの子もそれを望まない。でも、私、何かあの子の為に出来ることがあればいいなと、思っているの」

　すぅっと息を吸う。膨ふくらんだ胸からじわりと何かが滲みだす。やめろやめろと掃除道具達はがしゃがしゃ鳴って私を止める。決して、私の震ふるえじゃない！

「王様ー！」

「アセビ!?」

　ぎょっとしたローリヤが私の手を握にぎって止めたけれど、もう一度大きく息を吸う。酷ひどくゆっくりとした動作で黒髪が揺れ、赤い瞳ひとみが私を見つけて止まる。泣き喚わめく心臓を閉じ込めて、彼だけを思う。

　ねえ、ルタ。笑うかな。私、今でもあなたが大好きだって知ったら、あなたは笑うかな。それとも、気持ちが悪いと顔を顰しかめるのだろうか。ああ、でも、ごめん。ごめんね、ルタ。私、本当にあなたが大好きだったの。あなたが現れたあの日からずっと、寂さびしくなかったんだよ。

　私だなんて名乗らない。また一緒にいてだなんて願わない。

「いい天気ですねー！」

　だけど、師としてあなたの為に出来ることを探すくらいは許してもらえないだろうか。




　中庭に彼の姿を見つけて、さっきまで爪つま先さき一つの汚よごれも許さんと磨みがいていた窓にべったり指し紋もんが付くことも忘れてすぱぁんと開け放つ。

「王様！　こんにちはー！」

　振り向いてくれたのは最初だけで、後は完全に無視してくる背中を気にせず話しかける。ちなみに、通りすがりの人達は、いつでも変わらずぎょっと振り向いてくれた。

「今日の夕食なんでしょうね！　私、ゴルマの種が好きなんで、あれを塗まぶしたお肉をかりっと揚あげたのが出ると凄く嬉うれしいんですよ！　あ、王様は何が好きですかー!?」

　長い足を駆く使ししてあっという間にルタが消えていく。

「王様ー！　また今度ー！」

　遠いので声を張り上げなければいけない。近くてもあっという間に遠くなるから更さらに大変なのである。一日一会話を目指しているけれど、未だ会話になった例ためしがないのは大変よりも切ない。でも諦あきらめるという選せん択たく肢しは最初からないのだ。

　しょんぼりとなりつつも、今日も姿を見られて幸せになった。うきうき気分で掃除に戻もどる。

「今日も駄だ目めだったかぁ。せめて一いち瞥べつは欲しいよね！」

「アセビったら凄いわ……私だったら、恐れ多くてとても」

　きらきらとした感かん嘆たんの瞳で雑ぞう巾きんを絞しぼり千切ったローリヤだったら、きっとルタも興味を持って視線をくれるだろう。ローリヤさん、洗せん濯たく物ものは是ぜ非ひとも私にお任せください。

「えへ、力入れすぎちゃった」

　てへっと笑う様子が可愛かわいらしくて、思わず顔が綻ほころぶ。愛らしい笑顔を浮うかべるローリヤならまだしも、やせっぽっちで枯かれ草みたいな髪かみの私では箒ほうきにしか見えていないかもしれない。

　私はうーんと唸うなった。最初にルタに話しかけてからもう一か月。掃除場所は慣れるにつれてどんどん奥の部屋になっていったから、ルタに会える機会は増えたけど、未だに一日七声止まりだ。せめて一会話！　そして、目指せ私以外の誰かと会話！

「誰かが懲こりずに話しかけてたら、皆みんなも話しかけやすいかなって思ったんだけどなぁ」

　気をつけて新しい雑巾をそっと絞っているローリヤは、そうねぇと苦笑した。

「みんな、どちらかというとアセビばかり見てしまっているわね。その細い体でよくもまあそんな大声出せるもんだって、警備の人感心してたわよ？」

「え!?　それ困る！　私じゃなくて王様を見て、あ、親しみやすいなとか、話しかけてみようかなって思ってくれないと！」

「えー、それ無理ー」

　無理かなぁ。何度も、ローリヤや同どう僚りようにも一いつ緒しよに声をかけてみようよと誘さそっているけれど、未だに叶かなっていない。今度室長も誘ってみよう。なんだったら、警備の人も神官も誘ってみよう。赤旗機、皆で渡れば怖こわくないの精神だ。でも、皆で渡っても無視されるものは無視されるだろう。でも、いっせぇので「王様ー！」と叫さけんだら、さしものルタも目を丸くしないかな。

　想像で楽しくなっていた私に、後ろから声をかけてくる人がいた。知らない神官だ。

「おい、あっちから王様がいらっしゃるぞ！　もう一回挑ちよう戦せんだ！」

「ありがとうございます！」

　慌あわててもう一回窓を開けると、確かに向こうからルタが歩いてくる。用事が終わったのだろう。最近はこうやって見知らぬ人がルタ情報をくれて応おう援えんしてくれるけど、出来れば彼ら自身にも話しかけてほしいものだ。でも、一歩前進だと思えば焦あせってはいけない。

「王様ー！　またお会いしましたねって、ああー！」

　私がまだ此こ処こにいることに気づいたルタは、明らかに今まで向かっていた進路を変えて通路の向こうに消えていった。




「王様ー！　本日もご機き嫌げん麗うるわしゅぁあー！」

　書庫室の前にいた王様を見つけたのに、掃そう除じ道具を握り締しめたまま諸もろ手てを挙げている間に踵きびすを返されてしまった。ルタ、その本昨日も持っていたから読み終わって新しいものを取りに来たんじゃないの？　新しいのを持っていき忘れちゃったのかな。ルタったら、うっかりさん。

　ルタの意外な一面にうふふと幸せな気分に浸ひたっていたら、後ろから落ち着いた笑い声がした。くるりと半分身体からだを回して壁かべに寄り、頭を下げる。

「ははは、今日も頑がん張ばっているようだね」

　穏おだやかな声で笑いながら楽にしなさいと一声くれたのは、少し癖くせのある白灰色の髪を後ろで一つに纏まとめた男、ゲルハードだ。初老に差し掛かかった身体は、昔の名残なごりを残しつつも広い肩かたを撫なで肩に見せている。ゲルハードは人にん間げん神しんを祀まつっている神しん城じように仕える神しん城じよう官かんだ。

　彼は神官達とは違ちがう意い匠しようを纏っているから少し目立つ。神しん殿でん内でも、仕事内容でお互たがいちょこちょこ違うけれど、同じ組織に属しているので一ひと括くくりのようなものだ。

　大まかに見れば、人間は全すべて人間神にも人間王にも仕えているし、現在政まつりごとを行っている議会の政策で人間の営みは成り立っている。ルタはとうの昔に政を議会に譲ゆずって一線を退き、人間神は生まれた意味である天人との戦いくさをとうの昔に終えて眠ねむりについた。現在活発に活動しているのは議会だけで、人間神は静かに祀られ、ルタも静かに暮らしている。それでもこの三つが世界の中心であることに変わりはなく、人間が祀っている神は人間神のみだったし、ルタはただ一人の王だ。退いたとはいえ、議会は法律の変へん更こうなど大きなことは必ず王の眼めを通す。

　高位の神城官であるゲルハードも、神城代表としてちょくちょく王の元に参っているので、新参者の私よりも神殿のことには詳くわしい。

「どうだね、王様のご様子は」

「はい、大変いい感じです！」

「ほお？」

　驚おどろいたゲルハードに、私はにこにこと続ける。

「最近では、私を見るなり方向転てん換かんしてくださいます！」

「……いい感じなのかね？」

「はい。だって、私を認にん識しきしてくださっているということですから！」

「成る程ほど」

　ゲルハードは、合点がいったと頷うなずいた。最近のルタは、遠くから私を見ただけで向きを変えるのだ。顔や声だけではなく、全体像でも認識されているのは喜ばしいことだ。その分、こっちが気づく前に方向転換してしまうことが増えたけれど、そこは私と周囲の皆の索さく敵てき能力の向上で補っている。

「次の目標は？」

「目指せ一日一会話ですが、今のところ目指せ初めての会話です」

「そうか、頑張りたまえ」

　声を上げて笑っても、粗そ野やな感じはまるでないのがゲルハードの凄すごい所だ。

「神城でも君の事は話題になっているよ。なかなか元気な子が入ってきたと。それを聞いた姪てつ孫そんが君に会いたがっていてね。少々身体が弱く、今は療りよう養ように出ているが、機会があったら会ってやってくれないかね」

　好こう々こう爺やで知られる彼は聖職に入っているので結けつ婚こんはしていない。けれど、議員に嫁とついだ妹の孫がルタに憧あこがれていて、以前はゲルハードにくっついてちょくちょく神殿に来ていたらしい。

　何故なぜ私がゲルハード事情に詳しいのか。それは、世間から一線引いた場所にあり、尚なお且かつお仕えする王様にこれといった変化がない使用人の情報収集の成果である。要は、皆暇ひまなのだ。仕事自体は忙いそがしいけれど、神殿内の話題なんてそうそう新しいものがある訳でもない。自然と色いろ恋こい沙ざ汰たや人間関係に話題は偏かたよる。その結果、特に情報を集めていない上にそれほど興味がない私まで豊作状態だ。政治や俗ぞく世せから一線を引いた故ゆえの閉へい塞そく感かんではあるが、だからこそ神殿は長い間穏やかで平和なのである。

「私で宜よろしければ、喜んで。お早いご快かい癒ゆをお祈いのり申し上げます」

　噂うわさ話ばなしには大した興味はないけれど、それでも小さな子どもが元気であればいいと願うのは万ばん人にんに共通する感情だろう。知らない子どもではあるけれど、早く元気になればいいな。

「一人ひとり息子むすこな上に、身体が弱いことでついつい甘やかしてしまってね。失礼なことをしたら遠えん慮りよなく叱しかってやってくれ」

　それは、失礼なことをされる前提なのだろうか。はあと曖あい昧まいな返事を返した私に、ゲルハードは苦く笑しようした。

「あの子は王様に大変憧れているから、君が羨うらやましくてならないらしい。連れてきても声もおかけできないというのに、君が王様の隣となりに相応ふさわしいかどうか自分が判断するなどと小こ姑じゆうとみたいなことを言っているのだよ。まったく、困ったことだ」

　確か姪孫は十歳にも満たなかったはずだ。その年ねん齢れいでその言葉とは、これは将来有望な小姑になるだろう。その勢いで是ぜ非ひとも、王様おはようございますから挑戦してほしい。将来有望な少年に心の中で声せい援えんを送りつつ、ここだけは訂てい正せいしようとゲルハードを見上げる。

「ゲルハード様。私は別に、王様の御お心こころに住まわせて頂こうなどと大それた願いを抱いだいているわけではございませんので、その旨むねは姪孫様にお伝え頂きたいと」

「は？」

　いつもの穏やかな表情をぽかんとさせ、間の抜ぬけた珍めずらしい声を前にして、私は胸を張った。

「顔は見ての通り常に顔色が悪く、髪は枯かれ箒。養護院の出でございますので出自には期待できませんし、学に関しましては特別な難点はないものと思われますが、特別美点と出来るようなものでもございません」

　つらつらと虚きよ偽ぎのないありのままの情報を連ねれば、ゲルハードは意図を摑つかみかねるといった顔をしたが、そこは流石さすが高位の神城官。不思議そうな様子さえ穏やかでおっとりしている。

「素す晴ばらしき我われらが王の隣に相応しくない人間であることは自明の理でございます。私は、王様がお友達の中でわいわい楽しそうにお過ごしくださることに全身全ぜん霊れいをかける所存ではございますが、その中に交ざろうなどとはこれっぽっちも考えておりません。強しいていうならば、王様が楽しそうにしていらっしゃる様子を草葉の陰かげから遠巻きに拝見する無礼を御許し頂きたく、それが叶かなうならば至上の幸福と思っております！」

　どうだ、この欲よく望ぼう渦うず巻まく壮そう大だいな野望は！　意い気き揚よう々ようと語れば、ゲルハードはうーんと曖昧な言葉で語ご尾びを彷徨さまよわせた。

「……いや、まあ、このくらい元気な方がいいのやもしれんな」

　ゲルハードは、少ししわがれた大きな手で、ぽんぽんと私の肩を叩たたいた。

「王の御心をお慰なぐさめしたいと願った者は、それこそ数え切れぬほどいた。だが、誰だれも王の御心には届かなかった。あの御おん方かたは遠すぎるのだ。遠いまま、長く生きてこられた方だ。それでも、御心があるのならばお慰めすることは可能であると、君達神殿だけでなく、私達神城も、勿もち論ろん議会も思っているだろう。君のように、王の尊さに怯ひるまぬ若い勢いは何より貴重だ。君が何かのきっかけになることを、私は祈っているよ」

　穏やかで、けれど少し寂さみしげな笑え顔がおを浮うかべた人を見送り、礼の体勢から戻もどる。ずり落ちかけていた掃除道具をよいしょと持ち直す。

　ルタ、ここはとても穏やかな場所だね。千年経たって尚色いろ褪あせないあなたへの敬けい慕ぼが満ちている。きっとどの時代に生まれても同じだったのだと思える空気がここにはあった。皆みんながあなたを思ってる。皆があなたを案じている。それなのに、誰もあなたに届かないことがどれだけ寂しいことか。千年もの長い間、挑ちよう戦せんする人がいなかったわけでもないのに届かなかったことの悲しさを、どう表現すればいいのか。

　ふぅと溜ため息いきをついて、次の掃除場所を目指して再び歩き出す。頑張ろう。仕事も掃除も人生も、今度こそルタに恥はじないよう、間違わず、惑まどわず、まっすぐにルタの幸せだけを祈って生きていこう。それこそが、私が今ここにいる意味だと思うのだ。

　その、はずなのだけど。




　神殿で働き始めて三か月目の今日、私は、ちゅんちゅんと鳴く小鳥の声を聞きながら朝を感じていた。ルタの寝しん室しつで。

「……何故、ここにいる」

　私が五人くらいは平気で寝ね転ころべそうな広いベッドの上では、不ふ機き嫌げんを隠かくそうともしないルタが私を半眼で睨にらみ付けていた。知ってる。朝に弱いよね。でも、私の弟で子しだった時は師し匠しようより後に起きないようにと頑張っていたのも知ってる。ちょっとした悪戯いたずら心でどんどん起きるのを早くしていたある日、連日の疲つかれで結局昼まで眠ったルタの寝顔をにやにや眺ながめていたら、開眼一番拳こぶしを喰くらったものだ。懐なつかしい。寝ぼけていたらしいけど、綺き麗れいに顔面の中央をめり込ませてきたので、私の弟子は体術の才能もあると感激したものである。私が作ったへたくそな朝食兼けん昼食を食べながら褒ほめちぎっていると、もうやめてくださいと消え入りそうな声で言ったルタが可愛かわいくて、私は幸せだった。

　今考えると、親の仇かたきがにやにやしながら自分の寝顔を眺めていたら、そりゃあぶん殴なぐりたくもなるだろう。さぞかし気持ち悪かっただろう。本当に申し訳なかった。

　過去に逃とう避ひするのは措おいておいて、いまは現在のルタの相手が先決だ。だから、私は胸を張って答えた。

「私にもとんと」

「…………何だと？」

「早朝、就しゆう寝しん中の寝室に室長が現れ、本日付で王様付きのメイドに転属になりました、と」

　私、いま、ルタと会話をしている。私、いま、ルタと、会話を！　喜びが湧わき上がるけど、それと同時に、いまルタの頭に浮かんでいるであろう言葉と同じものが私の中に渦うずを巻く。

　どうしてこうなったんだろう。

　私は、出来れば遠くからルタと関かかわっていたかった。だって、私が傍そばにいるなんて知ったらルタは酷ひどく嫌いやがるだろう。もう一回殺しに来るかもしれない。まあ、それはいいとしても、ルタに嫌がられたら傷つく。ルタに嫌けん悪おの眼まな差ざしを向けられたら、それこそ殺してくれと叫さけびそうになる。そして、嫌きらわれる心当たりはたっぷりあるのだ。

　だから、出来れば遠くから、ルタの為ために出来ることを探したかった。最近では、どれだけうるさく声をかけても怒おこらないルタに、話しかけてみようかなとぼそっと呟つぶやく人が出てきてくれた。話しかけるといっても、おはようございますの挨あい拶さつからだ。それでも、そう思う人が増えてきたのは凄くいい傾けい向こうだと思う。まあ、私は未いまだに返事一つもらったことがありませんが！

　そのルタの声を朝一番で聞けたのは嬉うれしい。嬉しいけれど想像していた状じよう況きようとだいぶ違ちがう。

　ルタは寝起きで頭が回らないのか、顔面を押さえて俯うつむいた後、小さく呻うめいた。

「俺が昨夜、名前を聞いたからか……」

「俺!?」

「は？」

　ルタが、ルタが俺って言ってる！

　私の胸を衝しよう撃げきが貫つらぬいた。だって、ルタはいつも私と同じで私と言っていた。小さな小さなルタが、私と言って背筋を伸のばしている姿は、それは可愛らしかったものだ。そのルタが、俺と。何だか感激してしまっていたけれど、そのルタの言葉を思い出して動きを止める。

「……名前？　私の？　名前？」

　いま、じわぁと胸に広がっていくのは血じゃない。喜びだ。

「私の名前を聞いてくれたの!?　嬉しい！」

　私の名前を誰かに聞いてくれたのか。私を、知ろうとしてくれたのか。ああ、どうしよう。嬉しい。嬉しすぎて……礼節を忘れていた。

「……聞いて頂けたのですか、私の名前を。有り難がたき幸せでございます」

　今いま更さら敬語に戻して取り繕つくろった私を、冷たい瞳ひとみが射い貫ぬいた。




「王様、王様」

　王様付きに就任した私は、遠くからルタを見守りたい初心を大事に、一日目から仕し掛かけた。つまり、クビになろうと思ったのだ。この任はクビになって、また掃そう除じ人にんに戻りたい。そして遠くから、ルタに声をかける人が増えていく姿をにまにま見守ろう。

「王様はどんな人がお好みですか？」

　うるさくしてクビになろうと決めたけど、ついでに情報収集はしておきたい。転んでもただでは起きぬ。転ぶ予定なら尚なお更さらである。誰か、ルタにお似合いの女性を！

　歴代の神官達も同じ願いで色々してきたらしいとは風の噂うわさで聞いた。美人ばかりを側そば仕づかえにしてみたり、今度は可愛らしい子、素そ朴ぼくな子、小さな子ども、男。色々頑がん張ばったらしいけれど、いまルタが一人なのを見るとすべて失敗に終わったらしい。

　寿じゆ命みようの差を心配する必要はない。天てん人じんの羽を相手の体内に埋うめ込めば、その人間は持ち主の天人が死ぬまで生き続ける。だから、愛する人に先立たれる心配はないのだ。だから私は、安心してお世話おばさんになろうと決めたのだ。

　本を読んでいるルタは、ずっと私に背を向けている。けれど、ずっと背を向けられ続けた私に隙すきはない。そんなもので怯む段階は、とうの昔に通り過ぎているのである。

「美人さん？」

　返事はない。でもめげない。

「可愛らしい人？　背は高いほうがいいですか、小さいほうがいいですか？　セクシーな人がいいですか、スレンダーな人がいいですか？　髪かみの色は？　目の色は？　あ、これだけは嫌っていう条件があればそれもお願いします」

「うるさい」

　返事があった！　会話を、私いま、ルタと会話をしている！

　じいんと感動していると、すっごい鬱うつ陶とうしいものを見るかのような赤い瞳があった。

「クビですか!?　じゃあ、また掃除人に戻して頂けると幸せです。あ、でも、せめてもの情けに好みを一つでも！」

「年上」

　なん、だと……？

　会話に感動する暇ひまもなく、私は衝撃を受けた。ついでにいうと、聞き耳をたてていたらしい側近の人達もよろめく。古くからいる老臣なんて、そのままぽっくり逝いってしまいそうだ。

　齢よわい千年を越こえるルタより、年上。私は、男女の仲ちゆう介かいをする難しさをひしひしと感じた。

　何故なぜかクビにならなかった私は、次の日の朝もルタの寝室に駆かけ込んだ。礼れい儀ぎも何もかも忘れて扉とびらを叩き開け、一いつ睡すいもせずに探し出した結果を意気揚々と寝ぼけ眼まなこのルタの前に掲かかげた。書庫室の隅すみで静かに眠ねむっていた本を借りてきたのだ。本は乱暴に扱あつかうなとぎしりと抗こう議ぎの声を上げる。その重さも抗議も気にならない。私は目をらんらんと輝かがやかせて、開いた頁ぺーじを指さす。

「見てください！　樹じゆ齢れい二千年ですよ、二千年！　きっと王様が祈いのれば精せい霊れいの一いつ匹ぴきや二匹できますよ！　年上ですよ王様！　念願の年上！」

　広げた分厚い本を隔へだてて尚なお、めり込んできた拳は痛かった。




「王様ー、私をクビにしてくださいよぉ」

　情けない声を無視されつつ、ルタが読み終わった本を棚たなに戻もどす。そして適当に選んだ物を積み重ねて持っていく。ルタ、読むの速い。さすが出来のいい子！　可愛い！

「王様、ずっと一人で寂さびしくないですか？」

　ルタの座っている向かいに椅い子すを引きずってきて座る。無礼、不敬の極きわみだ。でも、クビを覚かく悟ごしていると、怖こわいものなど何もない。いや、掃除人までクビになって神しん殿でんから叩たたき出されるとルタに会えなくなるので怖いけど。後、住む場所がない。

　昔は、出来の良い弟子に恥ずかしくない師であろうといろいろ取り繕っていたけれど、今はそんな努力する必要がないので、勢いだけで生きていける。こういう形でルタと関わるのは、これはこれで凄すごく楽しい。同じ年だったらこんな感じだったのかなと、私だけ嬉しい。

「ねえ、王様、伴はん侶りよと二人で悠ゆう久きゆうの時を生きるのって素す敵てきだと思いません？　二人でなら、寂しくっても平気だってなりません？」

「うるさい」

　今日もルタが会話をしてくれた。幸せだ。

「やっぱり王様くらい美人さんじゃないと駄だ目めですか？　それとも、その量の本をぺろりと平らげてしまうくらいの才女さんですか？」

「じゃあ、お前」

「私ですか？　嫌ですよ！」

　ばんばん机を叩いて抗議すると、ルタはようやく本から視線を外して私を見た。

「自分が嫌なものを他者に押し付けようとするな」

「だって、王様みたいな美人さんの横にこんな枯かれ箒ほうきを立て掛かけるなんて、それこそ冒ぼう瀆とくですよ！　王様を掃除道具箱扱いですよ！　許されませんよ！」

　私の渾こん身しんの抗議を聞いたルタは、ぽかんと口を開けた。ぽかんと。ルタがぽかんとしてる。可愛かわいい。ルタ、可愛い。嬉しい。あなたの感情を見られるのが、本当に嬉しい。

　あの頃ころ見られなかったルタの感情が零こぼれるのがとても嬉しいのと同時に、ちょっとだけ寂しさが募つのる。やっぱりルタは、私に気を許していてはくれなかったのだと再さい確かく認にんしてしまう。それはそうだろう。だって、憎にくまれていたのだから。

　私は嬉しい以外の感情をくるりと仕し舞まいこみ、後ろにちらりと視線を向けて声を潜ひそめた。

「それに、冗じよう談だんでもそんなこと言ったらまずいですよ。私以外にも王様に伴侶をと切望している人は大量にいるんですから。ほら、みんな何か書きとめ出したじゃないですか！　私みたいなのが好みだと思われて、困るのは王様ですよ！」

　ねえ、ルタ。私みたいなのがずらりと並べられたお見合い会場を思い浮うかべてみなさい。最悪でしょう!?　思わず涙なみだぐんでしまった私に、ルタは変なものを見るような瞳を向けた。

「お前、変な奴やつだな……」

　変なものを見るようなじゃなくて、変なものを見ていたようだ。

　ルタが私をお前と呼んでいることに、未いまだ慣れずにいる。昔はずっと「師し匠しよう」だったからだ。でも、他ほかの人に弟で子し入いりすると私は元師匠になるから、名前で呼んでと言い続けて十年。それが叶かなったことは終ついぞなかった。そりゃあ、呼びたくもないだろう。親の仇かたきの名なんて。

　だから、お前呼びが実は楽しい。何だか対等になれた気分だ。師し弟ていではなく、ただのルタと私。こんな出会い方もあったんだなと、ちょっと面おも白しろい。

　ずっと遠巻きにされていたルタは、実はこんなに喋しやべりやすいんだと、みんな早く気が付かないかな。そうして、皆みんなの中で楽しそうに笑っているルタを見られる日が来るといいな。

　まるであの頃のように食しよく卓たくで向かい合っているような気分になって、肘ひじをついた手に顎あごを乗せてうっとりとルタを眺ながめた。私が黙だまったからか、ルタはもう何も言わず、いつも通り本に視線を戻す。その日ルタの声を聞けたのはそれが最後だった。

　ちなみに、王様ってとっても会話上手で喋りやすいですよね、みんな気軽に話しかけるといいですよねと老臣にうきうき自じ慢まんしたら、目を逸そらされた。何故。




　困った。クビにならない。かなりうるさくしている自覚があるだけに、クビにならずに首を傾かしげる。あまりにクビにならないので、側近の一人を摑つかまえて聞いてみた。側仕えの中では一ひと際きわ若い青年は、何を当たり前なと呆あきれ顔を浮かべる。

「そりゃ、なりませんよ。あなたから辞やめたいと言い出さない限り」

「言ってますよ？」

「だって許可していませんから」

「そこはしてくださいよ!?」

　何でも、今までルタの側付になって辞めていった美しい女性達は、ルタに恋こいをし、焦こがれ、叶わぬ恋に自ら暇いとまを頂きたいと申し出てきたらしい。つまり、ルタからクビを言い渡わたしたことは一度もないのだそうだ。

「何故ですか？」

「王はとてもお優やさしい方ですから。ご自分が暇を出したと知られれば、その女性達が後々生きづらくなると」

　ルタって優しい。人間には、とても優しい。こんなに優しいルタだ。そりゃあ、女性達の胸を貫つらぬいてきたことだろう。私の胸も貫いた。きゅんとした胸を押さえてよろめく。そういえば、ルタがあまりに素晴らしいからしょっちゅう胸を貫かれているけど、物理的にも貫かれたことがある女は私だけだろう。どうだ、参ったか！

　服の上から胸の布がずれてないか手て探さぐりで確認して、気合いで拳こぶしを握にぎった。

「よし、この手でいこう」

「どの手ですか。やめときましょうよ。どうせ無む駄だですから」

「やる前から諦あきらめる姿勢はよくありません！　王様に悪あく影えい響きようを及およぼすといけませんから改めてください！」

　モンスター師匠と呼ばれても、弟子の健全な成長に悪影響を及ぼす事態は見過ごせない。私は側近を叱しかり飛ばし、そのままくるりと振ふり向いた。

「王様！」

「いらっしゃったのですか!?」

　廊ろう下かの角からゆっくりと出てきたルタに、側近の青年は飛び上がって跪ひざまずく。その側近を飛び越こえてルタの前に走り寄ると、両拳を握って力説した。

「王様！　あなたに惚ほれました！　あなたの傍そばにいると胸を貫かれてよろめきます！　このまま叶わぬ恋に身を焦がすと、私は灰になってしまいます！　早くちりとりで掃はかないと、もしも水を含ふくんでしまうとこびりつくわ重くなるわで大変なので、暇をください！」

「……………………うるさい」

　そうして今日もクビにしてもらえなかった。どうやら、私の渾身の告白は見破られてしまったようだ。その慧けい眼がん、さすがルタ！　でも、ほんとどうしよう！　もう打つ手がない！




　神殿で働き始めてもう半年。掃そう除じ人にんには戻してもらえないけど、こっちはそろそろ次の段階に進みたいと思う。

「王様、王様。いい天気なんでどこか出で掛かけませんか？　今日は町でお祭りがあるそうですよ！」

「うるさい」

　今日もルタが会話をしてくれた。大変幸せだ。九割くらい同じ言葉だけど、返してくれる回数が増えてきて凄く幸せである。じぃんと幸せを嚙かみ締しめていると、向こうの通路から若い女の子が四人固まって声を張り上げた。

「王様ー！　おはようございまーす！」

「ああ、おはよう」

　穏おだやかな声に、きゃああ！　と黄色い悲鳴が上がって両手がぶんぶん振られている。最近、若い者を筆頭に、勢いで挨あい拶さつをしてくれる人が増えてきた。何より凄いのは、ルタがそれに返事を返すことだ。流石さすがに全員に返すのは大変だから、視線を向けるだけだったり軽く片手を挙げるだけだったりすることもあるけれど、ちゃんと反応している。

　ルタがご近所付き合いを身につけた！　師匠嬉うれしい！　あれ？　でも待って？

「王様、おはようございます！」

「うるさい」

「本日も美しいですね！」

「うるさい」

　私への九割は揺ゆるがないようだ。つまり、私は特別ですか？　ルタ、師匠嬉しい！　でも、私以外の誰だれか特別な人を作ってね！

　私は、両手で抱かかえた山積みの本に遮さえぎられた視界から、首をひねってルタを見る。ルタ、今日も読書家ですね。ルタは、いつもいつも本を読んでいる。本は次から次へと補ほ充じゆうされるから読む物には事欠かないだろうけど、やっぱりお出かけもしたらいいと思うのだ。天気のいい日は外で読むから、今日もこうやって外に運んでいるけれど、やっぱりお出かけもいいものだと思う。それに今日は、城下町で大規模なお祭りがあるらしいのだ。ふらっと町巡めぐりをするのもいいけれど、こういうきっかけがあるともっと行きやすいのではないかと思って朝からしつこく誘さそっている。当然、朝からうるさがられているわけだが。

「別に出入り禁止って訳じゃないのに、どうして出掛けないんですか？」

「うるさい」

「一年に一回のお祭りですよー？　あ、それとも行き飽あきちゃいました？　あれ、でも、行ったことないってお爺じいちゃんが言ってましたよ？」

　老臣から教えてもらった情報を思いだした私に、ルタは舌打ちした。

「余計なことを……」

　ルタが舌打ち。やだ、不良！　可愛かわいい！　聞き分けも出来も良いい弟子から、反はん抗こう期どころか憎ぞう悪おが飛んできた身としては、新しん鮮せんすぎてときめく。もう一回舌打ちしないかなとうきうき見つめていたら、心底嫌いやそうな視線を向けられた。あの感情の見えない瞳ひとみで貫いてきた時に比べたら、ルタの気持ちが分かって嬉しい。

「やだぁ、王様ったら、そんな嫌そうな顔してもお美しいですね！」

「……凄すごいな、お前」

「え!?　何がですか!?」

「俺は、長く生きてきて、今ほどいらついたことはない」

「王様の初めてありがとうございます！　大変光栄です！」

　生まれてくるまでに千年かかり出で遅おくれまくったけれど、誰も頂いたことのないルタの初めてを頂いてしまった。こんなに光栄なことはない。思わぬ名めい誉よを頂いた嬉しさに飛び跳はねてしまった私から本を奪うばったルタは、なんともいえない瞳で見下ろしてくる。

「……もう、やめろ」

「何がですか？」

「俺は、お前に気にかけてもらえるような存在じゃない」

　不自然な風が吹ふいて、ルタの長い髪かみがふわりと舞まう。黒なのに光を弾はじいて色を放つ様があまりに美しくて、思わず見み惚とれそうになるのを慌あわてて戒いましめる。だって、ルタが私と話しているのに、余所よそ事ごとを気にするのは駄だ目めだ。

「俺は、幸福を感じてはいけない」

「何故なぜですか？」

「天てん界かいを、滅ほろぼした」

　思いもよらない言葉が出てきて、反応が遅れる。それをどう受け取ったのか、ルタは赤い瞳を少しだけ伏ふせた。どうしたの、ルタ。悲しいの？　寂さびしいの？　お願い、話して。私、駄目な師し匠しようだったから、あなたの気持ちを読み取るなんて出来ないけど、聞くことなら出来るよ。何時間だって、何日だって、惚のろ気けだって罵ば倒とうだって、何だって聞くから。

「それが願いだったのでは、ないのですか？」

　人間は、天界を滅ぼしたかった。上空から落とされる気まぐれな雷かみなりを、愛いとしい人を奪われる理り不ふ尽じんを無くすために戦った。そしてルタは、両親を殺した仇かたき、私を殺すために、一度死んでまで復ふく讐しゆうを果たしにきたのだ。彼らの願いは果たされた。ひとつ残らず果たされたのに。

「王様の願いは、叶かなったのではないのですか？」

　どうしてそんなに悲しい顔をするの？　何が叶わなかったの？

　伸のばしかけた手を必死に押さえる。駄目だ。今の私には、その頰ほおに触ふれる権利はない。いや、きっと、昔にだってなかった。一度だって、この子に触れる権利はなかったのだ。

　ルタは、悲しい瞳を更さらに伏せた。

「天界は、俺達と同じだった」

「え？」

「ただ滅ぼすべき悪だと断じるほどの何かだったとは思えない。人間と同じように、働き、子を育はぐくみ、明日の約束をして眠ねむる。同じだったんだ。だが、俺はそれを滅ぼした。最も早はや人間は止まらぬと、それを言い訳にして、乳ち飲のみ子まで全すべてを殺し尽つくした。その罪が何故許される。誰かに愛されるを許されるはずもない。だから俺は、この身が朽くちるまで誰かと温度を交かわし合うつもりはない」

「誰がそんな馬ば鹿か野や郎ろうなことを！」

「…………は？」

　思わず摑つかみかかっていた。ルタが抱えていた本がばらばらと床ゆかに落ちる。胸むな倉ぐらを摑み上げて、自分より背の高いルタに大きくなったなぁと感動する暇ひまもなく、がくがく揺さぶった。

「一体全体、誰がそんな大馬鹿野郎なことをあなたに言ったのですか！　私に教えなさい！　今すぐぶん殴なぐってきますから！」

「何をっ……やめろ！　俺が、自分でそう思ったんだ！」

「あなたですか！　分かりました！　ぶん殴ります！」

　ぐわっと拳を振り上げて、はたと気づく。え？　ルタ？

　危あやうく可愛いルタをぶん殴りかけた拳こぶしを解く。勢いを殺しきれずにルタの胸に突つっ込んだけれど、殴らなくてよかったとほっとした。しかし、慌てて胸倉を摑み直す。

「いいですか!?　基本的に、滅ぼされたほうはあなたが何したって恨うらみますよ！　あなたが誰かと愛し合って幸せに暮らせば『きぃい！　何よ！　私達を滅ぼした癖くせに！』って恨みます。逆に、あなたが一人孤こ独どくに生きて死んでも『きぃい！　何よ！　私達を滅ぼした癖に人生投げ出したわ！』って恨みますよ！　だったら幸せでいいじゃないですか！　……どうせあのままいったら、いつか戦争が面めん倒どうくさくなった天てん人じんに人間が滅ぼされていましたよ。いいですか、王様。天人は生存競争に負けたんです。ただそれだけのことです」

　天人は、人型をした生き物同士の生存競争に負けた。種の生存競争の結果を、ルタが一人で背負うのはそれこそ傲ごう慢まんというものだ。天人は、力に驕おごり、負けた。人間が勝ち、そして種を存続させた。きっと、あれは、ただそれだけのことだったのだ。

「それに、もう千年です。天界が滅びて、千年です。千年間を天人への贖あがないに使ったのなら、今度は人間の願いを叶えてあげたらいいんじゃないですか？　ほら、みんな王様が好きな人と幸せになる未来を願ってますよ！　議会辺りはちょっと色々面倒なこともあるのかもしれませんが、結局は王様が幸せであればいいと思ってるみたいだし、そこんとこどうでしょう！」

　私は胸倉を握にぎったまま、さっき女の子達がいた場所を向く。

「手始めに、さっきいた女の子の中では誰が好みですか！　さあさあ、私と恋こいバナしちゃいましょう！　何でしたら、休きゆう憩けい室をちょっと覗のぞいてみて、好みの子がいれば私に耳打ちなんてしてくれちゃいましたら、私張り切ってあなたとその子の縁えんを繫つないでいったぁ！」

　脳天に落とされた手刀は、足の先まで衝しよう撃げきを放ってきた。涙なみだ目めで見上げると、鬱うつ陶とうしい物を見る赤い瞳と、未いまだ掲かかげられたままの手刀がある。ぴしりと揃そろえられた指先まで美しいなんて、さすがルタ！

「大だい丈じよう夫ぶです、王様！　王様ならどんな子でも一いつ瞬しゆんで好きになります！　あっという間に両りよう想おもいです！　だからフラれるとか心配しないで、どんどんいきましょいったぁあああ！」

　繰くり出された二発目も、それはそれは大層美しい手刀でした。痛かったです。




　神しん殿でんに来て一年、私はすごく悩なやんでいた。

「うーん、どうしようかなぁ」

　私は、今朝もルタのベッドの上に腰こし掛かけて足を揺らした。朝に弱いルタは、最近本気で寝ね起おきが悪い。というより、最初は私が入ってきただけで一応起きてはいたのに、最近ではどうでもいいといわんばかりに寝ね倒たおすのだ。がんがん耳元で叫さけんでも、掛かけ布ぬのを剝はぎ取っても寝続ける。ルタの寝顔可愛いといつまでだって眺ながめてしまうから、早く起きてほしい。

「困ったなぁ」

　昨日なんて、思い切ってルタの上に乗って揺さぶってみたのにどうしよう、クビにならない。そして起きない。流石さすがルタ、これは大物になるなと感心したけれど、よく考えると既すでに大物だった。器うつわが大きいのは素す晴ばらしいけれど、大きすぎてクビになれない。

　すっかり見慣れた壁かべ紙がみを眺めながら、肩かたの力を抜ぬいて溜ため息いきをつく。

　最近は、会話ができて嬉しい。ルタが通る度たび、あちこちから挨あい拶さつが飛んでくるのを見るのは幸せだ。この前なんて、世間話をしている姿を見たのだ！　何でも本好きの神官を見つけたらしく、二人で新刊について語っていた。何を言っているかは分からなかったけれど、無表情でもどこか嬉しそうな空気が見て取れて、私は勝手に幸せだった。

　その神官は、見かける度にローリヤと大おお喧げん嘩かをしている人なのだけど、どうもこの前の休日にローリヤと二人で遊びに行ったらしい。いつも、あいつがどうだこうだとぷりぷり怒おこっていたローリヤだけど、その日の服選びは凄かった。勿もち論ろん、私の手持ちの服や髪かみ飾かざりも全部並べて協力したものだ。涙目で部屋に飛び帰ってきた時は焦あせったけれど、耳まで真っ赤で熱まで出していたから、まあ深くは聞かずにおいた。同室の情けだ。でも同室の私だけじゃなくて、同どう僚りようみんな大体の事情は察してしまったわけだけど、本人は隠かくせているつもりのようだから黙だまっていよう。

　そんなこんなで毎日幸せだ。幸せなんだけどまずい。クビにならないのは、非常にまずい。

「私、あんまり時間がないんだけどなぁ」

「…………時間？」

　いつもはまだぐっすり眠っているはずのルタから返事が返ってきて、慌てて口を押さえる。油断して独り言を拾われた。のそりと起き上がってきたルタは、寝起きだというのに美しい。流石に髪は少し乱れているけれど、それでもぼさりとなっていないのはどういうことだ。その特権は、乙おと女めとルタにだけ許されたものだ！　だったら問題ないね！

　どうでもいいことを真しん剣けんに納なつ得とくした私は、慌てて立ち上がって一礼した。

「おはようございます、王様。すぐに朝食を召めし上がりますか？」

「そんなことはどうでもいい。お前、時間とはなんだ？」

　ルタの手が私の肘ひじを摑む。私の肘をぐるりと一周してしまう大きくて綺き麗れいな手は、寝起きで恐おそろしいほど温かい。このまま抱だきついてしまいそうになるほどに。

「時間って何のことですか？　あっらぁ？　王様、寝ぼけたんですか？　寝ぼけちゃったんですかぁ？　ぷっぷぅ！　王様の、ね、ぼ、す、け、さん！」

　滑なめらかな頰ほっぺをつんつん突っつき笑うと手刀が降る。脳天かち割れたと思う程ほど痛かった。




　今日は雨だ。そうはいっても、叩たたきつけるようなものではなく、しとしとと柔やわらかな霧きり雨さめが一日中降っている。今日はずっと世界を湿しめらせるだけの雨が降り、晴れ間が覗かない。こんな時は気分までじめじめするけれど、いつだってルタを見るだけで世界は全て晴れ模様だ。

　私は、ルタが読み終わった本を片づけ、新しい本を抱かかえたまま、向こうの廊ろう下かを歩いているルタをうっとり見上げた。ルタは、通りすがりに出会った神官を呼び止めて何かを話している。随ずい分ぶん、話をするようになった。最近、口を開いたルタを見る回数が増えている。誰だれかと話す姿が珍めずらしくなくなった。相手だって、話しかけられたら老いも若きも皆みな一様にぽっくりいきそうなほど驚おどろいたりしなくなったのだ。緊きん張ちようでがちがちになる人は多いけれど、ひょうきんな人なんてちょっとした冗じよう談だんまで交わすようになった。

　それに伴ともない、私の胸からじわりじわりと湧わき出すものが増えたように思う。

「おや、悩み事かね？」

　ついた溜息を聞かれてしまった。私は背後の曲がり角から現れたゲルハードに道を譲ゆずりながら、へらりと笑う。

「王様は今日もお美しいなと感激しておりました」

　私の視線を辿たどったゲルハードは、神官と言葉を交わすルタを見つけて嬉うれしそうに目を細める。目め尻じりに浮うかぶ皺しわはくっきり太い。笑い皺だろうか。

「王は、穏おだやかな顔をなさるようになった」

　しとしとと降り注ぐ霧雨よりも静かな言葉が紡つむがれるので、身み動じろぎするのも憚はばかられる。この神殿は、いつもゆっくりと時間が流れていく。誰も彼もが王の為ために働く、王の為の楽園であれと定められた場所。

「君のおかげだ」

「……いいえ。いいえ、とんでもないことでございます」

　優やさしく穏やかな、いつだって不変であったこの場所が変わったというのなら、それは主あるじであるルタが変わったからだ。変わろうと思ったのか、それとも気づかぬうちに変わったのか。そんなことはどうでもいい。ルタが心穏やかに過ごせるのなら、他ほかには何もいらなかった。

　勿もつ体たいないお言葉ですと重ねた私に、ゲルハードは大きな身体からだをゆっくりと揺ゆらす。年を感じさせる動きを見ていると彼にも若い頃ころがあったことを忘れそうになる。だが、誰も彼もに幼年時代はあるのだ。母の胎たい内ないに抱かれ、赤子として泣き叫び、幼児として手を引かれる。そんな当たり前に愛される時代があるはずなのだ。

「君は、本当に王の隣となりに立つつもりはないのかね？」

「それこそとんでもないことでございます。願うのはあの御おん方かたの御お心こころが穏やかであること、ただ一つです。私は王様が幸せになってくださるならば、微び力りよくではございますが貯ちよ蓄ちくも命も人生も全すべてを捧ささげる所存ではございますが、あの御方から何かを頂くつもりは毛頭ございません」

　もし私がルタに何か影えい響きようを及およぼせていることがあるのなら、かけられる言葉はおかげなんて優しいものであるはずがない。所為せいなのだ。私の所為で、ルタは幼年期を失った。奔ほん放ぽうに生きる自由を許され、愛される幸いが当たり前で、世界の全てが自分のものだったあの子の幼さを奪うばったのは私だ。

　抱えていた本を持ち直し、崩くずさないよういつもより浅めに礼をした私に、ゲルハードはさっきの私みたいな溜息をついた。

「……君は、どうしてそこまでするんだね？」

「はい？」

　質問の意図が分からず、思わず聞き返した私に、ゲルハードは言葉を探すように自らの唇くちびるに指を当てた。

「いや、勿論我われ々われ人間にとって、無論私にとっても、王は何物にも代えがたい大切な御方だ。だが、君のように財も人生すらも全てを擲なげうちお仕えしたいと言い切れる者は、どれほどいるだろう。まして、君のように若い娘むすめが……失礼だが、恋こいに盲もう目もくだというのならまだ納得がいく。だが、君はそういう危あやうさとは違ちがって見える」

　ゲルハードの言いたいことが分かって苦く笑しようする。

「私はただ、盲目になっている自覚があるだけです」

　違いがあるというのなら、それだけだろう。若さ故ゆえの恋に溺おぼれて招いた身の破は滅めつが、気づかぬうちに追いついてきたわけではない。最初から、終わりは決まっていた。だが、だから全てを擲つことに躊躇ためらいがないのかと問われれば否いなだ。終わるものに意味がないのなら、命の全てに意味はなくなってしまう。理由は、そんなものではない。

「昔、一人ぼっちの子どもがいたんです」

「……子ども？」

「私はそれに気づけなかった。もしかしたらあの子自身も、そんな自分に気づいていなかったのかもしれません。私は、愛されて歩むはずだったあの子を孤こ独どくに引きずり落としてしまった。それなのに、あの子を生きる意味にしたんです。自分がしでかした事にも、あの子の痛みにも涙にも気づかなかった癖くせに、自分だけが救われた。……私は、何も報むくえない。あの子に幸さちを齎もたらす何物にもなれない。自分が持っている全てを懸かけても、到とう底てい足りないんです」

　大事なものは彼だけだ。彼だけだったのだ。何より大事な、ではない。他に大事な物なんて何もなかったのだ。自己犠ぎ牲せいに酔よう為の自分の存在理由すら彼だった。あなただけでよかった。あなたの幸せさえあれば、他には何も要いらなかった。その唯ゆい一いつが叶かなわないのに、他を擲つ何を躊躇うというのか。

　私の憎ぞう悪おがあの子から人間の生を奪った。私の愚おろかさがあの子に千年の孤独を齎した。

「私は、あの子が幸せであれば、他に望むものなど何もないのです」

　私の歪いびつさは、私が一番分かっている。

「あの子、王様にとても似ているんです」

　真実と虚きよ偽ぎの真ん中で締しめくくった言葉でようやく話の流れを汲くんだゲルハードは、詰つめていたと思われる息を吐はいた。

「ああそれで、王様に尽つくそうと？」

「そんなところです」

　にこりと笑って頭を下げる。納得頂けたのなら、もう下がっていいだろうか。ルタに新しい本を届けなくてはならないのだ。それと、温かいお茶と美味おいしいお菓か子しの用意もしたい。これからの予定を頭の中で組み立てていると、困ったような笑い声が降ってきた。

「……君は本当に摑つかみどころがないな」

　別にすり抜ぬけたつもりはないけれど、ゲルハードは苦笑して視線を上げた。私の背後に向けられた視線を追えば、さっきまでルタと話していた神官がこっちを指さしている。指した先を辿ったらしいルタと目が合う。本に集中していたから声を掛かけずに出てきたけれど、何か用事だろうか。お茶か、新しい本のお届けが遅おそかったか。それとも別に私は見ていないか！

　お探しの相手を見定めていると、ルタは天に向けた掌てのひらを少しだけ折り曲げた。ゲルハードをそんな雑な呼び方で呼び寄せるわけがないので、相手は私で間違いない。ルタが、ルタが私を呼んでる。勘かん違ちがいでも自意識過か剰じようでもなく、ルタが私を呼んでいる！

　私はゲルハードに向き直り、本が落ちないようがばりと頭を下げる。

「王様が呼んでいるので失礼します！」

「ああ、気をつけていきたまえ」

　穏やかな声に見送られ、私はルタの元に駆かけ出した。

　到とう着ちやくした時、さっきまでルタと一いつ緒しよにいた神官の姿はなかった。下がらせたのか、下がっていったのかは分からないし、さしたる問題ではないので別に気にならない。

　一人で立っているルタの元に走り寄る。

「王様ー！　新しい本でしたらこちらでございます！　お茶でしたらただいま淹いれて参りますのでもう少々お待ちをー！　ついでに、遅おくれた罰ばつでクビなんて如何いかがですか!?」

　積み上げた本をずいっと差し出しながらクビを進言してみる。うきうきと待っていたけれど、反応がない。いつもの「うるさい」もなくてちょっと寂さびしかった。

「如何なさいましたか？」

　具合が悪いのだったら大事だ。気分でも悪いのだろうかと、無礼を承知で下から覗のぞきこむ。承知も何も、この程度で怯ひるまぬほどの無礼を重ねてきたクビ志願者の私には、恐おそれるものなど何も……ルタの不調はやだな。

　顔色を確かく認にんしていると、開いた形のいい唇からぽつりと言葉が降ってきた。

「珍めずらしい組み合わせだと思っただけだ」

「そうですか？　ゲルハード様はよくお声をかけてくださいますよ」

「そもそも、お前とゲルハードは話が嚙かみ合うのか？」

「九割以上王様のことですので滅め茶ちや苦く茶ちや嚙み合います！」

「………………そうか」

　嫌いやそうな、呆あきれたような、何ともいえない表情が可愛かわいい。しかし、この表情を見たゲルハードが「穏やかな顔をなさるようになった」と言ってくれるかは分からない。ルタはちょっと考えて、会話を続けてくれた。今日はいい日だ。

「……残りは何だ？」

「雑多な物なので特に実のある話は何も」

「お前は、意外と自分の話はしないな」

「はあ。家族の話題もありませんし、友達の話題は女の子同士の秘密なので内ない緒しよですし、仕事は王様もご存知ですし、色いろ恋こい沙ざ汰たも皆かい無むですので、本気で話題がありません」

　胸を張って宣言したら、ルタが半眼になった。可愛い。

「人には色恋に走れとうるさいくせに」

「王様はおモテになりますので、歩いても全く問題ないと思います！」

「うるさい」

「そんな王様の初恋話など頂ちよう戴だいできましたら、お好みに合った方を今すぐお探し致いたします！」

「お前は？」

「はい？」

　あからさまに書きとめると嫌がられそうだから、心の中に刻んで覚えようと構えていたのに質問が返ってきて反応が遅れてしまった。お前……私の初恋？　そんな遥はるか昔の話をされても覚えていない。けれど、ルタからの質問にはちゃんと答えたいから頑がん張ばろう。

　掌を唇に当てて考え込む。ルタはその間じぃっと待っていた。いい子だ。

「あ！　思い出した！　確かち、……知り合いのお兄さんですね」

　父の知り合いのお兄さんと言いかけて、慌あわてて口を噤つぐむ。生まれてすぐ捨てられた赤子が父の知り合いのお兄さんを知っていたら怖こわい。不自然な沈ちん黙もくを取り繕つくろおうと、つらつら言葉を続ける。一度思い出すと、後は芋いもづる式に記き憶おくが引っ張り出てきたから楽なものだ。

「優やさしくて格好よくて、よくおままごとに付き合ってもらってました。今考えると迷めい惑わくこの上ないことをしでかしていて、大変申し訳なかったと思います」

　両親が亡なくなってからは疎そ遠えんになってしまったけれど、本当に優しいお兄さんだった。その辺の雲を千切って丸めただけの雲団子を「はい、どーぞ」と食べさせようとしていたのに、優しく相手を務めてくれたのだ。養護院で年少組の相手をしている時、泥どろ団だん子ごを「はい、どーじょ」されて、私は初めてその恐きよう怖ふを理解したのである。食べなきゃ泣くけど、食べたら自分が泣く羽目に陥おちいる。素す晴ばらしい恐怖体験だった。

　遥か昔の記憶を思い出し、しみじみ懐なつかしんでいた私は、はっと気づく。この流れでルタの初恋なり好みの相手なりを聞きだせないだろうか。

「私の初恋はそんな感じですね。王様の初恋はどのような？」

「年上」

　さらりと答えてきたルタに、私は静かに頷うなずいた。

「旅のご用意を致しますね」

「旅？」

「樹じゆ齢れいにせんね」

　最後まで言い切る前に、私が持っていた本が静かに取られ、脳天に直ちよく撃げきした。痛かった。




　ローリヤの朝は早い。女の子の支し度たくは時間がかかるのだ。だから、私の朝はもっと早い。

　すぅすぅと規則正しいローリヤの寝ね息いきが途と絶だえないよう、そっとベッドを抜け出してクローゼットを開ける。かけていたメイド服と、小物入れから厚手のガーゼとさらしを取り出す。朝方は眠ねむりが浅くなっているローリヤが起きていないかもう一度確認して、着き替がえを始める。

　寝間着を脱ぬいで眼前に掲かかげ持つ。汚よごれていないか確認してベッド上に投げ捨て、さらしを解ほどいていく。何回か解いた辺りから色が見え始めてきて、眉まゆを顰ひそめた。やっぱり、かなり増えている。当てるガーゼをもう一枚増やしたほうがよさそうだと結論付け、溜ため息いきをつく。

　さらしを解き切ったそこには、厚手のガーゼを何枚も重ねて尚なおさらしを汚すほどの血が流れる傷口があった。

　恐らく生まれた時からあるその傷は、いつも血を流していた。私が養護院の前に捨てられたのは、この傷を気味悪がられたのだろうと予想をつけている。

　昔、私がまだ愚おろかにもルタの良き師し匠しようになろうとしていた最後の日、ルタがつけた傷だ。

　ルタは私を許してはくれないのだろう。

　私が憎悪を繫つなげなければ、ルタは人間として生き、人間として死ねた。長い長い時を、罪に苛さいなまれながら生きなくてよかったのだ。全すべての元げん凶きようである私を、生しよう涯がい許してはくれないのだろう。許せるはずもないだろうし、許す必要もない。私があの子を引きずりこんだのだ。憎にくしみの連れん鎖さに引きずりこんだのに、自分だけ満足してさっさと降りてしまった。あの子を置き去りにして、長い長い命の中に取り残したのだ。

　年を取るごとに傷口は生々しくなり、流す血も多くなった。昔は蚯蚓みみず腫ばれのように膨ふくらんだ傷から滲にじむだけだったのに、今では、つい先日刺さされたかのように傷口が開いている。

　どんどん開いていく傷口を見るに、私が死んだ辺りの見た目になったら死ぬのだろうと思う。そして、それはもう目の前だ。だって私は、そろそろ十七歳になる。年ねん齢れいは推定になってしまうけれど、生まれてすぐに捨てられたみたいだと聞いていたので、大差はないだろう。

　だから、その前にルタの前から消えるつもりだった。なのに、クビにはならないし、ルタは会話してくれるし、友達は出来るし、毎日楽しいし。

「ルタ、どうしてくれるのよ。私、幸せじゃない」

　あなたが過ごした千年の孤こ独どくに贖あがなう術すべはちっとも見つけられないのに、私はこの十六年の人生さえ幸せになってしまった。

　あなたのおかげで、私は寂しくなかった。ずっと、ずっと、あなたの手で終わったその時でさえ、寂しさはなかったのだ。だから今度こそ、あなたもそうであればいい。そうであるのなら、私はもう何も思い残すことなんてないのだ。

　ここにいるのは、私の未練か、あなたの憎ぞう悪おか。それとも、最も早はや失なくした私の神の采さい配はいか。

　記憶を持って生まれ直したところで、時が戻もどらぬ以上、何一つやり直すことは叶かなわない。両親が殺されるのを止めることも、私がルタの両親を殺さない選せん択たくを選ぶことも、あの子の憎悪に気づくことも。何も叶わない。戻るものは何もない。あの子の千年がなかったことにはならない。私は何も取り戻せないし、何も返してあげられない。何一つとして贖うことは出来ず、あの子に報むくえるものは何もない。それなのに、本来なら可愛い子どもを得るはずだった今生での両親に気味の悪い思いをさせて生まれてきてしまった私は、それでも。嗚呼ああ、それでも、ルタ。私は本当に、今の時間に感謝しているの。そして、本当にごめんなさい。

　あれだけあなたが誰だれかを愛する瞬しゆん間かんを見たいと願ったのに。今は、その瞬間を見たくて見たくて、死ぬほど見たくないと思う私を、どうか許さないでください。




　かしゃんと薄うす硝子ガラスのコップが割れる。音に気づいて振ふり向いたルタは、険しい顔をしてこっちに戻ってきてしまった。

「手が滑すべってしまいました。申し訳ありません。すぐに片づけて、新しいコップを持って参りますね。ですから、王様はそのまま本を選んでいてください」

　ぱたぱた手を振って追い返すのに、ルタは立ち去るどころか私の手首を摑つかんで留とどまってしまった。これでは割れたコップの後片付けも、新しいコップを取りに立ち去ることもできない。

「……お前、最近どうしたんだ」

「何がですか？」

「その、死人のような顔色だ」

「やだなぁ、王様。私はいつでも墓から這はい出てきた死人のような顔ですよ！」

　胸を張って答え、次の瞬間飛んでくるであろう手刀に身構えたのに、ルタは動かない。それどころか、まるで自分が手刀をくらったかのような顔をしている。

　その顔に、ああ、もう時間切れだと気づいた。本当はとっくに気づいていたけれど、天神の膜まくに包まれた天てん界かいの日差しのような温かい時間に、もう少しだけまどろんでいたくて、気づかないふりをしていた。

　私はきっと、そろそろ十七歳になる。正確な年齢は定さだかではないけれど、大きなずれもないはずだ。思っていたより保もったのは、それだけ、私がこの時間に執しゆう着ちやくしたからだろう。

　私は手首を握にぎるルタの手に反対の手を重ねた。骨が浮うき出たみっともない手。綺き麗れいなルタの手に触さわるにはみすぼらしくて恥はずかしくなる。それなのにルタは、振り払はらったり、嫌いやな顔一つしない。なんて優しい、いい子なんだろう。

「王様、ごめんなさい。私、持病があって、あまり長くは生きられないんです」

　息を飲んでも美しいルタ。優しいルタ。可愛かわいいルタ。

　私のルタはもういない。いや、きっと最初からいなかった。ここにいるのは、一人の美しい青年だ。ずっと見ないふりをしていた。ずっと、あの頃ころから、手放す決意をしてから見る見る成長していく彼を愛しただなんて、本当に、師匠失格にも程ほどがある。

「だから、王様、私をクビにしてください。故郷に帰って、静かに余生を過ごします」

「…………養護院に戻るのか？」

「あら、ご存知でしたか」

「調べた」

　あっさりと白状したルタに苦く笑しようする。今生では両親に縁えんがなかったけれど、私は既すでに両親の温かさを知っているから悲しみはない。

「養護院は十五歳までですから。今まで弾はずんで頂いたお給金で、景色のいい場所に家でも借りて、ゆっくりします」

　空が見える場所がいい。かつてはあの空の中で生きた。養護院はみんな優しく穏おだやかだったけれど、やはり私の故郷はあの空なのだ。美しい場所だった。時間によって染まりゆく雲の上で生きた記き憶おくは、寂さびしさの中でもやっぱり美しかった。

「……行くなと言ったら、どうする」

「行きます」

「お前を愛していると言ったら、どうする」

　今度息を飲んだのはルタではない。重ねていた手を引き抜ぬこうとしたのに、搦からめ捕とられてしまう。美しいルタ。綺麗なルタ。そのルタの指の間に、私の骨のような指が重なっている。昔、嫌がるルタの手を取って歩いた頃は、私が彼の手を包んでいたのに、今ではそんなこと考えもつかないくらい大きな手。

「私、以外で、お願いしますって、言います」

　震ふるえる声はもう誤ご魔ま化かしようがない。でも、もういい。もう終わりだ。無様でも無礼でも、もう全ては終わるのだ。

「……嫌だ」

「お願いします」

「お前がいい」

「王様」

「お前が俺の前に世界を開いた。だったら、最後まで見届けろ！」

　息を吸ってルタの胸に額をつける。どうせすぐに突つき飛ばされるのだ。少しだけだと甘えて、頰ほおを擦こすり付けた。

　終わりだ。終わりだよ。

「ルタ」

　ぴたりと、時が止まった。




　耳をつけた胸から、大きく跳はねる鼓こ動どうが聞こえてくる。

　最後の王族。最古の王族。最後の天てん人じん。いろんな呼び方がある彼の名は、長い時の中で失われた。だって、呼ぶ人間がいなかったのだから。だからどの本にも載のっていない。語り継つがれてもいない。この世でその名を知っているのは、当人であるルタと、あの時代を知る誰かだけだ。王様という役職名でも、種族名でもない。彼個人だけを示すその名を、私は知っていた。

「…………アセビ、お前は、誰だ？」

　震える声が私を呼ぶ。

「あら、私の名前をご存知でしたか。お前ばかりだったので、てっきりお忘れかと」

「アセビ！」

　肩かたを摑まれて引き剝はがされた。俯うつむきたくなる顔を渾こん身しんの力で持ち上げる。ただのアセビはもう終わる。ここにいるのは、弟で子しの気持ち一つ見つけられなかった愚おろかな師し匠しようだけだ。でも、どんなに愚かでも、師匠として弟子の前にある以上、みっともない姿は晒さらせない。

「あなたの師だと言ったら、もう一度殺すのかしら？」

　赤い瞳ひとみが絶望に染まる。震える手が私から離はなれ、均きん衡こうを失ってよろめいたルタの背が壁かべを打つ。支えを得て尚なお、ルタの震えは止まらない。

「…………師匠？」

「そんなに脅おびえなくても、取って食ったりしないわよ」

　苦笑して傍そばの本ほん棚だなに背をつける。ちょっと、眩暈めまいがして立っていられない。

「だから、私以外でお願いしますと、何度も言ったでしょう？」

　胸むな元もとを握り締しめて荒あらくなる息を何とか抑おさえる。何も今、今来なくたっていいじゃない。最さい期ごくらい、今度こそ、血の臭においをさせずに終わらせたかったのに。

「俺を、殺しに、きたのですか？」

「何故なぜ？」

　ああ、言こと葉ば遣づかいが戻もどってしまった。胸を打つ寂しさを苦笑で振り払う。それでも、俺が残った。それだけで幸せを感じる私はもうどうしようもない。もっとあなたを見たかった。もっとあなたを知りたかった。でも、もう、終わりにしなければ。

　じわりじわりと滲にじみだす血は、いつの間にかどくどくと溢あふれだしていた。待って、もう少しだけ、待って。この子の、この人の前から消えるまで、もう少しだけもって。

「俺は、貴女あなたの仇かたきです」

「私があなたの仇よ。あなたが私の仇だと言うのなら、それは私の所為せいだもの。私があなたに憎ぞう悪おを植え付けた。私の責よ。……ふふ、私の仇は私になってしまうわね」

　込み上げてくる笑いを隠かくそうともせず、くすくす笑う私に、ルタは赤い瞳をきつく絞しぼった。

「何がおかしいのですか！」

　どんっと壁を殴なぐったルタの懐ふところから、真白い物が零こぼれ落ちる。かしゃんと床ゆかに落ちて開いた丸い物の中に、空があった。

　時間と一いつ緒しよに色を変えるそれが写し取った青く澄すみ渡わたる青空が、懐かい中ちゆう時計の中で時を刻んでいる。一秒一秒、毎時毎日、千年が積み重なっても変わらない、私達の空。いつだって美しい、遠い昔に滅ほろびた私の故郷。

「俺は貴女からもらった恩を踏ふみにじり、貴女を裏切った！　裏切り、殺し、貴女の故郷を奪うばい、今尚裁かれもせずにのうのうと生きている！」

　ルタが激情のままに叫さけぶのに、私は彼が落とした空から目が離せない。かちかちと時が刻まれていく。私が彼にあげたかった時計が、彼と共に、千年の時を刻んでいた。彼と共に、同じ空を生きていた。その空に吸い込まれそうだ。瞳の奥が熱い。

「私、あなたに、憎にくまれているのだと、思っていたわ」

「……憎んでいました。生を捨て、人であることを捨て、貴女を殺す瞬しゆん間かんだけを夢見て天人となりました。けれど、天界は俺が思っていたような世界ではなかった。そして、貴女もまた、俺がそうであってほしいと願ったような人では、なかった。貴女が殺さつ戮りくを快楽とし、残ざん虐ぎやくを日常としているのなら、俺は、何も躊躇ためらわずいられた……貴女を慕したわずにいられた」

　ルタは倒たおれるように膝ひざをつき、私の手を握って額をつけた。

「愛しています」

　かち、かちと、時計が時を刻む。私とルタの時間を刻む。やけにゆっくりと針が刻まれるように思った。けれどそれは気のせいで、時間はいつも変わらず、同じ速度で流れていく。変わるのは、同じ時の中で生きているはずの私達の感じ方だけなのだ。

「俺の初はつ恋こいは貴女です。千年を経て、二度目の恋をしたと思っていました。けれど、これは初恋の続きです」

　残りわずかな時間を刻んでいく。

「愛しています、師匠。貴女を愛しています。愛していますっ……！」

　悲鳴のように紡つむがれる愛の悲しみを受けているのに、私の心を満たすのは喜びだけだった。弟子が悲痛な声を上げているのに喜ぶなんて、嗚呼ああ、私は本当に師匠失格だ。

　応こたえては駄だ目めだと頭では分かっている。彼に悲しみを遺のこしたかったわけじゃない。気持ちなんておいていっては駄目だ。彼の背中にこれ以上、どんな些さ細さいなものでも背負わせたくはなかったのに、私の手は彼の頰に触ふれてしまった。

「私はきっと、どこか壊こわれているのでしょう。親よりも親の仇の子を愛いとおしく思うなど、正気の沙さ汰たではない。でも、もう、それでもいいのです。私はあなたと出会って寂しくなくなった。……ルタ、私ね、幸せだったの」

　零れ落ちた一筋の涙なみだが、ルタの頰を流れていく。

「本当に、幸せだったの」

　その頰に赤い滴しずくが混ざっていく。胸元を押さえていた掌てのひらから溢れだした血より、もっと美しい命の色をした瞳が見開かれる。ああ、彼を汚よごしてしまった。拭ぬぐいたかったのに、指はもう微かすかにしか動かせない。私の命が流れていく。ここに来た時から、いいや、生まれたその時から決まっていた終わりがここにある。

「私も、あなたが大好きよ、ルタ。あなたを愛してる。だから」

　私以外と幸せになって──……。

　掠かすれた声と一緒に赤を撒まき散らし、視界までもが染まっていく。最後に聞こえたのはルタの絶ぜつ叫きようで、ああ、私はどうしたって彼を笑わせることはできないのだと悲しくて悲しくて。

　最後に見えた羽の美しさに心を奪われながら、二度目の生しよう涯がいを終えた。







　私は本当に至らない師だ。他ほかの人に託たくす前に、私に教えられることは全すべて教えたつもりだったけれど、とても大切なことを教え忘れていた。未いまだぐわんぐわんと揺ゆれる脳と眼球の奥を支えようと顔を覆おおったまま、喘あえぐように声を絞り出す。

「ルタ……あのね」

「はい、師匠」

　顔を覆っていた骨のような両手を外すと、色の変わった朝焼け色の髪かみが見える。その向こうに、殊しゆ勝しような顔をした可愛かわいいルタがいた。こんな事態なのにきゅんきゅんする。するのだけど、失格とはいえ一応元師匠として、ルタの可愛らしさに負けず大事なことを伝えなければならない。それが、ルタの為ためでもあり、元師匠としての私の為でもあるのだ。

「確かに、天人の羽は人間を持ち主と同じ生の中に包み込むことが可能です」

「はい、師匠」

「だけど、それはね？」

「はい、師匠」

　殊勝に頷うなずくルタに、にこりと微笑ほほえむ。

「相手と同意の上に成り立つものなのよ！」

　私は大きなベッドに寝ねかされながら、ベッドの持ち主であるルタの頰ほっぺたを抓つねりあげた。

　無む理り矢や理りルタの生の中に組み込まれた私は、死んだほうがましだと思う痛みを味わった。二度目の、そして初めての「人生」を終えたと思うほどの激痛だった。最後に聞こえたのがルタの絶叫だったのは、私は激痛のあまり声すら出せなかったからである。

　頰っぺたを抓り上げる私の手をするりと搦からめ捕とったルタは、しれっと答えた。

「誰だれか伴はん侶りよを得て、悠ゆう久きゆうの時を共に生きろと仰おつしやったのは師匠ではありませんか」

「誰がこんなややこしい関係の相手を選びなさいと言ったの！」

　ルタの羽を得た私は、魂たましいの作用かルタの中の記き憶おくか、髪が昔に戻っていた。どうせなら身体からだも戻ればいいのに、そこはやせっぽっちのままだ。自分で言うのも何だけれど、天人の美しい髪とがりがりに瘦やせて骨と皮だけになった身体は、酷ひどくちぐはぐだった。枯かれ枝のような指で、傷口があったはずの場所に触れる。生まれてからずっとじくじくと血を流し続けてきた罪の証明はさらりと乾かわき、今や遥はるか昔に完治したかのような痕あとを残すだけだった。

「大体あなた、こんな傷を今生に残すほど私を恨うらんでいたんじゃなかったの!?」

「申し訳ありません。その傷は恐おそらく、俺の執しゆう着ちやくが形になったのだと……この千年、世界のどこかに生まれ変わった師し匠しようがいるのだろうかと考えることがありました。その度たび、俺のことも何もかもを忘れて、幸せに生きてほしいと思いました。それと同時に、俺の知らない男の傍で笑っているのかと思うと、死にたくなりました」

「死にかけたのは私ですけど!?　致ち命めい傷しようを執着の形にする子がありますか！」

　私は片手で顔を覆って、がっくりと項うな垂だれた。疲つかれた。死にかけただけじゃなくて、それ以外の理由でとても疲れた。

「命を救ってくれたことには感謝します。ですが、いいからあなたは誰か素す敵てきな伴侶を見つけなさい。この羽のおかげで、私は遠く離はなれてもあなたが生きていることが分かりますし、あなたもそうでしょう。色々と予想外のことが重なりましたが、私はこれで、生きてあなたの幸せを祈いのることができます。だから」

「師匠、一つ質問しても宜よろしいでしょうか」

「礼れい儀ぎ正ただしく師匠の言葉を遮さえぎらないでもらえると嬉うれしいのだけど、何かしら」

「今までの師匠と今の師匠、どうやって切り替かえておられるのですか？」

「うぐっ」

　それ聞く？　聞いちゃう？

「どちらが本当の師匠ですか？　どちらもですか？」

　それ追つい及きゆうする？　追求しちゃう？

　どっちも私だけど、アセビは素で、師匠はちょっといいとこ見せたくて虚きよ勢せいが入っている。言うならば、素と外そと面づら。外ではきりっとした人で通っていた人が、家族の前でごろにゃんと甘えている所を見られたような気き恥はずかしさがある。

　どう答えたものか、もうしれっと誤ご魔ま化かしてしまうのがいいかもしれない。

「俺はどちらも好きですが」

「うぐっ」

　誤魔化そうとしたところにこれである。もういいから、ルタは黙だまってくれないだろうか。あれほど会話したいと願っていたのに、今はとにかく黙ってほしい。欲よく望ぼうとは果てがなく、また、女とは我が儘ままなものなのだ。

　ぐったりと項垂れているのに、ルタは追及の手を緩ゆるめるつもりがないらしい。

「師匠は、まさか神しん殿でんを出ていくおつもりですか？」

「私が傍そばにいるとやりづらいでしょう？　大だい丈じよう夫ぶ、あなたのおかげで身体も健康になったし、寿じゆ命みようは転々としながらならばれやしないもの」

「俺は、貴女あなたを愛していると言いました」

「私も愛しているわ、ルタ。だから、幸せになってね」

　あの時は死ぬと思っていたからつい白状してしまったけれど、さすがにそこまで師匠失格になりたくない。まだ師し弟てい愛、家族愛で誤魔化せる範はん囲い内だったはずだ。おそらく、願望を多大に含ふくんでいる予想では。

　それに、ルタは私を憎んでいなかった。私を師匠と呼んでくれる。私を師と、認めてくれているのだ。その期待に応えられなくて、何が師匠だ。

　だから私は、師匠らしくにこりと笑顔を浮うかべた。

「私はあなたの幸せを祈っているわ」

　祈る天神はもういないけれど、私達がいた空に祈っている。何だったら、あなたが千年間持ち続けてくれた懐かい中ちゆう時計の空に祈ってもいい。空が繫つながり、あなたと同じ時を生きていく幸せを感じられる。あの終わりだけでは得られなかった答えをもらったいま、怖こわいものは何もない。もうクビすら怖くないのだ。寧むしろ今すぐクビにしてほしい。

　ルタには、私よりその隣となりが似合う子が必ずいる。幾いくら和解できたとしても、ここまでこじれきった魂の相手じゃなくて、お互たがいの欠けた部分をかちりと合わせ、互いを温め合えるような関係の人がきっと。今なら、その二人が寄り添そう姿を穏おだやかな気持ちで見送れるはずだ。

「だから、ルタも私との関係を他の人に言ってはいけませんよ？　特に老身には衝しよう撃げきが強すぎて、永えい眠みんしてしまうかもしれませんからね！」

　今までの分も含めて師匠らしさを発揮する私の手を握にぎり、ルタは悲しげに目を伏ふせた。

「せめて、もう少しだけ、いては頂けませんか？　俺は、貴女に話したいことがたくさんあるのです。あの頃ころ言えなかったことを、聞いては頂けませんか？」

「ルタ……」

　ルタが悲しそうだと私も悲しい。ルタが苦しそうだと私も苦しい。

「俺は、貴女に手を引いてもらえて嬉しかったのです。ただ一人の王の子として厳格に育てられていた俺は、初めて子ども扱あつかいしてくださった貴女に、どんな顔をすればいいのか分からず失礼な態度ばかりでした……こんな俺の傍には、一秒だっていたくないのも当然ですが」

　私は、慌あわててその手に自分の手を重ねた。

「そんなことはないわ！　私はあなたとこうやって話せる日を夢見ていましたからね。分かりました、ルタ。出発はもう少し後にします。でも、他の皆みんなには内ない緒しよですよ？　後、私を掃そう除じの仕事に戻もどしなさい」

「はい、分かりました。師匠」

　私は、そう言って顔を上げたルタが浮かべていた微笑みを見て、天神に、世界に、運命に、命の全てに感謝した。




　昨日と何も変わらない世界は、それでも何もかもが違ちがって見える。青空は輝かがやいているし、草木も歌い、花は踊おどり、通り抜ぬける風すらもきらめいていた。ああ、生きているって素晴らしい！　今なら窓の汚よごれさえも愛いとおしく思える！

　私は、タイルを擦こすりながら満面の笑みを浮かべた。そんな私に、ローリヤは引き攣つった笑顔を返してくれる。

「……アセビ」

「今日もいい天気ね！　ローリヤ！」

「……アセビ」

「あ、ローリヤ、そこのブラシ取ってもらっていい？」

　目の前に所しよ望もうしたブラシが現れる。

「はい、師匠」

「ローリヤ、ブラシ取ってもらっていい？」

「師匠、このブラシではありませんか？」

「ローリヤさーん？」

　頭ごとずらして無理やり視線を外した先のローリヤは、次の瞬しゆん間かんには私に詰つめ寄っていた。

「王様の手からブラシを奪うばい取って渡わたせって言うの!?」

「アハハハ、オウサマナンテドコニー」

「いやぁあああ！　アセビが壊こわれたぁ！」

　駄だ目めだ、現実逃とう避ひしたって目の前の弟で子しは消えない。いや、ルタが消えたら泣く。号ごう泣きゆうする。今は亡なき神の胸むな倉ぐらを摑つかみに特とつ攻こうするくらい泣き叫さけぶ。

　大好きなルタが、目の前でにこっと笑ってくれる幸せの為ためならば、円えん滑かつな職場関係が崩くずれ去るくらいなんだ。名残なごり惜おしいにも程ほどがあるけれど、弟子の幸せの為に師匠が犠ぎ牲せいになるくらい、なんだ！　たとえ、約束通り周りへの説明一いつ切さいなしに私を師匠と呼び、師匠と立て、師匠の仕事を手伝って一いつ緒しよに掃除をしていても、それが真面目まじめなルタの心からの行動なのだから、受け入れるのが師匠の役目！

　涙なみだを飲んで顔を上げた私の視界には、盛大に引き攣って青あお褪ざめたローリヤがいる。私は、ルタと同じように、にこっと笑顔を返した。

「王様」

「どうぞ今までのようにルタとお呼びください、師匠」

「……王様」

「ルタ、と。別にルタ・ミソギハギとお呼び頂いても結構ですが。師匠のよしなに」

「……ルタ」

「はい、師匠」

「………………ここは人手が足りていますから、他ほかの場所をお願いします」

　ローリヤは絶ぜつ叫きようした。

「アセビ、たぶんそれじゃない！」

「違う！　そうじゃない！」

　遠巻きというにはかなり近い距きよ離りで近巻きにしていた人達も絶叫した。猛もう反はん対たいを食くらった私も涙目だ。弟子の行動を受け入れたいけれど友達の涙目もどうにかしたいと悩なやみ抜いた末の渾こん身しんの策だったのに。どうすりゃよかったんだと頭を抱かかえていると、ルタは少し考えて頷うなずいた。

「分かりました。では、また後ほど」

　師匠の気持ちを汲くんでくれる優やさしい弟子は、優ゆう雅がに一礼して去っていった。その後を慌てた随ずい身しん達がついていく。そうして私の仕事場にしばしの平へい穏おんが訪おとずれた。いや、いつもの平穏だ。この平穏がしばしであって堪たまるか。今日の平穏は、仕事開始前から崩れ去っていたけれど。

　室内なのになぜか吹ふき抜けていった木こ枯がらしを受けながら、ローリヤがぽつりと言った。

「……アセビ？」

「……はい」

「……私、あなたに言っておかなきゃいけないことがあるの」

「……はい」

　私達は、ルタが去っていった方角を見つめながら立ち尽つくしている。周りにいる人達も、今ばかりはサボるなと言わなかった。全員呆ぼう然ぜんと同じ方向を見つめている。アセビも私も、互いを見ずに会話を続けた。

「昨日いきなりアセビの髪かみが伸のびて色が変わったことも、王様の様子が激変されたことも、アセビが師し匠しようって呼ばれていて、王様のお名前を知っていて呼び捨てにしていることも、一ひと先まず措おいておくとして」

「ん？」

　突つっ込まれると思っていた箇か所しよ全部措かれて、思わず視線をローリヤに戻す。その上で伝えられる事とはなんだろう。凄すごく緊きん張ちようしてきた。ごくりとつばを飲み込んでも、ちっとも解ほぐれない。ローリヤも、酷ひどく緊張した面おも持もちで意を決したように少し前のめりになった。

「わ、私ね？　その……あ、あいつと、その……け、結けつ婚こんが、決まりました」

「ええ!?　お、おめでとう！　うわぁ！　おめでとうローリヤ！」

「あ、ありがとう！」

　耳まで真っ赤になったローリヤの両手を握って飛び跳はねてしまう。なんて素す敵てきでおめでたい！　ここはこの世の春だろうか！

　我がことのように、否いな、我がことより嬉うれしくなって祝福の言葉を連ねる私に、恥はずかしそうに身を捩よじっていたローリヤは、すぅっと真面目な顔になった。

「仕事は続けるけど、部屋は家族用の宿舎に移動になるの。だから、残念だけど、あなたとの同室が解消されてしまうのよ」

「あ、そうか……うん、残念だけど、おめでたいことだもんね！」

　仕方がないことだ。でも、それだったらもう、新しい人と同室になる前に神しん殿でんを出たほうがいいかもしれない。これからの予定を尋たずねようとした私は、未いまだ真面目な顔をしているローリヤに首を傾かしげる。

「あのね、アセビ」

「うん？」

「私、昨日それを室長へ報告に行ったの。そしたら……その……王様の寝しん室しつの隣が大改装されることになったんだけど…………何か聞いてる？」

　木枯らし再び。室内だというのに、木枯らし達は頑がん張ばり屋さんだ。

　両手で顔を覆おおって項うな垂だれた私の肩かたに、ローリヤが恐おそる恐る触ふれた。そのまま優しく擦さすってくれる。おかしいな。優しさが滲にじんでくるはずの体温から、同情と憐あわれみしか伝わってこない。

「老臣様方がアセビのこと往おう生じよう際ぎわが悪いわいって言ってたけど、その、なんで駄目なの？」

「……ローリヤ、私ね、ルタのこと愛してるの。もう、目が合うだけできゅんきゅんする」

　がたがたがたと周り中から音がした。誰だれかが走り出す前に慌てて続ける。

「でも、私、これ以上師匠失格になりたくないの！」

「え!?　師し弟ていでも恋こい人びとになれるわよ!?」

「え!?」

「私の両親師弟よ!?　別に立場乱用して強要とかしないんであれば、師匠失格だなんてならないわよ!?」

「ええ!?」

　ちょ、待って、今の無し。いま走り去っていった人待って！　どこに何しに行ったの!?　それをルタに伝えるのはほんと待って！　慌てて追いかけようとしたけれど、はっと気づく。いま走り去っていった人が向かった方向は私達の宿舎がある方角だ。なんであっち行った？

　そして、その方向からローリヤの婚こん約やく者しやガラムが走ってくる。廊ろう下かを走るなんて彼らしくない。髪を振ふり乱して走るほど慌てる何があったのだろう。ローリヤも首を傾げた。

「ローリヤ、アセビ！　王様が師匠の寝室を整えるのは弟子の務めと仰おつしやって君達の寝室に特攻かけていらっしゃるんだけど、どうしたらいいんだ!?」

「ルタ──！」

　最後まで聞かずに猛もう然ぜんと走り出した私の後ろから、老臣達の感かん涙るいに咽むせび泣く声が追いかけてくる。

「歴代側近の方々の墓前に報告だ！　王様の孤こ独どくをお救いするという長年の悲願が、ついに、ついに果たされた!?　と！」

「疑問形ありがとうございますー！」

　走り去りながら、心からの感謝の気持ちを込めて叫んだ私に、早く感かん嘆たん符ふだけにさせろという怒ど号ごうが老臣以外からも飛んできた。彼らの願いを叶かなえようと、思いっきり息を吸い込む。

「！！！！！！！！！！！！！！！！」

「お前それどうやった!?」

　感嘆符だけを固形にして周囲に散らばらせて、今度こそ止まらずに走り去った。




　出来の良い弟子は、私に埋うめ込んだ羽の出来までいいらしい。私は、懐なつかしい感覚に包まれながら自分の羽を開いて飛び上がり、一目散に宿舎へと急いだ。見知った顔も、擦すれ違ちがっただけの顔も、皆みな一様に私を指さして歓かん声せいを上げる。ゲルハードはいつも穏おだやかに細めていた眼めを見開いた。

　羽の具合を確かめることも含ふくめて、一度ぐるりと回って大きく羽ばたく。雲のように白い大きな羽は、何の抵てい抗こうもなく風を切り、私を空へと帰してくれる。ああ、空が近い。もう帰る場所はなくなってしまったけれど、いつだって私の中に在り続けた美しい私の故郷。私達の空。

　嘗かつてはあの青の中で生きた。大切なものは全すべてあの中にあった。

　けれど、アセビとしての私は上だけを見て生きたわけじゃない。地上で前だけを見て走り抜ぬけてきた。そこで、沢たく山さんの人と出会った。沢山の優しさが地上には巡めぐっていた。

　弟で子しより弱い。弟子の力で命を繫つないで空を飛ぶ。弟子に惚ほれる。それのどれもが師匠失格だ。弟子に惚れるに関してはどうやら失格ではないようだけど、まあ保留にしておこう。

　そんな私の師匠失格暫ざん定てい一位は、私の力の波動に驚おどろいて羽ばたいたルタの美しい顔向けて、久しぶりでうまく飛べないままに頭突きを食らわせたことだ。この世界に生きる命の中で何よりも大きな私達の羽は、ぶつかった衝しよう撃げきで散る。舞まい散った羽は、風に乗ってふわふわと漂ただよい、光の粒りゆう子しとなって消えていく。

　ルタは、ぶつかった額を押さえ、残りの手で私を支えてくれた。そして打ち付けた頭を押さえ盛大に悶もだえる私を見て、声を上げて笑った。

　笑ってくれた。ルタが笑ってくれた。私を見て、笑ってくれた。

　声を上げて泣きだしてしまいたい。でも、弟子が笑っているのに師が泣いてどうするのだ。それくらいの矜きよう持じは残っているから、凄すさまじい勢いで湧わきだした感情全てを笑え顔がおに変えた。

　この先、どんな師匠失格をやらかすのかは自分でも分からない。これまで以上の失格はない気もするけれど、何があるかは分からないのが運命だ。それでも、ルタが私を師匠と呼んでくれる限り、私は彼の師で、彼は私の弟子なのである。たとえそこに別の関係が加わったとしても、変わらないものはあるのだから。
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「ここは楽園ですか？」

　繫がれた手を見ることができず、視界に入れないよう見上げながら問うと、その美しい人は困ったように笑った。







　長い長い少年の記き憶おくは、ぶつ切りで構成されていた。けれど、最初の記憶だけは酷ひどく鮮せん明めいで、いつまで経たっても消えてはくれない。

「王子を、王子を逃にがせ！　せめて王子だけでも守れ！　奴やつの狙ねらいは我われ々われだ！」

　父の怒ど声せいが響ひびく。

「貴方あなた達も逃げなさい！　そしてどうか、王子を！　逃げなさい！　早く、皆を逃がしなさい！　早く、皆逃げなさい！」

　母の悲鳴が響く。

　何かが倒たおれて砕くだけ散る音と、怒鳴り声が響く中、つい先日歩き始めたばかりの子どもはそれを見ていた。誰かに抱だきかかえられた子どもは、その男の肩かた越ごしに、とても美しい人を見た。

　膝ひざ裏うらを超こえる長い髪かみ。線の細さから女だということが分かる。身体からだ半分を覆うマントを左肩から垂らしながら、右手でぼたぼたと赤を滴したたらせる剣けんを揺ゆらしていた。

「子を逃がすか。子への愛を知るか」

　美しい女は、長い髪を返り血で真っ赤に染めながら、どろりとした闇やみを瞳ひとみから零こぼす。

「ならば何故なぜ」

　最後の言葉は聞こえなかったが、女の腕うでが動き、両親の首が胴どうを離はなれてその足元にごろりと転がっていく様を、子どもはじっと見つめていた。

　その光景は、少年に焼きついた。脳のう裏りに、目ま蓋ぶたの裏に、幼い心に焼きついた光景は、その後ずっと少年の中に在り続けた。

　人にん間げん神しんの力により生まれ変わる百年の眠ねむりの中で、幾いく度ども幾度も、少年の両親は死んでいった。女は、幾度も幾度も少年の両親を殺した。幾度繰くり返しても、必ず少年の両親を殺す。そして、その言葉を紡つむぐのだ。女が紡いだ言葉は少年には聞こえていなかった。聞こえるはずもなかったし、幼すぎる少年が理解できようはずもない。なのに、いつからか少年の記憶にその言葉は刻まれた。

『どうして、私の両親を帰してはくれなかったの──……』

　返り血で全身を濡ぬらした恐おそろしいまでに美しい女が瞳から零した闇。それが涙なみだだったのだと気づいたのは、それからだいぶ後の事だった。




　物心ついた頃ころから、少年の周囲には憎ぞう悪おしか存在していなかった。喪そう失しつからの憎悪、憎悪が紡ぐ怒いかりによる活力。生きる意味が憎悪であれば、死ぬ理由も憎悪だった。

　真白い衣装を着た少年の周りを、ぎらぎらした目をした大人達がぐるりと囲んでいる。最も早はや天てん人じんに対たい抗こうする手段は、人間神が指名した自分が天人として生まれ変わり、天てん界かいに地上への道を繫ぐだけだと、少年は理解していた。

　天人は日々人間を殺す。それらが何らかの感情から成り立っていれば、まだ理解できた。だが、彼らは人間を心ある生物として見なかった。まるで虫けらを見るかのように見下ろし、嘲ちよう笑しようすることすらしない。楽しむわけでも嫌けん悪おするわけでもなく、嘲あざけりすらせずに殺していくのだ。奪うばわれていく日々の何もかもを、人間は許せなかった。理り不ふ尽じんな死を齎もたらす者が自分達の頭上に存在するのだと思うだけで気が狂くるいそうになる。しかし、脅おびえて隠かくれるには天は広すぎた。どこに逃げたって天はある。天は人間を見下ろし、見下した。

　逃げられないのなら戦うしかない。人間がそう決断するまでに長い時間はかからなかった。

　生まれ変わるまでに百年かかる。その時、今この場にいる人間は誰だれもいないというのに、彼らは別れを惜おしもうともしない。ただ、未来への希望を少年に託たくし、憎悪にぎらぎらと滾たぎった目で少年を見送った。

「どうか、人間に解放を！」

「どうか、人間に未来を！」

　沢山の願いが少年の背を押す。沢山の願いに押され、振ふり向くことすら考えもつかないまま、少年は人間神の手によって人間としての生を終えた。

　彼が人間として生きた時間は、たった六年だった。

　百年の眠りは、少年にとって決して楽なものではなかった。ただでさえ短い生の中、その記憶に明るく楽しい物がどれほどあるというのか。憎悪が渦うず巻まく人々の中で、唯ゆい一いつの希望として掲かかげられた少年に注がれた愛が、慈いつくしみが、優やさしく温かな時間がどれだけあったのか。

　真っ黒な闇の中、繰くり返し訪おとずれる両親の死。その死を齎す赤い女。

　人間として生を受けた時は明るい金色だった髪は、いつしか真っ黒な闇と同じ色に染まり、繰り返される死を見続けた瞳は緑から赤へと変わった。天人により齎される闇と、人間から期待される憎悪による赤。世界にはきっとこの二色しかないのだと、少年は百年の中で気づいた。その二色しかないから、世界はこんなにも冷たくて、こんなにも寂さびしくて、こんなにも悲しいのだ。そう思ったけれど、長い長い百年の間に、いつしかそんな感情も忘れてしまった。寂しさと悲しさが飽ほう和わした後に残ったのは、他者から願われたものだけとなった。

　そうして、真っ黒に染まった髪と、憎悪を見過ぎた瞳を持ち、少年は目覚めた。

　いつの間にか少年は生まれていた。

　天人として天界に佇たたずんでいた少年の目には何も映らなかった。否いな、行き交かう天人の姿も、街並みも、確かに視界には入っていた。だが、少年の眼めには、いずれ殺し尽つくす物としてしか映らない。これもいずれは真っ赤に染まり、闇へと堕おちる。そんなものを記憶に留とどめる必要がどこにあるというのか。

　いつしか雨が降ってきた。天界でも雨が降るのかと不思議な思いでぼんやりと佇む少年の羽が濡れていく。親から教わるはずの何もかもを持たない少年は、誰もができるはずのことができない。誰もが知るはずのことを知らない少年のそれは、天人としての知識に留まらなかったが、この時の彼はまだそんなことすら知らなかった。

　慌あわてて走り出す天人達に、彼らでも天界の天気は操あやつれないのかと思った少年の視界を、夜明けが覆おおった。

「終わった！」

　総じて髪の長い天人らしく、膝裏まである長い朝焼け色の髪をした女が前を走りすぎる。

「洗せん濯たく物ものが終わったー！」

　その女を少年は知っていた。声を出そうとして噎むせる。声なんてもうどのくらい出していなかっただろう。人間だった時でさえ一体どれだけの言葉を発したのか、少年は覚えていない。

「まっ、て……」

　待って、行かないで。朝焼け色の髪をした、自分が殺す、名前も知らない美しい天人。

「待って！」

「あいたぁ！」

　必死に伸のばした手は、女の髪を溺おぼれるように摑つかんでいた。




　どうしたの？　迷まい子ごかな、お父さんとお母さんは？

　何の含ふくみもなく続いていく言葉に、お前が殺したのだろうと叫さけびだしそうになった。その全すべての言葉を弟で子し入いり志願への必死さに塗ぬり替かえ、頼たのみこんだ。髪を摑んだ相手を一いつ閃せんの下もとに斬きり捨てるかと思われた女は、意外にも押しに弱かった。押せばいけるだろうかと思ったが、本当に押したらいけてしまった。そのまま師し弟てい関係に納まった少年は、どんどん朝が早くなる師に老人かと舌打ちしながら弟子としての礼れい儀ぎを守ろうと努力した。その結果、どうしても起きられなくて盛大に寝ね過すごした日、寝顔を延々と眺ながめられていた。目覚めた瞬しゆん間かん思わず、柔やわらかい微笑ほほえみを浮うかべた顔に拳こぶしを叩たたきこんでしまったけれど、何故か延々と褒ほめられた挙げ句、体術と剣を教えてもらえることになった。

　訳が分からなかった。天人とは命を命と思わず、無造作に相手を殺すものだと思っていた。だから、両親の仇かたきであるこの女だって、どれだけ残ざん虐ぎやく非道な天人なのだろうと思っていた。しかし、既すでに戦場から退いていた女は、仕事の合間に少年に様々なことを教え、給料日には弟子の服を買うくらいで、金かね遣づかいも荒あらくなければ諍いさかいすら滅めつ多たに起こさない。唯ゆい一いつ怒おこったのは、弟子が拾われ子と近所の子どもにからかわれた際に、掃そう除じしていた箒ほうきを構えて「だったらあなた達も拾って差し上げましょうか!?」と叫び返した時くらいだ。

　怒った理由も、怒った末に出てきた言葉も、訳が分からなかった。




　天人は、自らの力で武器や防具を作り出すことが可能だ。自分の扱あつかえる範はん囲い内に限られたが、想像した通りの物を作り上げることができた。兵士達は常にマントなり武器なりの形を取って存在させているけれど、こうして日常生活を送っている者は己おのれの身の内にしまっているのだそうだ。街中での使用も非常事態以外は禁止されているという。けれど、ただ作り出すだけならば何かの制限が設けられてはいないらしく、女は自宅の庭で少年の修しゆ行ぎようを開始した。

「それじゃあ、ちょっとやってみましょうか。まずは、何か敵がいると想像して」

　少年は思わず師し匠しようの顔をじっと見る。師匠はそれを初めて力を使うことによる不安と思ったのか、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫と笑顔で頭を撫なでた。師から手に入れた知識と力を、師を殺す術すべにする。仄ほの暗ぐらい決意に、当然ながら師は気づかなかった。

「それを倒せる武器を想像して」

　最初は何も考えなくていい。ただ、武器を出すということだけに集中してと言われた通り、少年は己の中の力を解放した。

　そうして現れたのは、家よりも大きく禍まが々まがしい何かだった。槍やりなのか斧おのなのか、弓なのか剣けんなのか鉄てつ槌ついなのか、その全てが混じり合った巨きよ大だいな武器を見上げて、師の女はぽかんと口を開けたまま動かない。少年は、自分が出したそれが酷ひどく醜しゆう悪あくで気持ちが悪いものに見えた。様々な物が入り混じり、重なった細いものはまるで人骨のようで、空っぽの眼がん孔こうから怨えん嗟さを垂れ流しているようで、おぞましくてならなかったのだ。

　見ていたくなくて逸そらした顔を、師の女は両手で掬すくい上げて、ぱっと笑った。

「凄すごい、ルタ！　初めてでこの大きさを作り出せるなんて、あなたは才能がありますよ！」

「で、すが、師匠、この、形、は」

　自分が生み出したと思うのも嫌いやな物体を見上げた師の女は、ぐっと握にぎり拳を握った。

「とりあえず、必ず倒たおしてやるという意気込みは分かりましたから大丈夫です！」

　その意気込みの向かう先が自分だとは考えもつかないだろう人は、自らが生み出した武器に怖おじる少年を抱だき上げてぐるぐると回る。慌ててしがみついた少年の手から離はなれた武器を受け止め、鳴らした指一つで美しく舞まう花びらへと変えた女は、嬉うれしそうに笑う。

「大丈夫ですよ、ルタ。力が怖こわくても、使い方が分かれば大丈夫です。それを教えるのが師匠の役目ですからね。だから、大丈夫。ああ、よかった。ルタ、よかった」

　師の女は、小さな身体からだを高く天に掲げて、今度は落とす勢いのままに深く抱きしめた。

「私は、あなたを失わなくていいのね」

　そうして心底安あん堵どしたように笑う。何がそんなに嬉しいのか、少年は訳が分からなかった。




　少年には訳が分からなかった。

　美味おいしい物を見つけたと、少年の分まで毎度買って帰る師の女が。

　急に降ってきた雨にわざわざ自分の羽を広げ、少年の傘かさにする師の女が。

　夜よる遅おそくまで本を広げて、少年の教科書を作る師の女が。

　熱を出した少年の為ために季節外れで高額になった喉のど通りのよい果くだ物ものを買い求め、寝ねずに看病し、果物で圧あつ迫ぱくされた家か計けい簿ぼを見て化け粧しよう品ひんを諦あきらめた師の女が。

　少年が時計に見み惚とれた帰り道、甲斐かい性しようなしでごめんとしょんぼり肩かたを落とした師の女が。

　分からなかった。




　水すい晶しよう越ごしに繫つながる地上では、どこか面おも影かげのある知らない人間達が憎ぞう悪おを燃やしながらその時を待つ。

『東南の村が、壊かい滅めつしました』

『天てん人じんが地上に降りてくる頻ひん度どが増えています』

　最近はそんな報告ばかりが届く。その理由は分かっていた。

　天人は、この戦いくさに飽あいている。圧あつ倒とう的な力の差を持ち、半永久的な寿じゆ命みようを持った彼らは、このつまらない戦争を終える術を知っていた。以前、街中を歩く将校同士の会話を少年は聞いたことがある。巣を根絶やしにすれば早い、と。恐おそらく、時間はもうあまりないのだろう。

『王の御ご帰き還かんを、臣下一同、心よりお待ち申し上げております』

　神しん城じようの泉と繫がった水晶の景色は消えた。




　家に帰ろうと歩いていると、目の前を子どもが走り抜ぬけていく。その先にいるのは両手を広げた子どもの両親だ。子どもはその腕うでに飛び込み、屋台の菓か子しをねだる。父親らしき男は子どもを肩の上に抱かかえ上げた。子どもは高くなった目線に頰ほおを紅潮させる。さっきまでだだをこねてねだり続けた菓子を手に入れてもいないのに目を輝かがやかせ、誇ほこらしげに笑った。

　彼らの頭上には何もない。青い空が広がっているだけだ。視線の続く限り、遮さえぎるもののない雄ゆう大だいなものは、ただ美しさだけを持ってそこにある。

　だが、人間は違ちがう。頭上にはここが、天てん界かいがある。自らを害す脅きよう威いが頭上にあり続ける恐きよう怖ふは、天人には分からないだろう。いま、目の前で幸せそうに笑う彼らと同じ光景が地上にもある。けれど、地上ではそれがいつ奪うばわれるかしれない恐怖の中で紡つむがれる幸福なのだ。

　何故なぜだ。何故、人間ばかりが奪われる。

　人間だって、彼らと同じように幸福を得て何がいけない。誰だれかの気まぐれで訪おとずれる死に、絶望に、抗あらがって何が悪い。突とつ然ぜんの死を与あたえるその存在を頭上に掲かかげる恐怖からの解放を願って、何がいけないのだ。強者なのだから弱者を守れと言いたいわけじゃない。ただ、虐しいたげるなと、それだけの願いが何故聞き届けられない。人間は天に昇のぼる術がないのだから、天人が降りてさえ来なければ関かかわりはなくなる。だが、彼らは降りてくる。降りてくれば、最も早はやどうにもならないこじれの中で諍いが起こる。諍いが起これば、また他ほかの天人が降りてくる。そうして憎悪が巡めぐり廻めぐる、最早取り返しのつかないところまでこじれ切った。

　天人の中で人間は心を持たない下等生物であり、人間の中で天人は心を持たない絶対的強者だった。もう、駄だ目めなのだ。人間は天人を許せず、天人はそもそもそういう対象として人間を見ない。人間が天人を滅ほろぼすのが先か、天人が人間を駆く除じよするのが先かの話だ。

　それは分かっている。分かっているけれど、少年には訳が分からなかった。

　誰からも脅おびやかされない生活を人間に返してほしかった。親が子を失わず、子が親を失わず、脅おびえず迎むかえる明日を人間に返してほしかった。夕暮れ時で帰路を急ぐ人々と、笑って出で迎むかえる人々。明日を約束して笑って別れる日々を、続けさせたかった。けれど。

「あら、ルタ？　どうしたの？」

　片手に紙箱を持った師の女は、人ごみをすり抜けて少年の前にしゃがみ込んだ。

「ふふ、見て。ここのケーキ美味しいって教えてもらったの。今日の夕食後に食べましょう？　あまりに美味しそうだから、三つも買っちゃった。全部半分こにして分けましょうか。気に入ったら、今度は一いつ緒しよに買いに行きましょう」

　帰りましょうと当たり前のように差し出された手を握った少年には、分からなかった。あれだけ人間に続けさせたいと願っている日々。それを少年が実際に目まの当たりにしたのは天界だった。天界でしかなかった。

　少年には訳が分からなかった。

　殺す為だけに出会った女と繫ぐ手が、恐ろしいほどに温かい意味が、本当に。

　少年には訳が分からなかった。

　問われれば問われるだけの知識を与える師の女が。

　その知識と技術で殺されるのに、自らの睡すい眠みんを削けずってまで嬉き々きとして答える師の女が。

　殺されると知らないのだから当たり前なのに、訳が分からないと混乱する自分が。

　自分の持ち物一つ買い替かえることを躊ちゆう躇ちよするようになったのに、少年が働きに出ようとすると、せめて成体になれるようになるまでは駄目よと頭を撫でる師の女が。

　もうとっくに成体となってもおかしくはないはずなのに、いつまでも幼体のままの自分が。

　職場の同どう僚りようだという男と歩いている師の女を見た次の日から、背が伸のび始めた自分が。

　全く分からなかった。




　訳が分からないと揺ゆれた瞳ひとみが、青年を見つけてふわりと緩ゆるむ。最早留とどめる術のない生命を真っ赤に流し続けながらも、彼女は弟で子しの問いを理解しようと努めた。血と一緒に掠かすれた呼気を吐はき出し、そうして、罪の在り処かを教えてくれた。あれは無意味な殺さつ戮りくではなく、憎悪はただ廻っただけだったのだと、青年は知った。

　自らが流す血で溺おぼれながら、師が青年を呼ぶ。




「ルタ」

　はい、師し匠しよう。

「ルタ」

　はい、師匠。

「ルタ」

　はい、師匠。

「ルタ」

　はい、師匠。




「しあわせに、なって」




　いいえ、師匠。




　天界の神を殺した。これで天界は堕おちる。天人は皆みな死んだ。天人に連れ去られた元人間達も羽の持ち主との死を選び、死んだ。生かす術すべもあったけれど、地上の時は天人の生で生きるには早すぎると、皆泣いた。

「王？」

　泣き叫さけんで解放を喜ぶ人間達の間を縫ぬって、貫つらぬかれた腹を押さえて歩き出す。身み動じろぎする度たびに溢あふれていた赤は、天人の驚きよう異い的な生命力によって止まり始めている。不思議そうに呼び止める声を背中に、壁かべ伝いに身体からだを支える。手当てを懇こん願がんし、せめてと貸そうとしてくる数多あまたの手を取らず、青年は重い身体を引きずって家に帰った。

　玄げん関かんを開けるとそこには、青年が殺したままの姿で師の女が倒たおれている。予想していた罵ば倒とうどころか、恨うらみ言一つ聞けなかった師の亡なき骸がらを寝しん室しつに運ぶ。

　口端の血を拭ぬぐい、手を組もうとしたとき、胸むな元もとから小箱が覗のぞいているのが見えた。

『可愛かわいい私のルタへ』

　小さな紙で受取人に指名された青年は、いつまで子ども扱あつかいするつもりですかと小さく呟つぶやいてその箱を開き。美しい、空を見た。




「王？　どうされました？」

　追いかけてきた男は、死んだ天人の手を握にぎり締しめて祈いのるように額をつけている最後の王族に恐る恐る声をかけた。けれど、彼らの王は反応を返さない。

「……我われらが王よ。皆が、貴方あなたの言葉を待っております。どうか、我らに解放の宣言を。そして、どうかこの先も、我らをお導きください。世界で唯ゆい一いつ、人にん間げん神しんの御み許もとを知り、誰よりも人間神に愛された尊き王よ」

　生まれた瞬しゆん間かんから、百年前に人間界を去った王に仕えると決まっていた男達は、伝説を前に膝ひざをつく。目の前の王は、最早神話だ。神話の王が人間界へと帰き還かんする。解放と自由、そして王の帰還。人類の悲願がいま果たされようとしていた。

「…………もう、許してくれ」

　彼らの悲願は、震ふるえる声で、そう言った。

「人間の務めを果たした。王としての責務を果たした。だからもう、俺を解放してくれ」

　男達は息を飲んだ。王は、泣いていた。仇かたきの手を握り締め、泣いていたのだ。

「俺は、愛したかった。貴女あなたを愛したかったんだ、師匠……貴女が与えてくださったこの心のままに、貴女を、愛したかったっ……！」

　王の慟どう哭こくを聞いて初めて、男達は人間の犯おかした過あやまちに気づいた。




『我々は、間違ったのだ』

　一ひと際きわ長く生きた曾そう祖そ父ふの言葉が耳に蘇よみがえる。

『我々は我らが神より賜たまわったお言葉のままに、人間を天界から解放させる。だが、その代わりに、王の御心を奪ったのだ。あの御方は何もご存知ではない。交かわす言葉や他者の温度を、何一つ知らぬまま命を絶たれた。我々は、あの御方を生いけ贄にえに、救われようとしている。あの御方は、ご自身が犠ぎ牲せいになっていることすら知らぬまま、気づかれぬまま、逝いってしまわれた。我々がそうしたのだ。我々は、あの御方に何もお教えしなかった。地上を、人間を救ってほしいと願いながら、あの御方にその温ぬくもりを何一つとしてお渡わたししなかったのだ。我々は、我らが神の御心に反してでも身代わりとなるべきだったのだ。たとえ許されずとも、天てん罰ばつが下ったのだとしても、あの御方を人間の中から追いだすくらいなら、そうすべきだったのだ！』

　若者達はその言葉をようやく理解できたが、もう遅おそい。全すべてはもう終わってしまったのだ。

　そうして人間は、天てん界かいの恐きよう怖ふから解放された。地上で、制した天界で、歓かん喜きの声が世界を揺らす。後こう悔かいも、嘆なげきも、絶望も、それらに押し潰つぶされた少数の心など、解放に狂きよう喜きする大多数にとっては与あずかり知らぬことだった。

　そしてまた、存在して初めて制限なく心を揺らすことを許された王が、その時には既すでに全てを喪そう失しつしていたという事実すらも、大多数の人間にとって、救われたという事実を前にすれば、どうでもよいことだったのだ。




　そこからのことを、王はあまり覚えていない。ただ、数多の人間が王の前を通り過ぎていった。王の後ろで立ち止まっていった。王は決して物覚えが悪いわけではなかったけれど、覚えた傍そばから変わっていく顔に、交わした会話の傍から死んでいく相手に、いつしかほとんど喋しやべらなくなった。元より揺らす先を失った心は、それでも何ら不自由を感じなかったのだ。

　王は、今日も一人で空を見上げる。

　時が進むのは、師がくれた時計が時を刻むからだ。自らが堕とした天界が何より温かかったのは、彼女がいたからだと、今の王は理解していた。あの頃ころの自分は、訳が分からないものばかりだった。分かってはいけないものばかりだった。王として、人間として、親の仇を前にした子どもとして、許されない感情ばかりを生み出した心は、全てが終わった後に動き始めた。

　時計が時を刻むたびに、心は血を流し、動き続ける。いっそ止まってしまえと願っても、時計は止まらず、王の心も止まることはなかった。行く先もないまま、時も心も進み続ける。千年もの間、何一つ許されぬまま、延々と罪を刻み続けた。

『ここは楽園ですか？』

　繫つながれた手を見ることができず、視界に入れないよう見上げながら問うと、その美しい人は困ったように笑った。

『あなたがいるなら、私にはどこでも楽園ですよ』

　師は、王にそう言った。そう教えてくれた。師のいない今、楽園はどこにもないのだと、教えてくれていたのだ。最も早はや動く必要も意味もなくなった心は、それでも王が生きている以上ここに在り続ける。なんて無意味なのだろうと、王は思った。

『しあわせに、なって』

「……いいえ、師匠」

　最さい期ごまで自分を殺した弟で子しの幸せを願った愚おろかな師匠。その末期の願いすら裏切る自分は、とことんまで弟子失格だと王は自じ嘲ちようした。

　もう楽園はどこにもない。そしてまた、心を与あたえてくれた唯一の人も。幸せになれる道理がない。幸せになっていい理由がない。幸せになる意味すらない。王にとって残された未来とは、朽くち果てるその瞬間まで全ての罪を背負い続けることだ。そうしていつか終わるその日がきたら、きっと天国にいるであろう師に、地じ獄ごくの底から詫わびることだけだ。

　それだけの為ために、いつか終わるその瞬間を、この身が朽ちる瞬間を、千年間待ち続けている。もう、王に残されたものはそれしかないのだ。




「王様ー！」

　静せい寂じやくを切り裂さく大声に、一瞬耳を疑った。

　そうして、訳が分からないまま無意識に、酷ひどく緩かん慢まんな動作で身体が声の主を探す。

「いい天気ですねー！」

　かちりと一際大きな音を立てた秒針が、朝焼け色の空の中で時を刻み始めたことを、ルタはまだ知らない。
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　真白い巨きよ大だいな柱が聳そびえ立つ建物から、一人の少年が駆かけ出してくる。少年は周りを気にしながら庭に駆け出すと、低木の中に潜もぐり込んでいく。低木は、少年の小さな身体を上手に隠かくしてくれた。何度も何度も通った道を抜ぬけ、小さな切り株に辿たどりつくと、少年はそこに腰こしを下ろした。途と端たんに、じわりと涙なみだが滲にじみだす。ごしごしと必死に擦こするのに、次から次へと溢れだした涙は止まらない。

　少年は下働きとして住み込みで働いていた。それは特別なことではなく、周囲にいる子どもは誰だれもが同じだった。けれど、年とし端はもいかない少年にとって、親元離はなれた場所で一人働くことは決して楽なことではない。

　家が、家族が恋こいしかった。けれど人づきあいが得意ではなかった少年には、それを打ち明けられる人もいなくて、いつも一人で泣いていた。

　だが、その日は違ちがった。ぐすぐすと自分から漏もれ出る泣き声だけが響ひびいていた寂さびしい場所に、何かの気配を感じたのだ。誰かに見つかったのかと慌あわてて顔を上げれば、自分よりも小さな少女が立っていた。花弁のように薄うすく鮮あざやかな、一目で高価と分かる立派な服を着ているのに、少女は裸足はだしだ。それなのに、土の上に立っている白く小さな足はちっとも汚よごれていない。己おのれの身長よりも長く地面に引きずっている金きん髪ぱつもだ。そのどれもが目を引く風ふう貌ぼうだったが、何より顕けん著ちよだったのはその美しさだった。幼き愛らしさよりも美しさが勝まさる。異様な美を持った少女は、驚おどろきに見開いた少年の目から瞬まばたきでほろりと零こぼれ落ちた涙に首を傾かしげた。

「どうして　ないているの？」

　少女は、風のような声で問う。

「なにがくやしいの？　なにがゆるせないの？　なにをころしたいの？　なにをうばわれたの？　なにをとりもどしたいの？　なにをくだきたいの？　なにをおとしたいの？」

　矢や継つぎ早ばやというには酷くゆっくりとしていたが、どこか鬼き気き迫せまる少女の問いかけに、少年はぐずりと鼻を鳴らして俯うつむく。

「さびしいんだ……」

「さびしい？」

　きょとんと瞬きした少女に、少年は涙をごしごしと擦って顔を上げる。泣き顔を見られたから今いま更さらだけど、やっぱり年下の女の子にみっともない所を見られるのは恥はずかしかったのだ。

「あのなかに　いっぱいいる」

　薄うす桃もも色いろの花びらを乗せたような小さな指が、巨大な建物を指さす。少年は緩ゆるく首を振ふる。

「あそこがさびしいんだ」

「いっぱいいる　おなじだと　さびしくない」

「……おんなじ？　きみも？」

　少女は頷うなずいた。

「おなじひとがいたから　もう　さびしくない」

　もうさびしくないのなら、前はさびしかったの？　そう問いたかったのに、瞬き一つの間に少女の姿はどこにも見えなくなっていた。







「うーん？」

　薄うす暗ぐらい室内では今一分からず、手鏡を持って窓まど際ぎわに移動する。そして、薄く開けたカーテンの隙すき間まから入る朝日を取り入れつつ、もう一度目の下を引っ張りながら鏡を覗のぞきこむ。それでもよく見えないなと吞のん気きに思っていたら、卵形の鏡に映る自分の肩かた越ごしに、顔面に髪かみの毛を張り付けた女性が映っていて心臓止まるかと思った。

「……アセビ、どうしたの？」

「私の台詞せりふですね！」

　寝ねていたはずのローリヤは、顔面に髪を張り付けたまま、恨うらみがましいじっとりとした目で私を見ていた。ばくばくと鳴り続ける心臓を静めようと、胸むな元もとを握にぎり締しめる。何だか癖くせになってしまった動作を見た瞬しゆん間かん、じっとりとした瞳ひとみがかっと見開かれた。

「痛むの!?」

「痛みません！」

　摑つかみかかる勢いで服を引っ張られて、慌ててその手を握る。

「ど、どうしたの、ローリヤ！」

「それはこっちの台詞よ！　二年も一いつ緒しよに過ごしたのに、死にかけてたこと隠してたじゃない！　私、そのこと未いまだに許してないんだからね！　道理でお風ふ呂ろ一緒に入らないなって思ってたのよ！　恥ずかしがり屋さんなのかなうふふとか思ってたのに、死にかけてたとか、ちょっとあなたどういうことよー！」

「その節は誠まことに申し訳ありませんでしたぁ！」

　ばらしはしないが隠しもしないルタのおかげで、結局師弟関係の暴ばく露ろに至った訳だけど、ローリヤには、師弟関係より死にかけていたことを隠していた方を激げき怒どされた。箒ほうきを捩ねじ切り、桶おけを砕くだき、ついでとばかりに砕かれた手て摺すりが哀あわれだったけれど、次はお前の番だと両手を振り上げられて、絶ぜつ叫きようしながら謝罪したものだ。しかし、友達だと思ってたのにとぼろぼろ涙が降ってきて、もう、本当に申し訳なくてならなかった。

　ガラムからも散々怒おこられた。ローリヤを泣かしたことをそれはもうねちねちねちねちと、姑しゆうとめのごとく怒られた。姑を持ったことがないから分からないけど、窓の桟さんをつーっと指でなぞり、あら、埃ほこりが、というくらいのねちねち具合だった。

　ゲルハードにも、そういうことは早く言うようにと静かに叱しかられ、老臣達には、それはもう怒られた。王様が一人になるじゃろうがとかんかんだった。後、死ぬのはわしが先じゃ！　いやわしじゃ！　わしじゃと言っているだろう！　の大合戦で収しゆう拾しゆうがつかなくなった。三日三晩の激論の末、皆みんな纏まとめてぽっくり逝いくという笑えない結論に至ったと聞く。現実にだけはしてくれるなと他ほかの側近達が嘆なげいていた。




「ほんっとーうに！　具合が悪いんじゃないのね!?」

「至って健康です！」

「なら、いいけど……」

　まだ疑っている瞳に慌ててカーテンを開く。そして、ずいっと顔を近づける。

「目の色、変わったかなって」

「え？　あ、ほんと！　光の加減で色が変わって見える。……綺き麗れいねぇ」

　何の変へん哲てつもなかった茶色の瞳が、光を弾はじく際に金きん紫しを映す瞬間があった。ローリヤにもそう見えたということは見間違えじゃなかったらしい。

「やっぱり、昔に戻もどってるのかなぁ」

　髪は命が繫つながったあの日に戻った。次は目となると、この調子だと顔も身体からだも変わっていきそうだ。他に目立った変化はないかなと手鏡を覗きこんでいると、部屋の中がやけに静かなことに気づいた。顔を上げると、ローリヤが奇き妙みような顔をしている。

「どうしたの？」

「アセビは……その……」

　言いづらそうな様子に首を傾げ、とりあえず手鏡は置いた。

「今の姿より、天てん人じんの姿のほうが、好き？」

「え？」

「人間は、嫌いやなの、かな……だから戻っちゃうのかな、って」

「好きっていうより」

「いうより？」

　躊躇ためらいがちな様子に首を傾げながら、両手を広げてくるりと回る。髪だけ異様に長くきらめいて、一歩遅おくれて背中に戻ってきた。あ、寝ね癖ぐせ。

「髪はともかく、この姿で生きて十七年」

「うん」

　髪を摑んでびよんびよんと広げる。

「こっちは三百年強。さあ、どっちが魂たましいに馴な染じんでるでしょう！」

「断然三百年強ね。……え!?　そういう問題なの!?　どっちが好きとか、どっちの生き方を選びたいとかじゃなくて!?」

「え!?　そういう問題じゃないの!?　違うの!?」

「私に聞くの!?」

「そうだよね！　ごめんね!?」

「いいわよ!?　友達だもの！」

「ありがとう！」

「どういたしまして！」

　ぜえはあと荒あらい息が部屋に響ひびく。そして、目を合わせた私達は深く頷き合った。とりあえず、身み支じ度たくを済ませよう。女の朝は忙いそがしいのだ。




　さらしの手間がいらないから今までよりはゆっくりできるけれど、その分髪が長い。あの頃ころ程ほどの長さはなくても、腰こしまで伸のびた髪に手間がかかる。慣れているといえば慣れているので、そこまで苦ではないのが救いだ。梳すいて、編んで、ぐるりと回して纏まとめ上げる。

「どうかな。曲がってない？」

「ちょっと待ってぇ……駄だ目めー」

「え!?　どこ!?」

「一ひと房ふさ落ちてる。ねえ、私のは？」

「左の三つ編みが多い気がする」

「げ、やっぱり？」

　お互たがい鏡に向き直って髪をほどく。掬すくい損そこねた髪を混ぜ込み、もう一度纏める。今度は大だい丈じよう夫ぶとお墨すみ付つきをもらった。ローリヤの三つ編みは右が多かったのでやり直しだ。

　こうやって一緒に身支度をできるのも、ローリヤが結けつ婚こんするまでだ。おめでたいことだし、諸もろ手てを挙げて喜んだけど、やっぱりちょっと寂さびしい。

　お揃そろいの仕事着に着き替がえて部屋を出ると同時に、ローリヤはくるりと反対方向に向かう。

「じゃあね、また後で」

「ローリヤさぁん、朝食、一いつ緒しよしませんか？」

「いや」

　きっぱりと一刀両断された。考える瞬間すらない。

「王様との食事に同席を許して頂いても、喉のどを通らないわよ！　朝食は一日の活力なのよ!?　朝食食べられなかったらお昼までもたないに決まってるじゃない！」

「ですよね！　でも食堂でルタと食べてるとすっごく目立つ、緩かん和わが欲しい！　でも幸せ！」

「幸せなんだからいいじゃない！　大体、なんで未だに一いつ般ぱん従業員用の食堂使ってるの!?　相部屋のままなのは嬉うれしかったけど！」

　ごもっともな言い分に、私はふっと笑って視線を逸そらした。

　確かに、食事に必ずルタが現れるいま、王様の居住区画に幾いくらでもある部屋を借りて、二人で食事を取ったほうがいいだろう。側近の方々も快く、部屋の用意をすると言ってくれた。それに、王様が一緒では従業員の皆みんなも気が気ではないだろう。作っている人達はもっと気が気ではないと聞く。分かっている。分かってはいるのだけど。

　私はすっと真顔になった。

「用意してくれた部屋で食べてるとね、どこからともなく雰ふん囲い気きある音楽が流れてきて、照明が暗くなっていくんですよ。朝なのに、朝食食べてるのに」

「うわぁ……」

「勝手にしまっていくカーテン開けたら、窓の外から紐ひもで引っ張るお爺じいちゃん達がですね。しかも、無理な体勢でぎっくり腰ごし発はつ症しようしてるお爺ちゃん達がですね」

「う、うわぁ……」

　あんなシュールな朝食初めて。

　ローリヤは私の肩かたに手を置いて、しんみりと頷うなずいてくれた。友達とはいいものだ。悲しみを分かち合える存在が傍そばにいてくれる幸せを嚙かみ締しめる。

「ま、まあ、側近の方々も、老臣様方も、長年の悲願だった王様の恋こい人びと登場なんだから、張り切っちゃうのも分かるんだけどね」

「それなんだけどね」

　私は、常々誰だれかに聞きたかったけど、聞く機会を得られずに今日まで来てしまった疑問を友達にぶつけてみることにした。

「私、ルタと恋人なのかな？」

「………………え？」

　木こ枯がらしの気配がする。気持ちのいい朝だというのに、ローリヤの顔から一気に血の気が失うせた。待って、ローリヤ。物理的に血を失うのは私の特権です！

「ア、アセビは、王様の事、す、好きじゃ、ないの？」

「大好き！」

「え!?」

「全身全ぜん霊れいで愛してる！」

　握にぎり拳こぶしで力説したら、訳が分からないといったようにローリヤはよろめいた。

「訳が分からないんだけど……」

　訳が分からないといったようにではなく、訳が分からなかったようだ。確かに説明不足だったなと補足する。

「いや、その、確かに愛してるとは言ったし、ルタも言ってくれたけど、付き合ってとかの確かく認にんはないというか、今まで通りというか……逆にちょっとぎこちないというか……これ、付き合ってるのかな？」

　前は、両親みたいに失うのが怖こわくてあまり人と関かかわらないようにしていたし、今生でも長く生きられないからとルタだけ目指して一直線に生きてきた私は、そういったことに疎うとくて、今一よく分からない。

　準備運動を終えて張り切った木枯らしが室内を駆かけ抜ぬけていく。それに負けないようぐっと握り拳で気合いを入れ、ローリヤに詰つめ寄る。

「結婚間近の恋れん愛あいの先せん輩ぱい！　教えてください！」

「やだ！　この恋バナ、責任重大すぎる！」




　恋愛の先輩は、とにかく朝食食べてから考えると走り去っていってしまった。確かに、一日の活力がないと頭も回らない。私も活力摂せつ取しゆしに行こうと玄げん関かんを目指すことにした。けれど、そこに辿たどりつくまでには、窓から外に出る女性達の姿が目立つ。本当に申し訳ない。

「すみません……」

「あら、いいのよ！　毎朝王様を拝見できるんですもの！　王様に宜よろしくね！」

　蠱こ惑わく的な足を惜おしげもなく晒さらして窓まど枠わくを乗り越こえていったお姉様は、うふんとウインクしてくれた。

　出勤が重なる時間帯はいつも混雑していた玄関が、今はしんっと静まり返っている。開かれ固定された扉とびらの前には、当たり前のようにルタが立っていた。基本的に男性禁止の女性宿舎だから、中に入ってきたら駄目だと言った言葉を忠実に守り、扉の真ん前で待っている。違ちがう、そうじゃないといえば、一歩下がって今の位置になった。違う、そうでもないと継つぎ足す気力は、もうなかった。結果、玄関は見事塞ふさがれ、窓を出入り口とする人が溢あふれだしたのである。

　ルタは、私の姿を見つけてふわりと微笑ほほえむ。ルタが笑ってる！　今日もいい日になりそうだ。きゅんっと貫つらぬかれた胸を押さえようとして、さっきローリヤにも勘かん違ちがいされたことを思いだし慌あわてて下ろす。この癖くせ直そう。

「おはよう、ルタ」

「おはようございます、師し匠しよう」

　昔みたいに手を繫つなぐこともなく、ただのアセビだった時に周りをちょろちょろしていた距きよ離りより半歩遠い位置で私達は歩きはじめた。これが、最近の私達の距離だ。

　ルタの雰囲気はとても柔やわらかい。話だってしてくれる。でも、何だか少しぎこちない。それは私も同じだろう。どういう態度を取ればいいのか分からない。普ふ通つうにいるだけでこれなのに「私達付き合ってるの？」とは物もの凄すごく聞きづらい。樹じゆ齢れい二千年の木を薦すすめた負い目もあったりする。本当に申し訳ない。かなり本気でしたとは言わないほうがいいだろう。

　今日の献こん立だてについて話しながら、ちらりとルタを見上げる。何はともあれ、今日もルタは可愛かわいい。これだけで世界の九割は平和だと信じているので、馬ば鹿か師匠と呼ばれる覚かく悟ごはある。

「……あれ？」

「師匠？　どうなさいましたか？」

　ルタ、少し顔色が悪い？　じっと見上げていると、ルタは戸と惑まどいながらも控ひかえめに笑ってくれてきゅんとした。屋根の関係で差し込む光の位置が変わると、白いルタの肌はだが輝かがやく。天気のいい日は外で本を読むくらいで、基本的に屋内で過ごすルタの肌はとても白い。光の加減だったのだろうか。

「いえ、何でも。今日も空が綺き麗れいね」

「はい、師匠」

　今日の空は雲に遮さえぎられることなく、抜けるような青を輝かせていた。




　ルタのおかげで神しん殿でん内どこでも出入り自由となった私は、そのおかげなのかどうなのか、立ち入りが非常に制限された部屋の掃そう除じ当番に一人で割り振ふられた。人手が足りなかったから嬉しいと喜んでいた室長に、人の割り振り大変なんだなぁ、いつもありがとうございますと思っていた。けれど、自然に手伝ってくれるルタと二人っきりで禁書の整理をしていると、どこからともなく雰囲気ある音楽が聞こえてきて、ようやく気が付いた。

　これ、室長も老臣達の仲間なんじゃなかろうかと。

　よく見れば、人がほとんど出入りしないはずの禁書庫に何故なぜか花が活いけられている上に、何かいい香かおりがする。香こうが焚たかれている置物の横には、何故かソファーがあって、その前にある机にはお茶ちや菓が子しとお茶が……もっと早く気づけといわんばかりにいろいろ整っていた。掃除に夢中になっている場合ではなかった。あわよくば禁書読んじゃ駄だ目めかなとそわそわしている場合では、もっとなかったようだ。

　ルタは本の埃ほこりを拭ぬぐっていても美しいなぁとか思っているのは何時いつ如何いかなるときでも仕方がないとして、この音楽はどこで演奏されているのだろう。書庫は日光厳禁だから窓がない。……もしかして天てん井じよう裏だろうか。せめて演奏しているのは若手の側近であってほしい。老臣だった場合、腰が大だい惨さん事じになる未来しか見えない。しかし、曲の選せん択たくが古いことを踏ふまえると、やっぱり老臣だろうか。お爺ちゃん方、その曲今や教科書に載のってますよ。

　それにしても、どうしようこれ。いちゃつけ、さあいちゃつけといわんばかりの配置。ソファーにさりげなくない感じで置かれている結けつ婚こん雑誌が露ろ骨こつすぎる。ローリヤにあげてほしい。もう結婚式まで秒読みだけど。しかもこれ、ローリヤと一いつ緒しよに読んだことがあるけれど、会場選び特集の部分だけ切り取られている。神殿で挙げろという無言の圧力をひしひしと感じた。

　とりあえず休きゆう憩けいも兼かねてお茶を淹いれてみる。そしてルタを振り返ると、いつの間にか立ったまま本を読んでいた。片づけてるとうっかり読み耽ふけりますよね。

「ルタ」

　近づきながら呼ぶと、はっと振り向いてくれた。

「申し訳ありません」

「掃除はルタの仕事じゃないからいいのよ。それより、面おも白しろい本はあった？」

　ルタは本当に真面目まじめだ。書庫の掃除なんて王様の仕事じゃない。それなのに手伝ってくれているのだから、気になった本くらい自由に読んでいいのに。

「いえ……面白いというより、気になったもので」

「うん？」

「所々に最近の本があって、何故かと」

「……うん？」

　何だか嫌いやな予感がしてきた。確かに、掃除の途と中ちゆうに異様に綺麗だなと思う本を見かけた気がする。禁書は古書ばかりだから、艶つや々つやな背表紙が目立っていた。

「ルタ、そろそろ休憩しましょう。私はちょっと忘れ物を取ってきます」

　言い逃にげするように返事を待たず背を向ける。そして、さっきまで掃除をしていた棚たなを確認したら、出るわ出るわ、明らかに禁書じゃない本の数々。最近人気の恋愛小説一覧から結婚指南書まで。無言で全部集めて隅すみっこに寄せておく。

「変な圧力やめて頂けませんかね!?」

　音楽の聞こえ方からしてこの辺りかと思う場所の下から、箒ほうきの持ち手で天井を突っつく。がたんと一ひと際きわ大きな音がして、白々しい声が降ってきた。

「わしは鼠ねずみじゃ」

「わしは蠅はえじゃ」

「わしは……埃じゃ～」

「埃!?」

　鼠も蠅も返事してきたらおかしいけれど、最後は生き物ですらなかった。

「お前……埃はないじゃろ」

「お主らがわしが用意していた分の答えを取ったんじゃろが！」

「蛇へびでいいじゃろ」

「百足むかでは？」

「幽ゆう霊れいは？」

「それいいのぅ。腰も痛くないし」

「出来れば全員人間でお願いしたいです！　否いな、生きてたらもうどうでもいいです！」

　隙すきあらばぽっくり逝いこうとしないでほしい。そして、放ほうっておいてほしいという私の要望を完全無視しないで頂きたい。

　私はお爺じいちゃん達の説得を諦あきらめて、とぼとぼルタの所に戻もどった。ルタはお茶も飲まずに待っていてくれたようだ。ちょっとぼぅっとしているように見える。けれど、こっちに気づいてすぐに立ち上がった。

「師匠、忘れ物は見つかりましたか？」

「……忘れたいものなら見つかりました」

「え？」

「いいえ、なんでもありません！　さあ、休憩しましょう！」

　ルタは首を傾かしげながらも、素す直なおに頷うなずく。

「はい、師匠」

　控えめな微笑みにきゅんとして、よろめきながらソファーに座る。流石さすがルタ。集団ぽっくり予備軍に消しよう耗もうした私の心に、一いつ瞬しゆんで癒いやしを齎もたらしてくれる。

　癒しを貰もらったけれどその何倍もの衝しよう撃げきも貰ったので、それが落ち着くまで身体からだを捻ひねって背せ凭もたれに縋すがった。すると、ふぁっと空気が漏もれるような吐と息いきが聞こえて視線を向ける。その先では、口元を押さえたルタがしまったと書いた顔をすっと逸そらした。

「失礼しました」

「いいえ、そんなことはどうでもいいのだけど、どうしたの？　寝ね不ぶ足そく？」

　寝起きが悪いのは元からだけど、睡すい眠みん不足を翌日に見せることはなかったので珍めずらしい。本を読み耽っているのだろうか。それとも、私を迎むかえに来るのがこたえているのかもしれない。

「私は仕事があるからあの時間に起きているのだけど、あなたはもっと遅おそくまで寝ていていいのよ？　起きるのがつらいなら、無理しないでゆっくり眠ねむりなさい」

「いえ、つらいなんてことは全くありませんし、たとえ首だけになっても向かいます」

「首だけになる前に呼んでください」

　真面目な顔で何を言い出すのか。ルタが首だけで迎えに来たら、しばらくぶりとなる剣けんを取って本体を取り戻しに走る所存だ。それを考えると、鈍にぶった身体を動かせるようにしていたほうがいいだろうか。最後に剣を握にぎったのはいつだっただろうか。ルタの相手を務めていた時からだから、もう千年は触さわっていないことになる。幸いにも今生では剣を握らなければならない事態には遭そう遇ぐうしていないのだ。

　健康になったことだし、少し身体を動かしてみるのもいいかもしれない。ルタが付き合ってくれるなら、久しぶりに鍛たん錬れんするのはどうだろうか。しかし、これだけ体格差が出てしまうと、体術はきついものがある。もう少し身体を作ってから付き合ってもらう方がいいだろうか。鍛錬に付き合って貰う為ための鍛錬予定を組み立てながら、気になってもう一度覗のぞきこむ。

「ルタ、あなたやっぱり顔色が悪いわ。寝不足でないのなら具合でも悪いの？」

　熱を測る為に伸のばした手をさりげなく避よけたルタは、少し視線を彷徨さまよわせたが、やがて観念して口を開いた。

「最近少し、夢見が悪いので」

「夢見？　どんな？」

「師し匠しようのお耳に入れるような内容では。枕まくらを替かえるといいと聞きますので、そうしようかと」

　はぐらかされたと気づいたけれど、追いかけずに見送る。ルタが話したくないことを問い詰つめ、追い詰めるつもりはない。大事なのは夢の内容より、眠る為の手段だ。

「入にゆう眠みんに効く香を探しましょうか……お爺ちゃん達に演奏してもらう？」

「寝る気が失うせます」

「確かに……寝る為の気力が必要になるわね。じゃあ、私が何か弾ひきましょうか。それとも、子こ守もり唄うたでも歌う？」

　盛り上がるムーディな音楽よりは控ひかえめに演奏できると思う。弾けない楽器もあるけれど、この神殿には沢たく山さんの楽器があった。掃除した部屋にあった楽器の中には私も扱あつかえる物が少なからずあったので大だい丈じよう夫ぶだろう。そう結論付けていたら、ルタがじっと私を見ていた。

「どうしたの？」

「いえ……師匠はよく鼻歌を歌っていらっしゃったので、懐なつかしいと思っていました」

「天の民たみは風と歌うのが得意だもの……意い気き揚よう々ようと鍋なべを搔かき回していたのに、底を焦こがした話は忘れてね」

「覚えていますよ……全部、貴女あなたの事は全部、覚えています」

　一緒に食べたケーキのように甘ったるい顔をしたルタに、思わず赤面する。さらっと嬉うれしくなることを言わないでほしい。今から甘ったるい顔をしますよと予告してからにしてほしい。正確には、今から甘ったるい顔をしますよと予告する予告の予告が……この話はやめよう。

「師匠は、何か不便はありませんか？」

「皆みんなよくしてくれるもの。不便なんてあるはずがないわ」

　意気揚々と言い切ってから、はっと気づく。不便はないけれど疑問はある。私達は付き合っているのだろうか。ただ師し弟てい関係の延長線上にあるルタからの好意を私が過大に解かい釈しやくしているだけだったらどうしよう。だって、ルタは真面目で優やさしいから、師匠が変な勘かん違ちがいをしていても否定できずに、その勘違いに付き合ってしまうかもしれない。

　自分がそれなりに歪いびつな自覚があるだけに、その辺りが心配だ。ルタと手を繫つなぎたいし、キスもしたいし、他ほかの女の子とそうしていたら修道女になる覚かく悟ごを決めるくらい私の想おもいは確かに恋こいであるとは思う。でも他にも、執しゆう着ちやくだの、愛だの、ルタ可愛かわいいだの、幸せになってだの、色々混ざり合っていて、純じゆん粋すいに美しい物で構成された恋でないのは確かだ。

　付き合ってないと言われたら、残念だし、悲しいし、魂たましいに刻まれた恋の爆散に毎晩悶もだえ泣く。でも、ルタの前で泣いたりと無様な真似まねはしないから、やっぱりちゃんと聞こう。

「ルタ！」

「はい？」

　お菓か子しを食べようとしていたルタは、さりげなくお菓子を持った手を下ろしてしまった。ごめん、タイミングが悪かったです。弟で子しのおやつを邪じや魔まするとは、私は酷ひどい師匠だ。

　後で埋うめ合わせするから、今はこっちを優先することを許してほしい。そうでなければ、この先どうすればいいのか決められない。

「私！」

　胸を押さえる代わりに癖くせになりそうな握り拳こぶしをぐっと握る。すると、ルタの手がそれを包んでちょっと下ろす。なんだろうと思っていると顔が近づいてきた。今日も大変美しいですね！




「師匠、朝から思っていましたが、やっぱり目の色が変わっていますか？」

「ええ！　そうですね！　それよりもね！」

「やっぱり、お美しいですね」

　この胸は再び剣で貫つらぬかれたのか。それとも頭を鈍どん器きで殴なぐられたのか。凄すごい衝撃だ。

　流石ルタ。素手でこの威い力りよくとは恐おそれ入った。

　よろめいてソファーの背凭れと向き合った私は、はっと顔を上げる。

「ルタは昔の私のほうが好きなのかしら？」

「今もお可愛らしいと思います」

　流石ルタ。師匠の胸は蜂はちの巣みたいに穴だらけです。大根引っこ抜ぬいた後の畑みたいに大穴空きまくりです。うるさいうるさいと言っていた無表情の後ろでそんなこと思っていたんですか？　と、聞きたいけど聞かないほうがいいような気もする。だって、それを言うと藪やぶ蛇へびだ。私だって、王様今日も美しいですね！　と言っていた裏で、今日も美しいですね！　と思っていただなんてばれたら……特に問題なかった！

「…………いや、そうではなくてですね。私、あなたに聞きたいことが……やめて！　ムーディな音楽流すのはやめて、お爺ちゃん！」

　さっきまで控えめに流れていたはずの音楽が、一気に盛り上がりを見せてきた。無む駄だに上手うまいのが悔くやまれる。劇の見せ場みたいな音楽やめてくれませんか！

　居た堪たまれなさに悶える私を憐あわれみのような目で見ていたルタは、ちらりと天てん井じようを見上げる。

「師匠、申し訳ありません。奴やつらは若い頃ころからあれです」

「年を重ねて膨ぼう張ちようしたのでなくて、昔から!?」

　駄目だ。それは筋金入りだ。今いま更さらどうのこうの言っても直る訳がない。そして、気のせいだろうか。ルタのお嫁よめさん大作戦。お爺ちゃん達の所為せいで失敗した件もいくつかあるような気がする。さあ盛り上がれ、ほれ盛り上がれと音楽が高まっていくけれど、私の心中を駆かけ抜けていくものは木こ枯がらしだし、それさえどこか寂さみしげだ。

　ソファーと向き合って十秒。私は諦てい観かんの境地に至った。

「…………ルタ」

「はい、師匠」

「私、明日休みなので用事を済ませに町まで行く予定ですが、一いつ緒しよに行きませんか？」

　神しん殿でん内で話すのは無理だと結論付けた私に、がたがたがたとあちこちから音がするけれど、全部無視してルタと向き合う。前にあれだけ誘さそいまくって一いつ蹴しゆうされたけど、さて、今度はどうだろう。一蹴されたら神殿内で話せる場所確保に奔ほん走そうしなければならないから、できれば誘いを受けてほしい。是ぜ非ひとも承しよう諾だくしてほしい。

　べ、別に、久しぶりにルタと出で掛かけたいからじゃないんだからね！　……噓うそです。ルタとお出かけ、滅め茶ちや苦く茶ちやしたいです。デ、デート!?　デートかな！　どきどきしながらルタの返事を待つ。私いま耳とか赤くなっていないだろうか。

　ルタは少し驚おどろいた顔をして、ふわりと笑った。

「はい、師匠」

　最も早はや故郷はないけれど、天にも昇のぼる気持ちになった私に、ルタは続ける。

「お供致いたします」

　あれぇ!?




　自分が片づけると言ってきかないルタを何とか説き伏ふせ、掃そう除じ道具を片づけに下がった私に、ローリヤが凄すさまじい勢いで飛びついてきた。支えきれずにすっ転び、掃除道具が転がる。

「アセビ！　王様とデート取り付けたって聞いたわよ！　凄いわ！　千年間なかったことよ！　やっぱりアセビ愛されてるわ！　アセビの誘いなら受けてくださるんですもの！　何着ていく!?　今度は私が張り切るわよ！」

「お供致しますって言われました……」

「ん!?」

　私はローリヤの肩かたを摑つかんで揺ゆさぶる。ローリヤもされるがままだ。

「これってデート!?」

「んん──!?」

　教えて、恋れん愛あいの大だい先せん輩ぱい！

　冷や汗あせ流しながら必死に考えてくれる恋愛の大先輩の向こうから、ぱたぱたと軽い足音が聞こえてくる。体重の軽い足音に相手の正体はすぐに知れた。少し遅おくれて気づいたローリヤと顔を見合わせて頷うなずく。とりあえず壁かべ際ぎわに寄っておくけれど、恐らく彼の目的は私だろう。ローリヤは、目配せをしてすぅっと下がっていった。

「アセビ──！」

　子ども特有の甲かん高だかい声で力ちから一いつ杯ぱい呼ばれた自分の名前に、予想が正しかったと分かった。細い身体からだを力一杯怒いからせ、顔を真っ赤にして駆け寄ってきた小さな身体は、目の前に辿たどりつくと同時にぜぇぜぇと咽むせて蹲うずくまってしまった。

「はい、アセビでございます」

「おま、げほっ、王さまと、ぜぇ……王さま、と、げほっ」

「逃にげたり致しませんから落ち着いてください、カミア様」

　どうどうと宥なだめている私の胸むな倉ぐらを、小さな手が摑み上げる。

「おれは、みとめないから！」

　彼はゲルハードの姪てつ孫そん、カミアだ。長い療りよう養ようを経てようやく療養地から出てくるまでに回復した。銀ぎん髪ぱつと薄うす青あおの瞳ひとみがまるで風の妖よう精せいのようだけど、胸倉を摑み上げる姿は、まだ到とう底てい十歳にも満たぬというのになかなかの不良っぷりだ。

「カミア様にお認め頂かずとも、アセビは王様とデートするんですぅ」

　摑んでいるのか頽くずおれそうな身体を支えているのか分からない小さな拳を解ほぐしたローリヤは、その手に用意してきた白湯さゆを持たせる。毎日似たようなことを繰くり返しているので、すっかり手慣れたものだ。

「カミア様、女性の胸倉を摑むのは感心致しません。今は許される年ねん齢れいですが、十年足らずで第一級の犯罪となります」

　戻もどる足音が二つになっていたので誰だれだろうと思っていたけれど、どうやら途と中ちゆうでガラムと合流したようだ。ガラムは私を見て何かを思い出したのか、あっと声を上げた。

「アセビ、さっき貰もらった菓子うまかった。あれどこのだ？」

「えーと、この前三人で行った手芸店覚えてる？」

「ああ。ローリヤが全く違いの分からない布で延々と悩なやんだ店だろ」

「薄い緑と、もうちょっと薄い緑だったじゃない」

「同じだっただろ」

「違うわよ」
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　喧けん嘩かの気配を察知し、慌あわてて割り込む。

「もうちょっと薄いのも綺き麗れいだったよね。あれの裏手に出来た新しいお店のだって」

「え、私その店知らない。アセビいつ行ったの？」

「室長のところ行ったとき貰った。誰かのお土産みやげだって。美味おいしかったそうだし、今度一緒に……その前に明日行ってこようかなぁ」

「あ、お土産欲しい。偵てい察さつしてきて！」

「了りよう解かい。ガラムは？」

「俺も欲しい。今日のと同じの」

　最近はちょくちょく三人で遊びに行くのだけど、デートなら二人で行ってほしい。どうして二人とも私から誘いに来るのだろう。楽しいから嬉うれしいけど、新しん婚こん目前の二人に挟はさまれた私の気持ちも考えてほしい。息をするように喧嘩するので、甘ったるい空気に耐たえようと入れた気合いが全く無意味になる虚むなしさにそろそろ気づいてほしいのだ。あとガラム。その布、あなたの服になっている途中だから、あんまり突つっ込まないほうがいいよ。

　次の休みが合う日程を話し合っていると、擦さすっていた背中がどんどん震ふるえていく。さっき一いつ旦たん落ち着いてきたのにと覗のぞきこむと、飲み干されたコップが両手で返された。

「おれを無視するな！」

「あ、復活しました？　白湯もう一杯ぱいいります？」

「いらない！　ありがとう！」

　お育ちがいい子である。まあ、代々議員の、更さらに今期議長の御ご子し息そくなので正しよう真しん正しよう銘めいお育ちのよい子どもなのだ。胸倉は摑むけど。

　議長である彼の父親はルタに用事があるそうなので、私はそのまま休きゆう憩けいに入ると同時にカミアのお相手も引き受けた。ローリヤ達は結けつ婚こん式しきの話を詰つめるらしいので私達はそそくさと離り脱だつした。同席を頼たのみこまれたけれど、カミアさえぶんぶん首を振ふって私のスカートの陰かげに隠かくれてしまったので、それも理由に積み重ねて何とか辞退することに成功した。




「あの二人は、けんかをはじめるとこわいのだ」

　砂糖と牛乳はいらないと言い張った珈コー琲ヒーを一口飲んで、この世の終わりみたいな顔をしたカミアのコップに、砂糖と牛乳をたっぷり入れる。ぼそぼそと、消え入りそうなありがとうを貰いながら、室長から再び貰ったお菓か子しに口をつけた。あ、これ確かに美味しい。カミアも気に入ったのか、二つめに手が伸のびた。食しよく欲よくがあるのはいいことだ。そして、口の肥えた彼に気に入られたということは、このお店は大変期待できる。嬉しそうに二つめを平らげたカミアは、丁てい寧ねいに口周りを拭ぬぐって一息をつき、はっと顔を上げた。

「こんなもので、おれは懐かい柔じゆうされないからな！」

「難しい言葉を知っていますね」

「よく聞くからな。字は大おじさまにおしえて頂いたのだ」

「……よく聞いたらまずいんじゃないでしょうかね」

「本もよく読むぞ。王さまが読んでいらっしゃったからな！」

　えへんと胸を張った子どもは、再度はっとなる。

「話をそらすな！」

「はあ、申し訳ありません」

　私から逸そらした覚えはないのだけど、ぱんぱんと机を叩たたく姿にとりあえず謝っておく。ばんばん叩けるくらい筋力つけばいいですね。今の動作だけで若じやつ干かん息が上がっているので心配になる。食べた直後に興奮しないほうがいいと思う。

「おまえが王さまと二人ででかけるあん件についてだが！」

「はあ、行って参ります」

「お気をつけて！　……ちがう！」

　育ちがいいとこんなところで困るのかと、初めて知った。挨あい拶さつには挨拶でしっかり返すしつけが行き届いた子どもは、どうやら悪態をつきたいらしいけれど語ご彙いがないようだ。

「いいか、アセビ！」

「はい」

「よく聞け！」

「はいはい」

「王さまはすばらしいお方なのだ！　だから、そのとなりに立ちたければ、王さまよりはとうぜん劣おとるとしても、すばらしくなくてはならないのだ！　つまり、ちでもぶでも才に長たけ、びぼおのもち主で！」

「王様は知にも武にも長けている上に美び貌ぼうの持ち主ですもんね！」

　ルタの素す晴ばらしさを語り合いたいのならば、カミアにはお泊とまりの許可をもらってきて頂かなくてはならない。三日三晩では足りないので、三十日分程ほど。力強く頷うなずけば、ちょっと力強過ぎたみたいでカミアはちょっと怯ひるんだ。別に怒おこっているわけではないと伝えようとにこりと笑えば、目に見えてほっとした。今度は大人げない反応でびっくりさせないように取り繕つくろう。

「あのな、王さまはすばらしい方だから、その気になれば引く手あま多なのだ。よって、おまえはもっとしっかりしないと、ちもぶもびぼおもないおまえは、いくらお優やさしい王さまがおゆるしくださっても、となりに立つことはできないのだ。しってるか、アセビ。王さまは、この広いしんでんの中、まよわず歩けるんだ」

「凄すごいですよね」

「しょ庫にある本、ぜんぶ読んでいらっしゃるんだ」

「追加がおっつかない勢いで読んでいらっしゃいますね」

「それで、それでな!?」

「はいですね、はい」

　身み振ぶり手振りで王様の凄さを語ってくれるカミアは、段々汗あせだくになってきた。一いつ旦たん休憩を入れたほうがいいかもしれない。休憩中に休憩を挟む為ために、逸らす話題を考える。生まれつき身体からだが弱い彼は、あまり外で遊んだり出来ず、友達もなかなか出来ないと聞く。大好きなルタのことに話題が集約されるのは仕方がないにしても、私もそれほど手持ちの話題があるわけではない。夕食の話題でも振ろうかなと考えていると、いつの間にかしょぼんと肩かたを落としていてびっくりした。

「……おれ、おっきくなれるかなぁ」

　薄うす茶ちや色いろになった珈琲を見下ろしながらぽつりと零こぼされた言葉に、水面が揺ゆれる。小さな息で揺れる水面に答えがあるわけではないのに、じっと見つめながらカミアは続けた。

「王さま、剣けんもおつよいんだ。おれも剣をならいたいのに、みんなだめだって言うんだ」

「お医者様は、何と？」

「おれ、からだが小さいからよわいんだって。お医しゃさまは、大きくなったらつよくなるものだとおっしゃるけれど、おれ、大きくなれなかったら、ずっとつよくなれないのかな」

「では、まずは大きくなりましょう」

「そんなかんたんな問だいではないのだ。みんなそうやって、とりあえず耳あたりのよいことばで言いくるめればいいんだといわんばかりに、そればっかりだ。お父さまたちはおやさしいばかりで、おれをつよくしようとはしてくださらないのだ」

　とりあえず、彼の周りの大人達は情操教育に悪い言葉をもう少し隔かく離りしてあげてほしい。本をよく読むだけあって、この子は大人の言葉をよく聞いている上にしっかり理解している。

「言いくるめようとは思っていませんが、まずは一つずつですよ、カミア様。王様だって、初めから何もかもが出来た訳ではありません。剣だって、剣の重さを支えられる身体作りからです。組み合って鍛たん錬れんするまでにも、沢たく山さんの用意がいるんです」

「……噓うそだ。だって、王さまはすごい方なのだ。何でもできる、この世で一ばんおれたちの神さまに近しいお方なのだと、大おじさまがおしえてくださったのだ」

「そんな凄い方だって、努力も練習もせずに何かを成し得たりしませんよ。手が小さかったから、よく剣を落としていましたし。いやぁ、弾はじき飛ばしやすかった」

　身体に合わせていても、小さな手ではどうしたって握あく力りよくが弱い。合わせた刃はをくるりと絡からめて弾き飛ばす度たびに、ルタは悔くやしそうだった。あれは負けず嫌ぎらいだったのだろうか。仇かたきに剣を弾き飛ばされたことが屈くつ辱じよくだったのか、純じゆん粋すいに悔しかったのか。どっちなのだろう。

　私は鍛錬が楽しかったのだけど、ルタはどうだったのだろう。嫌いやじゃないようだったら、やっぱり今度一回誘さそってみよう。ルタと一いつ緒しよなら何をしていても楽しいけれど、身体を動かすのは格別だ。そんなことを考えていたら胸むな倉ぐらが摑つかまれた。いつの間にか身を乗り出したカミアは、お菓子入れとコップはきちんと寄せている。お育ちが……これは育ちの問題なのかな？

「おまえ、王さまとたんれんしたことあるのか!?」

「一応、王様に剣をお教えしたのは私ですか、ら……」

　ぱっと口を覆おおう。別に隠すことでもない、というか、隠そうにもルタの態度では隠しようがない。隠してはいないけれど周知もしていない現状では、知らなければならない人にだけ知らされて、後は噂うわさの範はん疇ちゆうだ。だって私もルタも、滅めつ多たに神しん殿でんから出ないのだから。

　それは措おいておいても余計なことを言った気がする。やたらめったら目をきらきらさせているカミアにそう思う。さっと視線を逸らすけれど、きらきらが追ってくる。

「おれにもおしえろ……てください！」

　机の上に乗っかってしまっているカミアを持ち上げて横に下ろす。襟えり元もとを直してあげてから、自分の分も直して立ち上がる。

「さあ、休きゆう憩けいも終わりですから戻もどりましょうか」

「おい、アセビ！」

「弟で子しの募ぼ集しゆうはだいぶ昔に締しめ切っておりますのでご了りよう承しようください」

　見事なふくれっ面つらを披ひ露ろうしたカミアの顔色は大変良いい。よすぎて真っ赤だ。これはお怒いかりである。スカートを引っ張ってその場で踏ふん張るカミアを引きずって休憩室を出ていく。

「アーセービー！　やぁーだー！」

「口が滑すべったんで忘れてください！　師事については、お医者様とご相談の上、ご両親におねだりしてください！　私以外で！」

　振ふり払はらう訳にもいかずそのまま引きずっていると、いきなり手を離はなされた。思わずつんのめるけれど、ぎりぎり踏ん張る。こんな高度な罠わなを仕し掛かけるとは、カミアは知略戦に向いているかもしれない。

　まるで勢いよく走り出す寸前のような中ちゆう途と半はん端ぱな体勢で振り向くと、カミアは両手で自分の服の裾すそを握にぎり締めて俯うつむいていた。

「……お父さまも、大おじさまも、最近こわいからいやだ」

「怖こわい？」

　我が儘ままでも言って叱しかられたのだろうかと思ったけれど、それにしては様子がおかしい。

「……昨日も、大きなこえでけんかなさっていて、おれの部屋にまで聞こえてくるくらいで、お母さまにうかがっても、大だい丈じよう夫ぶだから早くねなさいの一点ばりで、でもこわいかおで……毎日たくさんの来客がきて、どなって……何だか、おれの家ではないみたいだ」

　ゲルハードもその甥おいであるカミアの父親も、血の気が多い性格ではなかったはずなのに、カミアに隠かくしようもなく大おお喧げん嘩かしている姿が想像できない。そういえば、最近ゲルハードを見ない。前はゲルハードがカミアを連れてきていたそうだけれど、最近はカミアの父親が彼を連れて神殿にやってくる方が多かった。

「ゲルハード様、お忙いそがしいんですか？」

　しゃがんで、固く裾を握る手を解ほどく。小さく温かい。昔のルタみたいだ。カミアは、丸い頭をこくりと振った。

「……大おじさまはちかごろ泊まってもくださらない。神しん城じようで毎日人げん神さまをおたたえするぎ式があるからって、本も読んでくださらないし、お話も、あんまり……」

「そうですか……」

　家庭の事情を深く聞くわけにもいかず、とりあえず歩かなくなってしまったカミアを抱だき上げて歩き出す。軽いから、やっぱり彼は良く食べて肉をつけたほうがいい。

　カミアに悟さとらせるほど、というより隠しようもないほどの怒ど鳴なり合いをしているゲルハードと議長の姿が想像できない。でも、道理でカミアが神殿に滞たい在ざいする時間が増えているわけだ。

　世間から一線を引いた立ち位置である神殿と神城とは違ちがい、世せ俗ぞくの中心となる議会では色々と大変なこともあるだろうし、それ故ゆえにぶつかることもあるだろう。まあ、無関係の小こ娘むすめが口を出せることでもないだろうし、聞くことすらまずいかもしれない。政まつりごとに関かかわる事こと柄がらならルタの耳に入らない訳がないし、私が聞いていいかどうかはルタが判断するだろう。

　あまり構ってもらっていないらしいカミアが可哀かわい相そうではあるけれど、大人の事情で話題を逸そらしたほうがいいだろうと思って、また話題の壁かべに蹴け躓つまずく。もっと色々興味を持たないと、逸らす先がない。話題を探して彷徨さまよっている間に、話は続いてしまった。

「いろいろとふくざつなようご院出の娘より、議会のだれかの娘をとつがせたほうがいいとか、毎日そればっかりだ」

「どうもすみません」

「…………え？」

　無関係の小娘どころか、大体全部私の所為せいだった。

「…………え？」

「えーと、カミア様。弟子入りはお断りしますが、大きくなってお身体も強くなれば、基本の型くらいならお教えできますよ」

「え!?」

　ぱっと勢いよく頭が上がったので、仰のけ反って無自覚の頭ず突つきを避さける。腰こしが反ってぐきっといったけれど、カミアを落とさなかったし私も転ばなかった。上出来だ。でも、やっぱり今度から鍛錬しようと、私の胸倉を摑んで揺ゆするカミアを見て思う。これ、もうちょっと大きくなると抱き上げるどころか突とつ進しんを受け止めるだけでもきついかもしれない。そして、釦ぼたん取れるので、そろそろその辺で勘かん弁べんしてください。

「ほんとか!?　うそじゃないな!?　記おくにございません、覚えておりません、とか言わないな!?　前向きにぜんしょしますとか言って、先行きは不とうめいですとか言わないな!?　見直しをしやに入れてけんとうしますとか言わないな!?」

「本当に一度、周りの大人の人に情操教育に悪いって言っといてください！」

　情操教育に悪いなんてものじゃない。必要以上に子ども扱あつかいしろとは言わないが、幼子の耳に入れる言葉はもう少し膜まくに包んでもいいと思うのだ。流石さすがにこれはどうなのだと叫さけんでしまったら、全身で謝罪を表明するような声が聞こえた。

「すまない……」

「あ、お父さま！」

　怒鳴り合う姿が怖いとしょんぼりしていても、やっぱり普ふ段だんの父親は大好きらしい。カミアはぱっと嬉うれしそうに顔を綻ほころばせて、父親に向けて両手を広げた。抱だっこの移行を恙つつがなく終え、一礼しながら服を整える。特に胸元がしわっしわだ。

「子こ守もりを頼たのんで申し訳なかったな、アセビ殿どの」

「いえ、光栄でございます。楽しい時間を頂きました」

　ゲルハードの甥に当たる議長は、どことなくゲルハードに似ている。垂れ目がちな分、彼のほうが優やさしそうに見えた。けれど若いのに議長を務めあげる手しゆ腕わんは高く評価されているので、見た目で侮あなどると手痛い反はん撃げきを喰くらいそうだ。

「しばらくお邪じや魔まする回数が増えるかもしれないが、また宜よろしく頼めるかな。以前は王様を拝見するだけで興奮して熱を出していたこの子だけれど、最近では君に構ってもらえることも、とても楽しみにしていてね」

　カミアは真っ赤になって父親の胸倉を摑んだ。

「お、お父さま！　カミアはそのようななんじゃくなせい神はもち合わせてはおりません！」

「光栄です、カミア様。私もカミア様とお話し出来るのは楽しいですし、嬉しいです」

「……ほ、ほんとうか？」

「ええ、とても。ですから、宜しければまたお話ししてくださいませ」

「お、おまえがそう言うなら、やぶさかではないからな！」

　ふんぞり返ったカミアは、そわそわしながら何して遊ぶと聞いてきた。可愛かわいい。室内で出来る遊ゆう戯ぎを考えておいた方がいいのか。そういうのはやり尽つくしていそうだから、珍めずらしい本のほうがいいだろうか。

　またねの約束を交かわし、頭を下げる。議長に抱かれ、カミアは肩かたに置いた顎あごの上でぱくぱくとまたねと言っていた。

「お父さまお父さま、カミアは今日、おやつを二つも食べました」

「前は半分だったのに、凄すごいじゃないか！」

「それにそれに、お夕食もきちんと全ぶ食べられる気がするのです」

「そうかぁ。嬉しいなぁ。いっぱい食べて、元気になろうな」

「はい！　カミアは早く大きくなって、お父さまのお手伝いをたくさんして、王さまのようにおつよくなって、アセビに剣けんをならうのです！」

「あー、あんまり早く大人にならないでおくれな？」

「え!?」

　王様みたいに強くなったら、もう私に習う必要はないのだけど、まあいいかと見送る。仲の良いい親子の後ろ姿が見えなくなって、私も歩き始めた。でも、ぴたりと立ち止まる。

「あ」

　またねの約束はしたけれど、明日はいないと言いそびれた。




　私とルタは付き合っているのか。恋れん愛あいの大だい先せん輩ぱいでも答えを出すことのできなかった問題はまだ解決していないけれど、とりあえず可愛くしていこうという結論に落ち着いた。

　何はともあれ明日はデートだ！　デートだと思っているほうにはどんなものでもデートだという格言をお守りに行ってこようと思う。ただしこの格言、口に出した瞬しゆん間かん霧む散さんする類たぐいのお守りなので、そっと胸に持っているだけに留とどめたほうが良さそうだ。

　手持ちの服と一いつ緒しよにローリヤの分も並べてもらった服を前にして、私ははっと顔を上げた。

「どうしよう。私、ルタの好みが分からない」

　大人っぽい服がいいのか、ふんわりとしたお花みたいな服がいいのか。室内着にしている枯かれ箒ほうきを彷ほう彿ふつとする残念なワンピースでないのだけは確かだ。

「前に好み聞いたことなかったっけ？」

「とっ」

「と？」

「年、上、って……樹じゆ齢れい二千年を薦すすめてしまいました」

「……………………大人っぽいのにする？」

「似合うかな!?」

「……………………」

　ローリヤさん？　どうして目を合わせてくれないの？




　いつも通り食堂でルタと夕食を取った私は、再び神しん殿でん奥に来ていた。デート？　の約束を取り付けて浮うかれきり、羽箒を忘れてきたのに気づいたのだ。どうせならとルタを見送るついでに取りに戻もどることにした。

「師し匠しよう、お送りします」

「そうしたら、またあなたを見送るわよ？　ちっともおやすみなさいが出来ないから駄だ目めよ」

　延々と見送り見送られを繰くり返す様を想像したらちょっと楽しくなってしまって、ふふっと笑いが零こぼれる。ルタも穏おだやかに笑ってくれた。

「そうしたらまたお見送り致いたしますが、分かりました。明日まで我が慢まんします」

「ええ、明日沢たく山さん会えるのだもの。今晩は早く寝ねましょう。眠ねむれそう？」

「はい、師匠」

　おやすみなさいと言い合って、くるりと背を向ける。けれど歩を止め、もう一度振ふり向く。

「ああ、そうだ。また夢を見たら、夜中でもいいから羽を飛ばしてね。星を散らして会いに行くわ」

「去り際ぎわに寝付けなくなることを言うのは止やめてください」

「え!?」

　言い方が悪かったかとちょっと考える。

「あなたが月に溶とけてしまう前に会いに行くわ」

「悪化しました」

「え!?」

　天てん界かいでは普ふ通つうの、急いでいくねの言い回しだったのだけど、ルタはちょっと困った顔で笑っていた。




　無事に羽箒を回収して、後は部屋に戻るだけとなった帰り道、見慣れた背中を発見した。私の足音に気づいたのか、大きな背中をゆったりと動かした相手がにこりと笑って許しを与あたえてくれたので、一礼をしてこっちから声をかける。

「ゲルハード様、こんな時間にどうされましたか？」

　今日は来ないかと思っていた。久しぶりにも思えてしまうゲルハードは、いつも通り穏やかな顔で久しぶりだねと挨あい拶さつしてくれた。

　今はついルタと長話をしてしまい、気がつけばちらほら灯あかりが消え始める時間になっている。流石にこの辺りはルタが眠るまで消灯しないけれど、神殿内でも灯りが消えていく部屋が増えていた。一応外部の人間に分類されるゲルハードは、神しん城じようの膝ひざ元もとになる教会で寝ね泊とまりするか、神殿内の客室に用意がある場合でもあまり遅おそくまでうろつかないようにしていた。それなのに、今日はまだ湯も使っていないらしく、いつも通りの神城の官服を纏まとったままだ。カミアもいるかと思ったけれど、流石にこんな時間にはいなかった。だから、とても珍しい。

「お飲み物をご所しよ望もうでしたらすぐにご用意いたしますが」

「いいや、いいんだよ。今日は月が大きいからね。つい見み惚とれてしまったよ。君こそ、こんな時間まで仕事かい？」

　握にぎった羽箒を見て目を細めたゲルハードに、曖あい昧まいな笑え顔がおをへらりと浮かべて誤ご魔ま化かす。すると細められた瞳ひとみが、優しさではなく怪あやしげな光を纏った。

「王様とご一緒だったのかな？」

「ん、ぶっ」

　思わず噎むせた。

「仲がよいのは美しいこと、だ……はっ、これは私がお邪魔だったのだろうか。待ちたまえ、とんでもないことだ。私はすぐ部屋に戻るし、何も見てはいないからね」

「どうぞお気になさらず！　私は忘れ物を取りに戻っただけですので！」

　伝家の宝刀の如ごとく、羽箒を掲かかげ持つ。唯ゆい一いつにして絶大な大義名分は、はたいた後も残ってしまった白っぽい埃ほこりを薄うすく纏い、月明かりを浴びてほんのりと浮かび上がった。羽箒が揺ゆれるに合わせて、ゲルハードの瞳は「うんうん、分かっているよ。羽箒だもんね」みたいな温かな色を帯びていく。いっそ口に出してくれたら否定もできるのに、好こう々こう爺やな視線を向けられただけで勝手に否定しては墓ぼ穴けつしか掘ほれない。明日の予定もあることだし、墓穴掘ってる暇ひまがあるならさっさと寝てしまおう。

「明日、王様と町に下りるとか」

　ここで火矢投下は勘かん弁べんしてほしい。握り締しめすぎた羽箒がみしりと悲鳴をあげる。ごめん。

「ど、ちらでお耳に」

「ふむ、あちこちで、更さらにいうならそこらじゅうでその話題をしていない場所がないがね」

　誰だれだ誰から漏もれたと捜さがし回るより、誰だ誰が洩もらさなかったと讃たたえるほうが早いらしい。

　溺おぼれた私は藁わらをも摑つかみ、必死に羽箒を握り締める。羽箒は、そんな大役任せられても困ると言いたいのか、さっきまで上げていた悲鳴も鳴りを潜ひそめて沈ちん黙もくしてしまった。私は赤面しないよう表情と顔色を取り繕つくろうので精せい一いつ杯ぱいとなり、羽箒の沈黙を咎とがめる余よ裕ゆうはない。

「いやはや、若い若、い？　……恋こい仲なかにある二人の睦むつまじさに目も当てられな、いやいや、大変仲なか睦むつまじく、よいことだ」

　あれ？　いろいろ含ふくまれていたような気がするけど気のせいかな？　そう思っておこう。私が自己暗示している間に、ゲルハードも軽く咳せき払ばらいして苦く笑しようした。

「……議会から排はい除じよが望まれていると聞くから、君もつらいな。私は神しん城じよう官かんだから、彼らと同じ見方はできないが、彼らはどうしても民意と思おも惑わくへ意識が向いてしまうものだ。それが彼らの仕事だからね。政まつりごとは個人の願いだけでは成り立たないのだから、甥おいもつらい立場だ」

　しんみりと頷うなずいたゲルハードと同じ顔で、私も神しん妙みように頷いた。うむ、排除されようとしていたとは知らなんだ。反対されている気配はカミアの言葉から汲くみ取れたけれど、排除なんて物ぶつ騒そうな提案が出るほどだったとは。

　議員にとって、人間にとって、私のような現人間が、更に元天てん人じんがルタの師匠であるのは許しがたい事なのかもしれない。捨て子という出自もはっきりしない小こ娘むすめであり、よりにもよって元天人。自分で考えてもすんなり通る案件とはとてもじゃないが思えない。寧むしろどう足あ搔がいても反対される要素しか見つからない。

　誰にだって譲ゆずれないものがあるのだから、それは仕方がないことだ。相あい容いれないことは罪ではない。私だって、ルタに二度と会うなと言われたら抗こう議ぎする。それは私の譲れない部分だ。自分と相容れないこと全すべてが罪ならば、世界には罪しかなくなってしまう。裁く者のいなくなった罪人達は、己おのが正義を槍やりにして数の劣おとる正義を駆く逐ちくしていくことを法とするだろう。

「立ち居振ふる舞まいには気をつけて参ります。ご忠告、痛み入ります」

「そんなに気を張らずとも間ま違ちがいとはいずれ是ぜ正せいされるものだ。つまり、間違いでなければそんな心配は無用ということだ」

　大多数の人間に認めてもらいたいとも、もらえるとも最初から思っていない。けれど、彼らが譲れないように、私にだって譲れないものがある。排除に来るなら受けて立つ。ルタの立場を悪くするのは嫌いやだから、そこだけは気をつけよう。

　深く礼をした私の足元に影かげが落ちる。見上げて、一いつ瞬しゆん別人かと思った。月光が背後から照らすから、顔に影が落ちているからだろうか。

「以前、君が話してくれた子どもの話は、王様のことだったのだね」

　絶対分からないと思っていたから吐と露ろしたことだったので、掘り返されると結構気まずい。そして結局、ここでも話題逸そらしの先に困ることになった。カミアのことを話せばいいのかと気づいた時、既すでに話は進んでいた。

「私も昔、そんな子どもに会ったことがあるのだよ」

「カミア様ではなく、ということでございますか？」

「ははは、あの子は寂さびしがりだが、満たされているが故ゆえの寂しさだからね」

　確かに、カミアは身体からだの事情で諦あきらめてきた物は多いだろう。だが、両親からも周りの人間からも、小さな身体が包まれんばかりの愛を貰もらっている。満たされた物が欠ける寂しさと、何も持たないが故の寂しさは違う。

「……君のような生き方があると、学ばせてもらったよ」

　会話の意図を摑めない。返答に詰つまった私に構わず、言葉は続く。

「私には初恋の女の子がいるのだよ。六十年以上生きてきたが、結局私は、あの子が心こころ穏おだやかに過ごせないのは我慢ならないようだ。……自分がそういう人間だと、この歳としになって初めて知ったよ」

「それは、どういう」

　問いには答えず、ゲルハードは静かに笑う。眉まゆ尻じりを下げた笑い顔は、議長によく似ていた。

「明日は重大な日だというのに、引きとめてしまって悪かったね。ゆっくり休みなさい」

「……恐おそれ入ります。ゲルハード様も、よき夜をお過ごしくださいませ」

「ああ、そうさせてもらうとも」

　人の好いい笑い声に見送られ、私は部屋に戻もどった。部屋に戻って最初にしたことは、羽はね箒ぼうきに入ってしまった罅ひびの修しゆう繕ぜんだったことは内ない緒しよである。




　眠れない。明日はデートだと思うと、心臓がばくばくして眠れない。

『いいか！　ここに町の見所を纏まとめた冊子がある！』

『何を隠かくそう、纏めたのはわしらじゃ！』

『いい雰ふん囲い気きになれる店、路地裏、ちょっと遠いが小川流れる花畑！』

『いいか！　お前の今までの人生経験全てをかけて王をお誘さそいするのじゃぞ！　迫せまれ！』

　まるでお爺じいちゃん達がルタとデートするといわんばかりの気き迫はくだったので言いそびれた。私デート初めてなんだけど、どうしよう。

　何度も寝ね返がえりを打ちながらもぞもぞしていると、向かいのベッドからも同じような衣きぬ擦ずれの音が聞こえてきた。

「アセビ、起きてる？」

「あ、ごめん。うるさかった？」

「ううん……」

　慌あわてて起き上がったら、ローリヤものっそりと起き上がる。声がぼやけてないから、もしかしたらローリヤも眠ねむっていなかったのかもしれない。

「あのね、アセビ。私、アセビが大好きだよ」

「あ、ありがとう」

　何だろう。これ以上私の胸をときめかせて、ローリヤはどうしようというのだろう。大好きです。ローリヤは何度も口くち籠ごもって、ぐっと顔を上げた。

「だから……その、嫌なことかもしれないけど、聞いてくれる？」

「うん」

　姿勢を正したのを見て、私も背筋を伸のばす。

「私、ガラムから好きだって言ってもらえたとき付き合おうって決めたのは、言いたいことを言い合えるからなの」

「うん」

「でもね、結けつ婚こんしようって、ずっと一いつ緒しよにいようと決められたのは、言いたくないことも言えるからなの」

　今一よく分からなくて首を傾かしげる。でも、よく分からなかったはずなのに、胸が締め付けられた気がした。どくん、どくんと、心臓がゆっくりと動いている。ゆっくりと、大きな音が頭の中で鳴り響ひびく。

「アセビと王様のこと、アセビから聞いたことしか知らないから、えらそうなこと言えないけど……でも、アセビは王様といっぱい話したらいいと思う。たぶん、喧けん嘩かも、出来たらいいんだよ。したくないだろうし、しなくていいならしなくていいんだろうけど、喧嘩が出来る関係になれるなら、喧嘩したらいいと思う。喧嘩とか、言いたくないこととか、長く一緒にいると出てくると思う。でも、それがあったら終わっちゃうとか、終わっちゃうんじゃないかって思ってる関係だと、どっちにしても、長くはしんどいと、私は、思う。アセビは、ちゃんと、かっこいいアセビも、駄だ目めなアセビも、王様に見せるべきだと、思う。それで、その……凄すごく、失礼だけど、王様が駄目な時は、駄目って、ちゃんとアセビが言ってあげたらいいと、思う」

　途と切ぎれ途切れの言葉と、同じ言葉の連続に、凄く言葉を選んでくれていると分かった。言葉を選んで選んで、躊躇ためらいながら、それでも伝えてくれているんだと、分かった。

「それだけ！　じゃあね、おやすみ！」

　跳はねるようにベッドに戻り、枕まくらを頭の上に乗せてしまったローリヤを呆ぼう然ぜんと見つめて、苦笑する。

「ありがとう、ローリヤ。おやすみなさい」

　私もベッドに戻り、身体を丸めて息を吐はく。言いたくないことを言えるというのはどういうことか。たぶん、ローリヤはそれをいま目の前で教えてくれた。言うとお互たがいの関係が気まずくなるかもしれないことを、私に気づかせるために言ってくれた。言わなくてもなあなあでやっていけることを、ちゃんと言ってくれたのは、私の為ためだ。私は、ルタとの在り方を、もう一度ちゃんと考えなければいけないのかもしれない。

　私はルタとどう在りたいのか。それをちゃんと見つけられていないから、こんなにも宙ぶらりなのだ。目指したいものが定まっていないから、私達はぎこちない。目指す先どころか進む先すら定まらず、同じ場所で空回っているのだ。

　友達に教えてもらってようやく気づけるような至らない私だけど、師し匠しようとして、先に答えを見つけておきたい。

　だけど、この一晩で答えを見つけられる問題とは到とう底てい思えなくて、溜ため息いきを枕の中に隠した。







　一いつ滴てきずつ落ちていく重たい水滴の音が鳴りやまない。落ちていくごとに、地面に広がった赤が深みを増し、終ついには赤なのか黒なのか分からなくなる。

　立ち尽つくす青年の前には、一人の女が倒たおれていた。赤黒い水面いっぱいに朝焼け色の髪かみが広がっている。女の胸むな元もとにぽっかり空いた穴から、地面を覆おおう液体が流れだす。青年の手から剣けんが滑すべり落ちる。刃は先さきから滴したたり落ちていた赤は、剣と一緒に直接水面に混ざりこみ、波は紋もんが広がっていった。

　一歩後ずさった青年の足が柔やわらかい何かを踏ふんだ。緩かん慢まんな動作で振ふり向いた足元には、俯うつぶせに倒れた女から流れる朝焼け色が広がっている。上げた視線を埋うめ尽くす朝焼け色に、青年は一歩も動けなくなった。絶命した虚うつろな瞳ひとみが、血を流す薄うすく開いた唇くちびるが、命を失った肌はだが、何十人、何百人と、視界が続く限り広がっている。

　身体が強こわ張ばり、肺も広がらない。青年は荒あらくなればなるほど閉とざされる胸を押さえ、続く地じ獄ごくを見つめる。これは夢だ。もうずっと、千年間繰くり返し続けた、悪夢という形を取っただけの、己おのれが犯おかした大罪だ。

『ルタ』

　けれど、いつしかそこに救いが訪おとずれた。夢の続きは、光として現れた。

　薄うす茶ちやの髪をした、やせっぽちの少女が青年を呼ぶ。

『ルタ』

　広げた細い腕うでにこの世の幸さちを持って、少女が笑う。

　そうして目覚めるはずだった。しかし、まだ夢は終わらない。夢は再び続きを描えがき始めた。

　鈴すずのような音が響き渡わたる。弾はじかれたように向けた視線の先には、一人の女がいた。地面に垂れ流すほど長い金きん髪ぱつをした成体の女は、天てん人じんが好んで着ていた風のような服を着ている。予備動作が一いつ切さい無いとは思えぬ速度で走り出した女は、裸はだかの足で軽かろやかに走り寄り、目の前で急停止する。女の身長よりも長い金髪が止まらぬ勢いで青年の周囲を覆う。まるで金の檻おりのようだった。青年は早く己の身体からだから金色が通り過ぎることを願ったが、檻はいつまで経たっても女の身体に戻っていかない。

　異様な胸むな騒さわぎを覚え、ルタは思わず女の腕を摑つかんだ。

「やめて、くれ」

　女は花が開くように笑ったが、ルタの表情は真冬の土よりも色を無くした。

「あの方には、何も、しないでくれ」

　初めて夢が続いた日も、ルタは女にそう言った。何故なぜそう思ったのか自分でも分からない。けれど、それだけはやめてくれと、懇こん願がんに似た恐きよう怖ふが湧わき上がる。誰だれなのかも分からない相手に重ねて言い募つのろうとしたルタの前で、女の顔がぐしゃりと歪ゆがむ。笑えみから憤ふん怒ぬへと感情を移行させた女が何事かを叫さけぶ。湾わん曲きよくしながら音が暴れ回り、風となって世界を砕くだく。それなのに、暴風を受けた金の檻は全く散らず、それどころかますます距きよ離りを縮めてルタに絡からみつく。

[image: ]

　目の前にあった女の唇がゆっくりと動いた。

「──」

　女の言葉は聞こえなかった。それなのに、肉が貫つらぬかれた鈍にぶく粘ねん着ちやく質しつな音がルタの鼓こ膜まくに突つき刺ささる。振り向いた視界の中で、朝焼け色の髪を持った瘦やせっぽっちの少女の身体がゆっくりと傾いでいく。思わず伸ばした両手は金の檻に遮さえぎられ、隙すき間まを縫ぬった赤だけがルタの頰ほおに飛び散った。

　そうしてまた一つ、ルタの悪夢が積み重なる。口角を吊つり上げた女の笑い声も、喉のどが張り裂さけんばかりに絶ぜつ叫きようした己の音も聞こえない。何も聞こえない。それなのに、また一つ落ちた一滴の赤の音だけが狂くるわんばかりに鮮せん明めいで。

　真っ赤に染まった視界には、絶望だけが色づいていた。













　じっと壁かべを見つめているうちに、いつの間にか眠ってしまった。次に目が覚めた時、目の前にいたのは壁じゃなくて髪の毛が無重力になって鬼き気き迫せまる顔をしたローリヤだった。

「アセビ！　遅ち刻こく！」

「うわぁ!?」

　時計を見たら待ち合わせの六分前だった。昨日入念に用意していたおかげで着るものには困らなかったけど、ローリヤとお揃そろいのぴんぴこ自由に飛び跳ねまくった髪に手間取る。ローリヤが寝ね癖ぐせ部分に熱したタオルを押し当ててくれている間に、残りの部分を梳すいていく。ちなみにこのタオル、用意してくれたのは室長だった。本当に申し訳ありませんでした。

　気がつけば女性宿舎中からの声せい援えんを受けて準備し終わった私は、転がるように待ち合わせ場所、神しん殿でんの門まで走った。がりがりに瘦せていた時よりは少しお肉がついてきたとはいえ、運動不足は否いなめない。やっぱりちょっと身体を作って剣を振れるくらいには戻もどしておきたいなと思いながら、粛しゆく々しゆくと歩かなければならないはずの神殿内を走り抜ぬける。

「遅刻ー！」

「申し訳ありません……寝過ごしました」

「私もさっき起きました！」

「俺も二分前に起きました」

　あれ？　私いま誰と会話をしてるんだろう。首を傾げて視線を向ければ、今日も麗うるわしいルタがいた。全力疾しつ走そうしている私の横をルタが並走している。目が飛び出さなかった私を褒ほめてほしい。飛び出さなかった目は、走っていても美しいルタに釘くぎ付づけだ。飛び出す暇ひまがあるならルタを見ていたいという根こん性じようのなせる業わざだ。

「ルタ!?」

「おはようございます、師匠」

「おはようございます！」

　とりあえず待ち合わせ場所まで全力疾走する。待ち合わせ相手が隣となりにいるんだから走らなくてもよかったんじゃないかと気づいたのは、門柱に手をついて息を整えているときだった。必死に息を整えている私の横では、汗あせ一つかいていないルタ。流石さすがルタ。今日も美しい。でも、朝一番で走ったからかいつもより血行がよく、ほんのり薄うす赤あか色になっていて可愛かわいい。

　ルタの可愛さでなんとか持ち直した私は、ぐっと握にぎり拳こぶしで気合いを入れる。なけなしのデート知識をかき集めた成果を見せる時が来た。

「ルタ、お待たせしました！　待ちましたか！」

「いえ、今来たところです」

　ですよね。ルタは正直者だ。そんなあなたには金の斧おのを差し上げましょう。




　神殿から町まではちょっと距離があるので、馬車を使って移動する。羽を使えばすぐだけど、わざわざ羽を生やして目立ちながら降り立つ必要はないだろう。

「朝から全力疾走になりましたが、昨日はよく眠ねむれた？」

「ええ、とても」

　にこりと穏おだやかに笑ってくれたけれど、馬車の中では今一顔色の判断がつかない。さっきも走った直後だったから、分かりづらかった。後でもう一度確かく認にんしよう。

　馬車は王様が乗るには控ひかえめで小さな物だった。お忍しのびだから神殿の馬車ではなく普ふ通つうの馬車なのは分かるけれど、向かい合って座れない大きさなのは偶ぐう然ぜんか、お爺じいちゃん達の策略か。ルタが横に座っているだけで幸せだけど、何となく天てん井じようを見てしまう。その内ムーディな音楽が聞こえてくるんじゃないかという気がしてならない。なんというトラウマを植え付けてくれたのだろう。

「……ん？」

　天井に何か黒い物を見つける。ただの汚よごれかと思っていたけれど、よく見ると文字だ。腰こしを浮うかせて視線を寄せる。

『それいけ！』

『やれいけ！』

『今じゃ！』

『そこじゃ！』

『そこじゃって！』

「何が!?」

　中腰のまま叫んでしまった私を、不思議そうな目でルタが見上げた。

「師し匠しよう？」

「な、なんでもありませんよ、ルタ。ちょっと亡ぼう霊れい……生いき霊りようが」

　亡霊だと洒しや落れにならない。咳せき払ばらいして気を取り直した私は、ルタの隣に座り直す。その瞬しゆん間かん、車輪が石にでも乗り上げたのか激しく揺ゆれた。側面に手をついて揺れに耐たえた私達の前方、御ぎよ者しや台だいの窓が開いて御者が覗のぞきこんでくる。まだ若い御者二人だ。

「すみません！　わざと揺らしましたが『きゃあ』みたいな感じで引っ付けましたか!?」

「せめて隠かくして頂けませんか!?」

　心の声がだだもれどころか隠す努力すら見受けられない。

「って、なんで離はなれてるんですか！」

「あれだけ揺れたら引っ付けるでしょうが！　もう一回やりますから次こそ頑がん張ばってくださいよ！　次こそはちゃんと」

　御者の言葉を遮ってぴしゃんと小窓を閉める。腰が大だい惨さん事じのお爺ちゃん達はついてこられまいと思っていたけれど、まさか若手にまで伏ふく兵へいがいるとは。いやでも、よく考えると室長まで老臣達の仲間だったことを踏ふまえれば、若手が手先であることは十分考えられた。

　馬車の中がしんっと静まり返る。この気まずさ、どうしてくれよう。

「……師匠は、町に用事と仰おつしやっていましたが」

「そ、そうなのよ！　用事でね！　すっごい用事でね！」

　逸そらしてくれた話題に全力で乗っかる。出来る弟で子しは気まずい時の話題逸らしまで絶ぜつ妙みようだ。

「養護院にお金を送ろうと思って」

「寄付、ですか？」

「寄付というより仕送り？　違ちがうわね……育ててもらいましたし、少しくらい恩返しをしたいの。今までは働けなくなった後の余生分を貯ためていて、あまり送れなかったから」

　今は代だい替がわりして院長先生は替わっているけれど、新しく院長になった先生もお世話になった方だ。身体からだが弱いのだから無理して遠くに行かなくても、馴な染じみのあるこの町で仕事を探せばいい、何なら院を手伝ってくれたらいいとまで言ってくれて、ずっと心配してくれていた。

　二年間みっちり貯めたし、王様付きをしている間に弾はずんでもらった分で結構ほくほくな額になっている。老ろう朽きゆう化かしているベッドを全部屋分買い替えることだって出来るかもしれない。

　うきうきしている私とは対照的に、ルタはなんともいえない表情を浮かべた。

「……師匠、失礼ですが、まさか全部送るつもりだなどということは」

「ふふ、ルタったら。全部送ってしまったら日常生活で困ってしまうじゃない」

　ルタったらおかしな事を言う。それともルタ流の冗じよう談だんだったのだろうか。だったら師匠として乗るべきだっただろうか。しまった、ノリの悪い師匠と思われただろうか。慌あわててルタを窺うかがうと、何故なぜかほっとした顔をしていた。とりあえず、こっちもほっとする。何かは分からないけどルタが安あん堵どするなら私も嬉うれしいです。

「そうですね」

「十日後の次のお給料まではもちますよ」

　にこにこと笑い合って幸せな気分になっていたら、ルタがぴしりと動きを止めた。そして、片手で眉み間けんを押さえて俯うつむく。

「…………俺も寄付をしますから、ご自分の稼かせぎはご自身の為ために使ってください」

　師匠の出身地に寄付を申し出てくれる弟子。なんて出来た弟子なのだろう。ルタは素す晴ばらしくいい子だ。思わず涙なみだぐんでしまう。

「でも、大だい丈じよう夫ぶよ。いきなり大金が送られてきてびっくりさせてしまわないように、しっかり手紙も書きましたからね」

　身体の事を知っている先生達はとても心配してくれていたので、もう大丈夫だという事も伝えたかったのだ。

「手紙、ですか？」

「読みますか？」

「宜よろしいのですか？」

「ええ」

　別に読まれて困ることは書いていない。鞄かばんから取り出した手紙をルタに渡わたす。本を読み慣れているルタは文字を追うのが速い。すぐに読み終わるだろう。元よりそんなに長い手紙じゃない。余生の為に今まで貯めてきたけれどもう不要になったから、今までお世話になった分も含ふくめて是ぜ非ひそっちで活用してほしい。今まで本当にありがとうございました。そういう旨むねが伝わるよう書き連ねたのだけど、何故かルタは両手で顔を覆おおってしまっている。

「……師匠、差し出がましいようですが、書き直しを進言します」

「え？　どこか書き損じていたかしら？」

「いえ、相変わらず美しい書体です」

　ですがと、ルタは躊躇ためらいがちに口を開いた。

「まるで遺書です」

　あれぇ!?　慌てて手紙を読み直していたら、馬車が激しく揺れた。完全に油断していてルタの胸に頭ず突つきをかます。すぱぁんと開いた小窓から御者が中を覗きこむ。

「どうですか!?」

「今度こそうまい感じでいい雰ふん囲い気きになりましたか!?」

　隠す努力の一いつ切さいを最初から放ほう棄きしていた二人が期待に満ちた目で見たものは、思いっきり咽むせ込んでいるルタと、舌を嚙かんで悶もだえている私だった。




　大きな町は観光客でも栄えている。なんの観光かというと言わずもがな神しん殿でんだ。銀行の順番待ちの間、向かいのカフェでお茶を飲んでいた私達の前を観光客が笑いながら歩いていく。ひっきりなしに行き交かう観光客の中には子どもの手を引いている若わか夫ふう婦ふもいた。

「ねえ、お父さん。神殿には入れないの？」

「そうだね。神殿は外から見学させて頂くんだよ」

　子どもは不満を頰ほおで表現する。ぷくりと膨ふくれた頰が可愛かわいらしい。

「つまんなぁい。神しん城じようは中に入ってもいいのに、なんで？」

「神城は神様をお祀まつりしている場所だけど、神殿は王様のお住まいだからだよ。お前だって、家に沢たく山さんの人が入ってきたら困るだろ？」

「そうだけど、せっかく来たのに。王様は神様なの？」

「神様に一番近い御おん方かただよ。神城、神殿、議会、この三つがあるから世界は今日も平和なんだ。お前もそろそろ学校だからな。学校に入ったら一番に習うぞー」

　子どもの親は、ここぞとばかりに地上を成り立たせている三つの組織の説明を繰くり出していく。隙すきあらば子どもに学をつけさせようとする両親に、もう一度つまんないと膨れた子どもは、母親のスカートに抱だきついて歩きにくいと怒おこられていた。微笑ほほえましい光景を眺ながめていた視線を戻もどす。そこには、この世で一番神に近いルタがお茶を飲んでいる。ルタとまたこうして過ごせるなんて信じられないけれど現実だ。こんな日々が訪おとずれるなんて夢にも思わなかった。幸せだなぁと緩ゆるむ口元を放置して眺めていると、視線を上げたルタと目が合う。赤い瞳ひとみがふわりと細まった。どうしよう、幸せすぎて死ぬんじゃなかろうか。ルタがあんまりにも柔やわらかい雰囲気を出して笑ってくれるので、私もぽっくり予備軍に仲間入りしそうだ。

「師匠？」

「ふふ……幸せだなって思っているの」

　正直に答えると、ルタは一瞬目を瞠みはった。面めん食くらった顔も可愛い。更さらに幸せになりながら見み惚とれていると、ルタは初めて見るはにかむような顔で小さく呟つぶやいた。

「……俺もです」

　ぽっくり。

　駄だ目めだ。志半ば過ぎるここで逝いってしまうわけにはいかない。未練があり過ぎて亡霊になる予感しかしない。私は根こん性じようで生き返った。

「私の用事は銀行だけで終わりなのだけど、どうしましょうか。どこか行きたい場所はある？　本屋さんかしら？　何か欲しい物があったら言ってね。いま予定外に懐ふところがほこほこなの」

　ルタの助言を受けて貯金の半分を残したので懐は暖かい。ほっかほかだ。お店に並んでいるくらいなら大たい抵ていの物が買えてしまう。自信満々に胸を張れば、ルタはがっくりと項うな垂だれた。

「……師し匠しよう」

「はい？」

「今日は、俺に払はらわせてはくださいませんか」

　ルタは困ったように笑う。これも初めて見る顔だ。笑っているのに、何だかいつもより大人っぽく見える。不思議だ。まあ、勿もち論ろん胸は貫つらぬかれたが。

　懐に手を差しこんだルタを見て、持ち金対決をするのかなと思って私も財さい布ふに手をかける。でも、てっきり財布が出てくると思ったルタの懐からは、あの懐かい中ちゆう時計が出てきた。

「俺は隠かくしているつもりでしたが、師匠には気づかれていたのですね」

「ええ、だってずっと見ていたじゃない」

「流石さすが天てん界かいの技術です。千年間一度も止まらず空を見せてくれました」

　ルタと共に千年を過ごした時計。その時計を贈おくれたことが誇ほこらしい。何だか私も一いつ緒しよに過ごせたような気さえする。地上には存在しない物なので、ルタはすぐに蓋ふたを閉じて仕し舞まったけれど、次いで財布が出てくることはなかった。

「俺は、貴女あなたから沢山の物を頂きました。単純に物だけ見ても、この時計だけではなく生活面においてもです。それをお返ししたいのです」

「そんな必要は」

「師匠」

　私の言葉を遮さえぎったルタが知らない顔をする。まるで知らない人みたいだ。思わず背筋を正してしまう。昔から会計をしていると申し訳なさそうな顔ばかりしていたけど、師匠が弟で子しの面めん倒どうを見るのは当たり前のことだし、私はルタの物を買うのは好きだし、嬉しかった。テーブルからちょこんと胸から上を出していた小さなルタは、今は私より高い身長でまっすぐに私を見ている。緊きん張ちようで硬かたくなった掌てのひらに汗あせをかいてきた。やめて、ルタ。今の私は、いつもと違うあなたをちょっと知っただけでもぽっくり逝きそうになるぽっくり症しよう候こう群ぐんで……それはいつもか！

「お返しだけではなく、俺がそうしたいのです。俺はずっと、貴女に何かを贈りたかった。今日、その機会を頂けませんか？」

　どうしよう。凄すごくデートっぽい。いや、でも、真面目まじめなルタのことだ。純じゆん粋すいにお礼をしてくれるつもりなだけかもしれない。

「師匠？」

「よ、宜しくお願いします！」

　なんとも返事が出来ないでいると、ルタの瞳が悲しげに伏ふせられていく。慌あわてて承しよう諾だくすると、驚おどろいたようにぱっと開いた瞳がきらめき、今日一番の笑顔も輝かがやいた。

「ありがとうございます」

　奢おごってくれる側のルタがお礼を言ってくる。本当にルタは真面目だ。ずっと気にしていたのだろうか。こんなにも律りち義ぎで、まっすぐで、笑顔が可愛い弟子を持てた師匠は。

　ぽっくり。




　観光客が溢あふれ返る町だから、食事処どころには事欠かない。私達は、食べ損そこねた朝食兼けん昼食を、色々な出店を回って食べることにした。そういえば、昔のルタは食べ歩きが酷ひどく下手だった。というより、お皿に載のっていない食事が出来なかった。上品じゃないから別に出来なくてもいいのだけど、今ではそつなく腸ちよう詰づめ肉薄うす皮かわ巻きを食べている姿を見ると、成長したなぁと感かん慨がい深い思いが湧わき上がる。天界はあちこちの雲の上に出で掛かけて食事をする人が多くいたから、食べ歩きできる軽食が多かったのだ。

　一緒に過ごした痕こん跡せきをルタに見つける度たび、嬉うれしくなると同時に、少しだけ、苦しかった。

　お爺じいちゃんから貰もらった冊子は、それいけやれいけの余計な助言文以外は意外にも役立った。この雑貨屋さんが面おも白しろい、この本屋さんは品しな揃ぞろえが渋しぶい、この薬局は湿しつ布ぷ薬が豊富。意図せずして、お爺ちゃん達行きつけの薬局を知ってしまった。

　いろんな店をひやかして、次はどこに行こうと二人で冊子を覗のぞきこむ。その姿を観光客と勘かん違ちがいしたのか、催もよおし物のチラシを配っていたお姉さんが声をかけてくれた。まあ、千年間外に出ていないルタと、田舎いなか者ものの私。ほとんど観光客と変わらない。

「教会で色々と催し物やってますよ」

「教会、ですか」

　不意打ちで聞いてしまった名前に、思わず声に感情が滲にじみ出た。喧けん噪そうの中では大した棘とげにはならなかったけれど、ルタの視線が首筋を焦こがす。

「ええ、ここは神城とは真逆の位置にある代わりに、他ほかではちょっと見られないくらい大きな教会がありますから。いつもは一いつ般ぱん入場が禁止されている区画も開放されて、色々やっているみたいですよ。恋こい人びとさん限定催しもあるみたいだから、是ぜ非ひ行ってみてください！」

　お姉さんの言葉に、他の観光客も集まってきた。彼らが教会への道を教えてもらっている間に、私は足を引いてその輪を抜ぬけ出す。気づいたのはルタだけだ。いや、他の人も気づいていたかもしれないけどどうでもいいことだろう。ルタだけ気づいてくれたらいいことなので別にいいけれど、ルタにだけは気づかれたくなかったような気もする。

　人ごみを縫ぬって避よけている内に、大通りから何本か外れた道沿いの公園に辿たどりついた。

「師匠」

　追ってきたルタに呼ばれて、一いつ拍ぱく空ける。

「──なんですか、ルタ」

　声に余計なものが混ざらないよう愛いとおしさだけで満たす。あなたが好きよ、ルタ。あなたが大好き、あなたが愛おしい。そんなものだけを世界に放ちたい。なのに、ルタは私の奥を見つけようとする。私がルタの奥を知りたがったように。知らなかったことを悔くいたように、瞳の奥を探さぐってくる。

「ルタ、次はどこに行きましょうか。結構いろいろ回ったし、どこかで休きゆう憩けいしましょうか。それとも、もう帰っちゃいましょうか。それなら皆みんなへのお土産みやげを。ローリヤ達からは注文を受けていて、そうだ、そのお店のお菓か子し凄すごく美味おいしかったので、明日のおやつに」

「師匠」

　瞳が追ってくる。ルタが追ってくるのに、振ふり払って逃にげるなんてできない。そして、したくない。でも、言いたくないなぁ。知られたくないなぁ。

　師匠として、凜りんとしていたい。アセビとして、綺き麗れいな感情だけをあなたに見せたい。

　だけどきっと、それは歪いびつなことだ。ただでさえ歪な私という形が更に歪ゆがんでいくだろう。歪んだ関係が紡つむぎだした結末を知っているのに、またその綻ほころびを見てみぬふりするのは愚おろかだ。

　横よこ髪がみに編み込まれた髪かみ飾かざりが視界の端はしで揺ゆれる。これはローリヤがつけてくれたものだ。背を押してくれた友達がいる。昔、天の空で生きた私にはルタだけだった。ルタだけの為ために生きて、ルタだけの前で美しく在れればよかった。長く生きても所しよ詮せんその程度の存在だ。

　でも今は、たった十七年と少しなのに、随ずい分ぶんといろんなものを見た気がする。じりじりと焦げつく胸の痛みを無視して、息を吐はく。どれだけ生きても、どんな経験をしても、曝さらけ出すという行こう為いはいつまで経たっても恐おそろしいものだ。

「ごめんね、ルタ。私、一度も教会で祈いのったことはないの」

　ルタは驚かなかった。一歩近づいてきたルタを見上げる。赤い瞳ひとみは、酷く静かだ。

「人間の神は、お嫌きらいですか？」

　答えに予想がついているのだろう問いを受けて、私の口角が上がっていく。笑っているような気がするけれど、私はいま、どんな顔をしているのだろう。

「大嫌い」

　赤は、静かに伏せられた。







　幼い子どもの甲かん高だかい声が聞こえる。

『いんちょーせんせ。アセビっておかしいのよ。神さまにお祈りしたくないっていうの』

　養護院は教会に隣りん接せつされていた。毎週行われる祈りの日に参加しない私に、院長先生も神父さんもとても困っていたのを知っている。優やさしく、時に厳しく諭さとされても、頑がんとして祈らない私という子どもは、さぞかし異質だっただろう。

　ある日院長先生は、私を抱だきしめて言った。

『ここにくる子どもの中には、そんな運命を与あたえた神様を信じないと言う子がいます。けれど、アセビ。何故なぜかしら。あなたは、そう叫さけぶ子ども達とは違って見えるの』

　だって、院長先生。私の神はただ一人なのです。全すべての天てん人じんの祖であるあの御おん方かただけが、私の神なんです。これは信しん仰こうではない。天人にとって神とは信仰するものではなかった。神とは、敬愛すべき祖であった。尽つくすのは忠義ではなく、信愛だった。そんな形で神と関かかわってきた天人が、人間の神を崇あがめ奉たてまつることがどうしてできるだろう。

　最も早はや失なくした天神であっても、この身が既すでに天のものではないのだとしても、それでも。

　どうしても、人間の神に祈ることは、出来なかった。







　憎にくむことは疲つかれた。憎ぞう悪おの結果、この子を巻き込んだことをずっと後こう悔かいしている。それでも、天てん界かいと人間界の業ごうを全てルタ一人に背負わせた人間の神に対して、思う所がないまま過ごすというのは難しかった。

「師し匠しようは、俺が憎くはないのでしょうか」

「大好きよ」

「…………どうも」

　即そく答とうしてしまった。ここはもっと溜ためるべきだった気がするけれど、飛び出した言葉はひっこめられない。仕方がない。事実だ。

「ルタこそ、私が恐ろしくはないの」

「恐ろしいです」

　即答されてしまった。もうちょっと溜めてくれたら心の準備が出来た気がするけれど、どっちにしても受ける衝しよう撃げきは変わらない。仕方がない。事実だ。

　身体からだにどっと押し寄せるこの感覚は知っている。復ふく讐しゆうを果たした後と似ていた。無む尽じん蔵ぞうの活力を生み出した憎悪が去った後は、全てが燃やし尽くされて何も残ってはいなかった。空っぽの身体と心に、疲ひ労ろう感かんに似た虚きよ無むが伸のし掛かかって、身体は酷く重たかった。あの時はしばらく動けなくなった。温かい記き憶おくだけが溢れる家から一歩も出ずに、空っぽの心を持て余した。

　けれどいま、私は立っている。立って、思考は留とどまらずに巡めぐっていた。仕方がない。これは仕方がないことだと、飲み込もうとしている。だって、あれだけ世界の全てだったルタを失おうとしている心の中は、まだ空っぽじゃない。得たものがある。どうせ終わるからと走り抜けた人生の中で得たものは、昔失った温かいものによく似ていた。ルタだけだ、ルタだけなのだと言い切ることは、いつの間にかできなくなっていた。

　ずくずくと痛む胸を押さえ込む。ローリヤ、やっぱり難しいね。言いたくないことを伝えようと頑張っても、やっぱり無様な真似まねは晒さらしたくないと、ちっぽけな誇ほこりが泣き叫ぶ。

「師匠、俺は、貴女あなたが何より恐ろしい」

「…………ええ」

　大だい丈じよう夫ぶ、ルタ。ちゃんと立っているから、ちゃんと聞いてみせるから、全部言って。あなたが言おうと決めたことなら、私は、どれだけ聞きたくないことでも逃げださないから。

　ルタは、また一歩近づいた。

「貴女を失うのが何より恐ろしいのです」

　ちょっと、予想していた言葉とは違った。いや、だいぶ。拒きよ絶ぜつの言葉に身構えていた心が呆ほうける。呆けている場合ではないけれど、飲み込むのに一拍を要した。

「貴女は、師であると俺に打ち明けてから変わってしまいました。他の人間の前では変わらないのに、俺の前では口調もあまり崩くずしてはくださらない。ご自分の気持ちを、伝えてはくださらない。……仇あだの息子むすこである俺が、やはり憎くなったのではないのですか？　貴女を殺した仇そのものの俺が憎いのでは、恐ろしくなったのではと思うと、恐ろしくてならないのです。……俺は、貴女を愛しています。けれど、貴女が俺を憎むのなら、それでも、いい、と。貴女が俺を好いてはくださらなくても、傍そばにいてくださるのなら、貴女を失わなくてよいのなら、もう、それだけで」

「な、んで、そんな。私、あなたが憎かったことは一度もないわ。恐ろしかったことだって、一度も。私、あなたを愛しているし、大好きですし、ちゃんとお付き合いしたいなと思って確かく認にんというか告白をしようと思って、今日、ここにいるんですよ!?　あなたが恋こいしいから傍にいたいけれど、あなたがそうじゃないのに断れなかったらどうしようとか悩なやんでいたのに、その間、ルタは私に憎まれていると思っていたの!?」

　大体、口調が変わったと言うならルタだってそうではないか。

「ル、ルタだって、私にちっともうるさいって言ってくれなくなったじゃない！」

「……言ってほしかったのですか？」

「……言われてみると、別にそうでもないですね」

　そして我われに返ってみると、告白しようも何も、もうしてしまったような気がする。室内ではないここで木こ枯がらしの本領発揮だ。

「ちょ、ちょっと待ってください」

「……はい、師匠」

　整理する時間が欲しい。二人で黙だまりこくって数秒、口元を押さえて視線を逸そらしたのは同時だった。…………つまり、両りよう想おもいということでいいのだろうか。お互たがいにある負い目が絡からまっているけど、それを剝はいでみるとそういう事という結論で、大丈夫、ですか？

「ルタ、私、皆みんなみたいに、綺き麗れいに、愛せないかもしれない。だから、その……嫌いやだったら、遠えん慮りよなく弾はじいてください。それを踏ふまえて言います。ルタ、私と」

「俺と交際してください、師匠」

　台詞せりふ取られた。

「そして、どうかこの先も共にいてください。貴女と共に在れる伴はん侶りよに、俺を選んでください。俺は、貴女と生きたい。貴女の隣となりで生きる時を許されたいのです」

　よかった、勘かん違ちがいじゃなかった。付き合っているかどうか分からなくてもだもだしている間に、ルタに凄すさまじい勘違いをさせていたことは反省しよう。ルタの態度が変わった、気持ちが分からないと思っていたけれど、よく考えれば私だって同じだったのだ。

　これからは、そんなことがないように心がけよう。……これから。これからを過ごせるのだ。ルタと、これから過ごせることがどれだけの奇き跡せきか、私は知っている。

　そして、その奇跡を得たことで、私は気づいてしまった。いや、ずっと気づいていた。分かっていたのに、見てみぬふりをしていたのだ。ごめん、ルタ。私は、とても、醜みにくい。

「ルタ、私、たぶん、凄すごく面めん倒どうだと、思う。し、嫉しつ妬ととか、しちゃうかも、しれない」

「俺は常にしていますが」

「怒おこったり、文句、言ったり、しちゃうと、思う」

「素す敵てきですね」

「見み栄え張って、う、噓うそだって、つくかも、しれない」

「楽しみです」

「い、いっぱい、泣くかも、しれない」

　愛いとおしいのだ。どれだけ縺もつれても、どれだけこじれても、どれだけ面倒な縁えんであろうと、この子が、ルタが、恋しいのだ。

「し、師匠」

　ルタが狼狽うろたえている。弟で子しを狼狽えさせるなんて師匠失格だ。分かっている。分かっているけれど、どうかもう少しだけ待って。

　欠けた歯車みたいにがくがくと動いていた心が、ルタの前で涙なみだを流すたびにくるくると回っていく。私の心はきっと、一度壊こわれている。憎悪がこの身を焼いた時、今までの温かい物を燃やし尽くして力とした。だから、憎悪が終わった時、私は壊れたのだ。

　壊れて空っぽだったそこに愛おしさが広がった。そして、愛おしさに後押しされるようにぽつぽつと感情が戻もどってきた。けれど、自分が戻したくないと思った感情は無理やり押し込めてきたから、それらは酷ひどくでこぼこだった。ルタの目に映る自分は綺麗でいたかった。醜い感情を持たず、温かいものだけで構成された自分でありたかった。

　比重がおかしくて、心が回る度たびに、がくん、がくんと、奇き妙みような動きで回る。憎むことに疲れて、人にん間げん神しんへの嫌けん悪おを見てみぬふりをした。負の感情を押し込めて、明るいものだけ見ようとした。この世が美しいものだけで構成されていない以上、醜いものはそこかしこにあったのに、私はそれらが見えないふりをした。見えなければ、気づかなければ、醜い感情を抱かかえなくていいのだと、抱えなければ、ルタにそんな自分を見せなくていいと、思ったのだ。

　そうして出来上がったものが歪いびつでないはずがない。愛とは尊いものである。だから恐おそれずに全力でぶつかれた。少し仄ほの暗ぐらい面に向かいそうになっても、愛で誤ご魔ま化かした。私はルタを生きる意味にした。そうして、憎ぞう悪おに飲まれた醜い自分を作り直したのだ。

　そうだ。私は、こんなにも出来の悪い、卑ひ怯きような師匠だった。

　でも、伝えなければ。だって、こんな私と一いつ緒しよに生きたいと言ってくれる人がいるのだ。それがルタなのだから、もう隠かくしてしまえない。これ以上、卑怯になるわけにはいかない。一緒に生きたいと言ってくれた人に、醜い自分を教えずに押し付けるのは、酷い詐さ欺ぎだ。

　泣きじゃくりながら話す、酷く聞きづらい言葉を、ルタは一つ一つ拾ってくれた。私が立ち尽つくしたまま泣きじゃくるから、ルタは視線を合わせようと膝ひざをついて両手を握にぎっている。

「ごめ、なさい。ごめんなさい、ごめんなさっ……」

「どうして謝るのですか？　つまり俺は、これからもっと色々な師し匠しようを見られるということですね。楽しみです」

「ごめ、なさ……私はっ」

「それを言うなら俺のほうが…………知られると師匠が逃にげていきそうな気がします」

　ルタはちょっと目を逸らして呟つぶやいた。

　私の涙が止まった頃ころ、ルタはようやく立ち上がった。膝の汚よごれをそのままに、私にハンカチを渡わたしてくれる。私も持っているけれど、ありがたく受け取って涙まみれの瞳ひとみを覆おおう。

「……ルタの器うつわの大きさは、凄いわ」

「俺をそう育ててくださった師匠が凄いのですよ」

　さらりと師を立てるルタの凄さは留まるところを知らないようだ。洟はなを啜すすってハンカチを目から離はなすと、穏おだやかに微笑ほほえむルタがいる。

「これから宜よろしくお願いします、師匠」

　これから。そうこれから、ルタと生きるのだ。汚きたない感情だって見せて、醜い想いだって吐と露ろして、その上で繫つながった絆きずなを頼たよりに。両親がそうやって繫がって家族となったように、私もそうやって生きられるだろうか。

「こ、これから宜しくお願いします、ルタ。そ、その……とりあえず、手を、繫ぎませんか」

　さっきまで握ってくれていた手は、温ぬくもりが離れてしまうと小さな風すら冷たく感じる。何だかとても寂さびしくなって、我が儘ままなのか甘えなのか分からない要望を出してしまった。たぶん、私の顔は真っ赤になっている。さっきまでずっと繫いでくれていたはずなのに、ルタは躊躇ためらうように視線を泳がした。

「し、失礼します」

　そう言って、そっと手を繫いでくれたルタの耳も、赤かった。




　結局後半は、手を繫いで立ち尽くすだけで終わってしまったけれど、今まで繫いだことがなかったのかと自分でもびっくりするほど心臓が忙いそがしかった。馬車まで戻った私達が手を繫いでいたからか、お互いの顔が赤かったからか、帰りの馬車はほとんど揺ゆれを感じなかった。最初からそうしてほしかった気がする。でも、馬車で並んで座っていると、ルタが「師匠、何か我が儘言ってください」だの「何かねだってください」だの、無む茶ちやぶりしてきて困った。あまりに何度も言うので「無理です、ルタの馬ば鹿かー！」と罵ののしってしまった。はっと気づいて自分の口元を覆ったけれどもう遅おそい。一度飛び出した言葉は戻らないのだ。弟子を罵るなんて私は何てことをと青あお褪ざめたけれど、まさか今まで見たこともない笑顔で「はい、師匠」と肯こう定ていしてくるとは思わなかった。そしてお土産みやげは買い忘れた。どうしよう。




　そんなこんなで、行きより断然早く辿たどりついたような気がする神しん殿でんの門をくぐったら、何だか中が騒さわがしい。耳を澄すませていたルタが舌打ちして、その顔から表情が消える。

「師匠、少々厄やつ介かい事ですが、お気になさらないでください」

「え？」

　この神殿内での厄介事なんて、どこからともなく聞こえてくる雰ふん囲い気きある音楽だけだと思っていた。けれど、よく見ると奥に沢たく山さんの人が見える。神官に、側近、老臣、ローリヤや室長もいた。そして、いつもは数が少ない神しん城じよう官かんに議員まで揃そろっている。ゲルハードに議長、カミアの姿もあった。しかし、遠目に見ても立ち位置がおかしい。議長と神官達と対面する形でゲルハードと神城官達が立っている。いつもはもっと、あまり位置を気にせずわちゃわちゃ交ざっているのに。

　私達に誰だれより早く気づいたのは、泣きだしそうな顔で両者を交こう互ごに見ていたカミアだった。ぐしゃりと顔を歪ゆがませ、両手を広げて走り寄ってくる。大好きなルタの姿に一いつ瞬しゆん怯ひるみ、ぐっと堪こらえて鼻水を啜り、一礼した姿は立派だった。けれどその顔もすぐに崩くずれ、べしゃべしゃになって両手を広げる。

「アゼビぃ……」

「はい、アセビでございます」

　抱だき上げてずるずるになった顔を拭ふいてやっている間に、神城官達は走らないまでも早足で近寄ってきた。だが、その間に老臣と側近が立ち塞ふさがる。

「控ひかえろ、神しん城じようよ！　王の道を塞ぐなど、あまりに無礼ではないか！」

　お爺じいちゃん達の聞いたこともない強い声こわ音ねに驚おどろく。天てん井じようの高い吹ふき抜ぬけにびりびりと声が駆かけ抜けていく。しかしそれを叩たたきつけられた相手は怯まなかった。神城官は悲痛な声で叫さけぶ。

「王よ、どうか正気にお戻りください。王の伴侶は我われらが悲願。ですが、よりにもよって天てん人じんなど、神は許されませぬぞ！」

　議長が神城官の前に場所を移動する。垂れ目がちな瞳は普ふ段だんの柔やわらかさを消し去るほど強い光を放ち、声の張りはちっとも変わらずぱんっと響ひびく。

「神城官よ、ここは神殿だ。地上を統とう括かつする我々議会とすら一線を引く、不ふ可か侵しんの場所であることを忘れるな！」

「そのようなことは百も承知だ！　だが、神官が王を御お諫いさめせぬと言うのならば、我らが出てくるより他に致いたし方あるまい！」

　知らない神城官も一歩も引かず、言い切った。そして上品な衣服を翻ひるがえして私を睨にらみ付ける。ぎらぎらと燃え上がる炎ほのおは、憎悪の色をしていた。その視線との間に老臣が滑すべり込む。肉の落ちた背中が何倍も大きく見えた。

「黙だまれ、神城官。ここは神殿ぞ！　その昔、王の幸福だけを願い、その為ためだけに在れと定められたこの神殿に仕える我ら神官の前で、よくもそのような口が利きけたものだな！　我らは王の為だけにある。ここは神殿だ！　神の御み心こころも、人間の切望も与あずかり知らぬこと！　嘗かつて、その為に全すべてを懸かけてくださった王の御心だけをお守りするが我らの務めだ！」

「これは神しん託たくぞ！」

「たとえそうであっても、遥はるか昔より我らに自治を御認めくださった以上、我ら議会の規則を蔑ないがしろにされては困る。神殿内で王の御心に反するなど、議会は断固として許さん！」

　ルタは天人であると同時に、最も人間神に近しい人間側の存在だ。けれど私は、嘗ての人間達が滅ほろぼしたはずの天人の心を持っている。だからどうしたと言えばそれまでなのだろうけど、神自ら神託を下したとなると、よっぽど私がお気に召めさないようだ。大だい丈じよう夫ぶです、人間神。私もあなたが嫌きらいです。もしかすると、今まで一度も祈いのらなかったから人間神に見つからなかったのかなと吞のん気きに考えられるくらい、動どう揺ようはしなかった。

　ルタは私と繫いだ手を持ち上げて、神城官の前に見せつけた。どうです、ラブラブですよ。

「俺は、この御方と添そい遂とげられないのならば野に下る。そうして二人で生き、二人で滅びよう。神の御心に従わぬならば、最も早はや俺は人間に不要な王だろう……いや、既すでに俺がいなくとも世界は回る。ならばもう、留とどまる理由もない」

　ざわついた人々の中で、老臣達はすぐに腰こしを落とした。

「王よ、我々もお供致します。この身が朽くち果てるまでお仕えすると誓ちかっております故ゆえ」

「わりとすぐ朽ち果てるかもしれませぬが」

「そうすれば骨でついていきます故」

「お前の骨はぼろぼろじゃろ」

「お主だって歯がないくせに」

「わしゃ髪かみがある」

「ふさふさの骨になります故、どうぞお連れください、王よ」

　何だか違ちがう決意になった老臣の後ろに、側近達も膝をつく。その更さらに後ろには、室長やローリヤ、見知った顔がずらりと続いた。

「王の御心のままに」

　ここは神殿だ。王の為だけに建ち、王の為だけに廻めぐり、王の心のままに在り続ける場所。ルタがその心を失わず千年生きた場所。優やさしい、ルタの為だけの楽園。

「勘かん弁べんしてくれ。ただの神殿の移転じゃないか」

　議長は頭を抱かかえて唸うなった。お爺ちゃんはかっかっかと笑う。

「新居じゃ、新居。新しん婚こん夫ふう婦ふのための新居じゃ」

「屋根裏は広く取るんじゃぞ」

「ソファー設置してほしいのぉ」

「湿しつ布ぷも用意しておいてくれ。床ゆか下したにもじゃぞ」

　勝手に話が進んでいく。新居では整った屋根裏でムーディな音楽流す気満々だ。是ぜ非ひ考え直してください。

　ぶるぶると全身を震ふるわせて充じゆう血けつした目を見開く神城官達の服の意い匠しようは、いつも見ていたものより刺し繡しゆうが少ない。つまり、私が知っている彼より階級が下なのだ。それを窘たしなめないゲルハードが一歩進み出る。つまり、そういうことなのだろう。他ほかの神城官達を窘めない。眉まゆを顰ひそめもしない。酷ひどく静かで冷たい同意が、そこにはあった。

「大おじさま……」

　寄よ越こされたのはほんの一瞬の視線だけで、名を呼ぶどころか返答すら返らぬ事実に、カミアの小さな手が私の服をぎゅぅっと握にぎり締しめる。いつもの好こう々こう爺やとした雰囲気は鳴りを潜ひそめ、まるで氷のような色が、ゲルハードを初めて見る他人のように思わせた。

「身を引け、アセビ」

「……お断りします」

　私が、お嫌いでしたか？　いつから？　最初から？　私が元天人だから？　それとも、私が駄だ目めでしたか？

　誰かしらの反対を、排はい除じよを受けることは分かっていた。分かっていたけれど、見知った誰かからの激しい反対をちゃんと想像できていなかった自分に呆あきれる。カミアですら、私への嫌けん悪おを見つけられなかったから、余計に。でも。

　瞳ひとみを揺らさず、彼らを、ゲルハードを見る。若い神城官から、生意気なと舌打ちが聞こえた。それで揺ゆれる程度の想おもいなら、私は最初からルタを呼ばなかったのだ。
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「神はお前を御認めにはならない……お前は、世界の癌がんだ」

「認めてほしい存在の中に、人にん間げん神しんは最初から存在していません。そして、世界の許しも、必要としない」

　私はこの人の願いでは退ひけない。人間神の命令でだって、死ねない。私の故郷を失っても、失ったからこそ平然と回り続ける世界の許しすら、必要ではないのだ。

　ようやくまともに動き出した心の源は、今度こそ憎ぞう悪おではない。全てを燃やし尽つくす力ではなく、育はぐくまれる力を基もとに動く心でようやく生きていけるのだ。嘗て両親が生きていたあの頃ころのような心で、もう一度生きてみたい。そんな温かい心でルタを愛したい。許してほしい人からの許しも、幸せになるために頑がん張ばれという願いも、既に貰もらっているのだから。

　だから、私は引けない。我が儘ままを押し通すために戦う力を、最も愛いとしい人から貰えた。だから、引かない。引きたくない。

　怒いかりで顔を真っ赤にしていた神しん城じよう官かん達から、ふっと力が抜ぬける。全員表情を取り繕つくろい、ゲルハードに一礼して列をなす。嫌いやな冷静さだ。

「私もまだ幼かった頃、子どもに会った」

「そう、仰おつしやっていましたね」

「小さな少女だった。彼女はきっと寂さびしかった……ずっと、寂しかったのだ」

　ゲルハードの腕うでが持ち上がり、私の横を指す。自分の意思で持ち上げたにしては、やけに歪いびつな動きで腕が上がっていく。王を指さすなど気でも触ふれたかといきり立った人々の声が聞こえる。けれど、私はそれよりも気になる事があった。

　ルタの手から力が抜ける。絡からまっていた指が私の指を撫なでながら滑すべり落ちていく。

「…………ルタ？」

　繫つないでいた手が開き、何かが形作られていく様子を縫ぬいとめられたように見続ける。

　そうして現れたのは。

「ル、タ」

　私の胸を貫つらぬくその剣けんは、成長に合わせて大きくしていったルタの。




　反射的に滑り落としたカミアは、強したたかに打ち付けたお尻しりの痛みに泣かなかった。強いね、いい子だねと言ってあげたかったのに、代わりに溢あふれた血がごぼりと迫せり上がってくる。

「ル、タ」

　せめてこれ以上貫かれないようにと刀身を握ったところで、素す手でではどうしようもない。鈍にぶい音と共に体内を刀身が通り、掌てのひらが切れていく。は、は、と、薄うすく微かすかな呼吸しかできない。薄い息を吐はいた瞬しゆん間かんに激痛が走り、吸った瞬間に意識がぶれる。

「ルタ」

　必死に上げた顔で見上げた瞳は色を失い、塗ぬり潰つぶされていた。濁にごった瞳の中には、向き合っているはずの私すら映っていない。ルタじゃない。これは、ルタじゃない。

「お前、人間神かっ……！」

　血を吐きながら手を伸のばすも、更に剣を差しこまれて反射的に身体からだが折れる。前まえ屈かがみになっても抜け出せるはずはない。薄く滑なめらかな刀身が滑り込んでいくはずなのに、鈍どん器きで殴なぐられたみたいな衝しよう撃げきで抉えぐりこまれる。身体が痛みで砕くだけ散ったみたいだ。境界が分からなくなると同時に、臓器から血が迫り上がってきて呼吸を塞ふさぐ。

「ア、セビ……いやぁあああああああ！」

　駆かけ出したローリヤの絶ぜつ叫きようで世界が動き始めた。人間神の眼球がぐるりと声の持ち主を捉とらえる。ローリヤ、駄目だよと焦あせったけれど、ガラムが押さえてくれてほっとした。

「王よ、一体何を！」

　私を貫く剣を握る腕を摑つかんだ議長が、腕を振り抜く動作だけで吹ふき飛ばされた。その動作で剣が抜けていく。初めてじゃないけれど、やっぱりとても不快だ。肉を滑っていく刃は物ものの感かん触しよくが、酷く気持ちが悪い。血を撒まき散らしながら傾かたむいた身体を、膝ひざを床ゆかに叩たたきつけることで支える。倒たおれたら立てなくなると分かっていた。

「アセ、ビ……アセビ」

　うわごとのように私を呼ぶカミアの顔にも血が飛び散っている。拭ぬぐってあげなければ。応こたえてあげなければ。でも、身体から熱が逃にげていく。胸を押さえて浅い呼吸を繰くり返す。傷口は熱いのに、背中も手足もどんどん冷えていく。薄い呼吸を零こぼす度たびに、熱が失われていく。傷口だけは熱くて、はっきりと形は分からないのに、穴が空いていることだけはやけにはっきり分かった。身体の中に蓄たくわえられていた私の命が急速に流れ出ていく。でも、急所は外れている。急所だったならばもう絶命しているだろう。あの時のように。

「王様！」

　走り寄ってくる人々を、血の塊かたまりを握り潰したような掌を開いて制止する。

「ちか、づく、な。ルタじゃ、ない」

　掌に力を溜ためて傷口を強く押さえこむ。少しとはいえ、天てん人じんの要素が戻もどっていてよかった。治せるほどの力は戻っていないけれど、時間稼かせぎくらいは出来るはずだ。この身体になってから何がどれほどできるのか試ためしておけばよかった。そして、刺さされているとき、剣が抜かれる前に行動しておくべきだったのに。判断も行動も鈍っている。前世でさえ、戦場を離はなれて百年以上経たっていた。鈍るはずだ。いまルタとの間には三歩分の距きよ離りがある。駄目だ、届かない。

　血で泡あわ立だつ口内の物を全部飲み込む。飲み込んでも意味なんてないけれど、少しでも体内に戻したかった。せめて、もう少し持つように。

「人間、如ごときに、創つくり、出された、分際で、天人の魂たましいを、持つ、私に、無礼が、過ぎるぞ、人間神。貴様如き、下等な存在では、私を視界に入れることすら、伺うかがいを以もつて、叶かなえられるというのに」

　もっと流りゆう暢ちように喋しやべりたい。もう一度血を飲み込み、喉のどを潤うるおす。痛いのか熱いのか、痺しびれているのか震ふるえているのか分からない。目が霞かすむ。でも喉なら動く。声なら、出せる。

「どうした、人間神。天人である私を見下ろすなど、許されるとでも思っているのか？　跪ひざまずけ、床に這はいつくばれ。翼つばさを持たぬ人間如きが、天上を統すべる我われら天人に逆らうとでも？」

　人間神は若い神だ。上位天人より後に生まれたほどの若神である。その上、存在したばかりで上位神である天てん界かいの神を弑しいした。他ほかに神の存在しないこの世界で、幼神はただ一度の勝利で大切に大切に人間に祀まつられてきた。だからきっと、青い。

　一歩、ルタの身体が進む。そうだ、来い。近づけ。煽あおられて、こっちに来い。

「死に損ぞこないの天人如きが！　下等生物は貴様だ！」

　そっちじゃない。別のほうが煽られた。いきり立つ神城官を横目で確かく認にんして傷口を押さえる手に力を籠こめる。お願いだからこっちに来ないで。その人達を来させないで。そっちにまで回す力は残っていない。頭も、あまり回らない。

　人間を侮ぶ辱じよくする言葉を吐いている私を、皆みんなは軽けい蔑べつしただろうか。皆の瞳ひとみを確認するのが怖こわい自分に苦く笑しようする。ルタだけいればよかったはずなのに、私は随ずい分ぶん欲よく張ばりになったものだ。せめて生きていてくれるならそれでよかったはずなのに、嫌きらわれたくないなんて、まるで昔みたいな感情が。両親が生きていた頃の私みたいな感情が、今になって戻ってくるなんて。

「ぐっ」

　鈍い声に視線を向けると、随身の一人が神城官の首に手刀を叩きこんだ瞬間だった。走り出そうとした体勢のまま、ガラムに抱かかえ込まれているローリヤと目が合う。ガラムとも、室長とも、窓まど枠わくを乗り越こえて行ったお姉さんとも、お爺じいちゃん達とも、神官達とも、カミアとも議長とも。皆と、目が合った。

　そこに嫌けん悪おはない。瞳が案じている。今にも泣き出しそうなほどに、私達を案じている。こっちこそ泣きそうだ。ぐっと唇くちびるを嚙かみ締しめて、口角を吊つり上げる。どう？　腹の立つ顔をしているでしょう？　ローリヤは、私と同じように浮うかべてくれた悪い顔でぐしゃりと泣いた。

　私、あなた達が滅ほろぼした傲ごう慢まんな天人だから、幾いくらでも、こんな顔できるのよ。戦場で、あちこちで、こんな顔をした同どう胞ほうを見てきた。あの時は特に好ましいとは思わなかったけれど、今はとても感謝している。力に驕おごり、下等生物を見下し、虫けらを嘲あざける顔を作れるから。

　ゆらりとルタの背後に人の姿が浮かび上がる。長い金きん髪ぱつが溢れだし、水の中のようにたゆたう。すらりと伸びた手足に、しなやかなくびれ。豊かな身体を彩いろどるなめらかな肌はだ。

　女め神がみだったのか。だったら、煽り方も変わってくる。声こわ音ねを粘ねん着ちやく質しつに、甘ったるく、色を絡ませて。血を、飲み込む。声帯を無理やり震わせ、粘ねばつかせる。

「随分とご執しゆう心しんのようだけど、お気に入りかしら？　だけど、ごめんなさいね。それ、私のなの。千年前からずっと、私のよ」

　最高の煽りでしょう？

　さっきまでの無理やり作り上げた表情じゃないのに、酷ひどい顔をしていると自分でも分かる。帰せ。その子は、私と生きると約束してくれた大切な、愛いとおしい人なのだから。

　まるで羽のように女神の髪かみが広がっていく。腕を身体を絡ませて、ルタに押し付ける。

　ルタの身体は、操あやつり人形のように一歩、前に。

　立て、動け、踏ふみ込め！　自分を殴りつけるように叱しつ咤たする。床を蹴けって跳はねあがり、指を揃そろえて腕を引く。長ちよう剣けんだったのは幸いだった。懐ふところに入ってしまえば切っ先が遠い。私は、操り人形のように振ふり上げたルタの腕をくぐり、力を纏まとわせた掌をその胸に突つき刺した。

　弾はじかれる前に必死にルタの中を駆け巡めぐる。どこかに神がいるのだ。ルタの中のどこかに入り込んだ神さえ弾き出せば、ルタが主導権を握にぎることができるはずだ。意識が飛びかけて、必死に繫つなぎとめる。ここで離されると、もう距離を詰つめられない。早く、早く、ルタを、早く。

　必死にルタの中を巡っていた私は、ルタの中に神を見つけた。

　女神は確かにそこにいた。悠ゆう々ゆうと、微笑ほほえみさえ浮かべて、そこに。

「う、そ」

　ルタの、魂の中に、混ざって。




　気が付くべきだった。ルタは神に愛された神み子こだ。神愛は執しゆう着ちやくとなる。人にん間げん神しんは天神を弑し、天界を滅ぼす為ためだけに生み出された神だ。豊ほう穣じようも、雨あま乞ごいも、縁えん結むすびでさえ無縁の存在である。天界を堕おとした人間神は丁てい寧ねいに祀られながら長い眠ねむりについていたはずだった。それは強制力のあるものではなかったはずだから、目覚めようと思えばいつでも目覚められたはずだ。だが、彼女はそうしなかった。だって、人間によって生み出された彼女は、既すでにその役目を終えている。人間が彼女に齎もたらすものは感謝だけで、為なすべきことは最も早はやないのだ。

　彼女は眠っていた。恐おそらく、ルタの中で。ルタは、この神によって魂を作り替かえられ、天人となったのだ。止まっていたルタの心が動き出したから、眠っていた人間神も目覚めてしまったのかもしれない。そして、私が現れた。彼女が存在する唯ゆい一いつの理由であり、既に完かん遂すいしたはずの役目で滅ぼしたはずの天人である私が現れてしまったのだ。彼女は、完全に目覚めた。

　繫がっているからこそ、動どう揺ようはすぐに見み抜ぬかれた。腕を摑まれて無理やり引き抜かれる。そして、まるでやり返すかのようにルタの手が私の胸に突き刺さった。躊躇ためらいがちに繫いでくれていた優やさしい手が、私を貫つらぬく。

「う、ぁ……」

　何かが摑まれている。女神が、ルタの顔で笑った。

「まさか、それっ──」

　最後は言葉にならなかった。絶叫を上げたのに、音にすらならなかったかもしれない。

　ルタが埋うめ込んだ羽が私の中から引きずり出される。ぶちぶちと何かが引き千切れ、繫がっていた命が砕くだけていく。ローリヤが私の名前を絶叫する。皆が走り出してルタの一ひと振ふりに弾かれていく。助けたいのに、勝手に使われるルタの身体からだを止めたいのに、動けない。床ゆかに叩きつけられた身体は、どれだけ歯を食い縛しばっても力が入らなかった。

　自分が流す血の海で溺おぼれている私を見下ろして、ルタが、いや、女神が笑っている。くすくすと、風のような美しい声を流し、私を嘲あざ笑わらっている。

「その、笑い方……」

　その笑い方を、私は知っていた。

「傲慢な、天人、そのもの、よ」

　今度は煽っているわけではなく、思ったことをそのまま言っただけだった。けれど、今までで一番効果があったようだ。女神の顔が憤ふん怒ぬに染まる。

「アセビ、君は王の為に生きた。王の願いの為ならば死すら厭いとわぬ君のような生き方があるのだと、初めて知ったよ。その点だけは、君に感謝している」

　血の海で溺れる私を見下ろすゲルハードの瞳には、興奮も悲ひ哀あいも、怒いかりどころか憎ぞう悪おによる熱すら存在しない。酷く普ふ段だん通りの、穏おだやかな炎ほのおが灯ともっている。

「君さえいなければ私はこのような生き方があるとは知らずに生きただろう。我ら神しん城じよう官かんは、長らく得られなかった答えを得た。我々はようやく見つけたのだ。これこそが、我ら神城官が長きに亘わたり餓かつえていた人間神様へ捧ささげる信しん仰こうの形である。アセビよ、無む惨ざんな死を憎にくむなら、途と切ぎれる願いを呪のろうなら、一度の生で諦あきらめきれなかった己おのれの強ごう欲よくを恨うらむがいい。神しん殿でんが王の為だけの楽園であるのなら、神しん城じようは人間神だけの楽園だ。我々神城官は、我ら人間の願いに唯一応こたえてくださったあの御おん方かたの願いを優先する。議会より、人より……王よりも」

　ゲルハードは大きく腕を広げた。

「神城官は人間神の御おん為ために、王の願いを砕く！」

　まるで天に宣言するように、世界に宣告する。

「人間は選ぶがいい！　人の為に生まれた我らが神と、人の願いによって人非あらざる存在となった我らが王、どちらと生きるかを！　我らが神と王の世界は既に別わかたれた！　双そう方ほうを掲かかげたままぬるま湯で生きることはもう出来ぬ！　さあ、選べ人間よ！　世界はこれより戦乱の世へと逆巻くぞ！」

　人間が割れる。嘗かつて天てん人じんを滅ぼして争いの収しゆう拾しゆうをつけた人間が、人間同士で二つに割れていく。ならば、終しゆう焉えんはどこに見つけ出せばいい。天人を滅ぼした人間が、今度は互たがいを滅ぼすのか。千年もの間、敵を持たなかった人間達は、隣りん人じんを敵として滅ぼし合うのか。嘗て天人により唐とう突とつに齎される死をあれほど憎悪した人間が、人間を殺すのか。

　動乱の未来を想像するより早く、私の前に影かげが落ちる。ルタの、人間神の腕がゆっくりと上がっていく。

「伯お父じ上うえ！　貴方あなたは王が笑ってくださるような世になればいいと仰おつしやっていたではないか！　あれは偽いつわりだったと申すか！」

「本心だとも。本当にそう願っていた。だがその結果、人間神一人が孤こ独どくのまま取り残されるなど、我われら神城官がどうして許せよう。彼女が救われぬというのなら、王も同じであるべきだ。そして、我らが神と王に破は滅めつを齎す者は、それ以上の血を流して絶えるべきだ。それが、我ら神城官の総意だ。人間神を嘆なげかせるものは、我らが全すべて排はい除じよする」

「気でも違ちがえたか、ゲルハード！　この世は人間神の為だけに存在するのではないのだぞ！」

「神城官は我らが神の為だけに存在すると、議長であるお前が知らなかったのかね？」

　ああ、嫌いやだな。他人ひと事ごとのようにそれを見上げながら、私が思ったのはそんな簡単な言葉だけだった。ルタに殺されるならそれでも構わなかったけれど、それ以外の理由でこの生から去らなければならないのは、凄すごく、嫌だ。振り下ろされる剣けんをぼんやりと見上げる。血を失い過ぎた。命を繫いでいた羽も引き剝はがされて、身体がまともに機能しない。せめて、最さい期ごまでルタを見ていよう。あの時もそうしたように、命が尽つきるその瞬しゆん間かんまで、ルタを愛していよう。

　そう決めて、瞬まばたきもせずに美しい青年を見上げた。なのに、最期が訪おとずれない。瞳ひとみを開いたまま見上げる私の顔に、私のものではない赤が散る。

「ル、タ」

　何が起こったか分からない。分かりたくない。けれど、どれだけ願っても、目の前の光景は変わらない。

「ルタっ！」

　私に振り下ろされるはずだった剣を、ルタが自分の腹に突き刺さしている。貫いた切っ先が背中から生えていて、どれだけの力を籠こめたかが分かった。

「なん、で、こんな、ルタっ」

「し、しょう。逃にげて、ください」

　食い縛った口くち端ばたから血を溢あふれさせたルタの眼めが一瞬ぶれる。その瞬間引き抜かれた剣が再度振りかぶられた。なのに切っ先が私を向かない。がちがちと揺ゆれる刃はが力ちから尽ずくで向きを変え、ルタの首筋に押し付けられている。

「俺、は、もう、二度と、貴女あなたを殺したくは、ないっ」

「やめて、ルタぁ！」

　叫さけぶたびに傷口から血が噴ふき出すけれど、そんなことはどうでもいい。ルタが、私の目の前で血を流す。白い首筋に刃が埋まっていく。瞳が凄い速さで点てん滅めつするように色を失っているのに、意識を奪うばい返した一瞬一瞬で自らの首を切り裂さいていくルタに、誰だれもが悲鳴を上げた。点滅する瞳の中に現れる人間神ですら。

「貴女を、殺す、前に、俺が、消えれば！」

「やめなさい、ルタ！」

　必死に起こした身体を、長い朝焼け色の髪が滑すべり落ちる。羽を失っても身体が戻もどっていない。引き千切られた感かん触しよくがあったということは、羽は私と同化していたということだ。だったら、飛べるかもしれない。

　血と一いつ緒しよに羽を弾きだす。羽がある。まだ、飛べる。

　勢いをつけて羽を一振りし、一気にルタの元に距きよ離りを詰めた。そしてぶつかるように血を溢れさせる互いの唇くちびるを重ねた。呼気にも血を混じり合わせた唇は、両者共に冷え切っていた。

「愛してるわ、ルタ」

「ししょ、う」

「あなたが、大好き」

　もう一度軽く唇をふれ合わせた瞬間、がくりとルタの首が項うな垂だれる。

「必ず戻るから、少し、眠ねむっていてね」

　私がルタを眠らせたことによって主導権を握にぎった神が動き出すと同時に高く舞まい上がる。壁かべに足を掛かけ、蹴けり出す勢いで急降下して床すれすれを飛ぶ。いつも丁てい寧ねいに磨みがき上げる廊ろう下かに血を撒まき散らし、何本もの柱をすり抜け、神殿を抜ける。一いつ旦たん退ひくしかない。ルタと神を引き剝がす術すべがない以上、私が此こ処こにいたらルタが死んでしまう。

　血を撒き散らしながら空へと飛びあがった私は、逃げようとして、彷徨さまよった。逃げなければいけない。でも、ああ、どこへ。故郷は既すでにない。同どう胞ほうも、庇ひ護ごを与あたえてくれた神も、もういない。一緒に泣いてくれた友達は、地上ここにいるのに。

　でも、逃げなければ。逃げて、逃げて、帰ってこなければ。

　血と一緒に判断能力を失って彷徨った私の腹を、地面から凄すさまじい速度で伸のびてきた光の蔦つたが貫いた。天人が空中で串くし刺ざしにされる皮肉に、こんな状じよう況きようなのに笑いが漏もれた。

「傲ごう慢まんな、人にん間げん神しん。その傲慢さは、過ぎれば、お前の身を滅ほろぼすぞ。嘗て、天人が、そうして滅びたように」

　何本もの光が地面を割って私を貫く。その光景を見て、安あん堵どした。天上から落ちるものがないということは、この神は、天てん界かいが無くなっても制すことができなかったのだ。天人の故郷は無くなっても、誰にも奪われない空があるということが、とても嬉うれしかった。

　でも、もう逃げられないと分かるだろうに、次から次へと突つき刺さる光の蔦に、何だか心配になってくる。

　業ごうも因果も廻めぐるもの。嘗て、憎悪がそうして巡めぐり廻り、私とルタの間を行ったり来たりしたように。それなら、人間神にも業が廻ってくるのだろうか。天人を滅ぼした人間にも業は廻るのだろうか。ああ、でも、もしもそうならば、出来るだけ軽いものがいい。あの人達が悲しまないといい。苦しまないといい。人間神だって、ルタを帰してくれるなら、嫌きらいだけど憎んだりしないから。だから、どうか、神様。私の神様。

　どうせ廻るなら、温かいものがいい。優やさしさが巡り廻ればいい。そうして、その温かさの中であの子が笑ってくれるなら、これ以上の幸福はないのです。

　鋭するどく尖とがった光の切っ先が眼前に迫せまる。天人の神が失われた今、死んだらどこにいくのだろう。出来るなら奇き跡せきが欲しい。もう一度、奇跡を。

　帰りたいんです、神様。あの子の傍そばに帰りたい。

　ああ、死にたくない。嫌だ。死にたくない。

　神様。お父さん、お母さん。助けて。

　死にたくないよ。死にたくない。

　死は怖こわくない。でも、惜おしい。生が惜しい。

　生きていたい。まだ、続けていたい。

　まだ傍にいたい。今度こそ、傍にいたい。

　ああ、どうしよう。どうしよう。ルタ、あなたの所為せいよ。どうしてくれるの。私、あなたの所為で、あなたのおかげで、今度は何も諦あきらめられないじゃない。

「神様っ……」

　光が私の眼がん孔こうを貫つらぬく寸前、空を割った巨きよ大だいな手が私の身体からだを摑つかみ上げる。何かに包まれて空の中に消えていく身体と一緒に、私の意識もぶつりと途と絶だえた。













　三年前、大きな戦いくさがあった。十年前の事件をきっかけに入った亀き裂れつは、埋うまるどころか収しゆう拾しゆうがつかないほどに広がっていき、議会が神に反旗を翻ひるがえすという異例の事態に、世界は真っ二つに割れた。割れた世界で、人間も二分された。

　数多くの教会が焼かれた。数多あまたの人間が神によって地に飲み込まれ、神しん城じよう官かんによって首を落とされた。数多くの人間が議会によって捕とらえられたが、刑けいを待つ傍から神の手によって助け出された。神が率いる神しん城じように、議会とそれについた人間は敗北し、城や町を追われていった。

　全てのきっかけとなった十年前の事件の詳しよう細さいを知る者は少ない。神しん殿でんは神城によって閉とざされたままだ。様々な情報が錯さく綜そうし、虚きよ偽ぎも真実も入り乱れた。世界は、何を信じればいいのか分からなくなった。そんな中人間は、神につくか議会につくか、決断を迫られた。

　神が王を弑しいした、王が人間を見捨てた、王に殺された天てん人じんが蘇よみがえって王を害した、天人が蘇り世界の覇は権けんを奪い返そうと目もく論ろんでいる。

　様々な噂うわさが飛び交かった。憶おく測そくを事実とするには真実が足りず、虚偽が真実となるには短時間で物事が裏返り続けた。誰もが様変わりした世界に目を剝むいた。千年前に手に入れた平和が恒こう久きゆう的に続くのだと信じて疑っていなかった人間にも、戦火は容よう赦しやなく飛び散った。今や世界の覇権は神城官が握り、教会に祈いのりを捧ささげない者は次から次へと処しよ刑けいされていく。

　敗戦した議会と軍は、議長を含ふくむ多数の死傷者を出し、一時大陸の端はしまで追いやられた。しかし議会を信じた者、王を慕したう者が集つどい、数を整えた。再び進軍を開始して戦せん端たんを開いた議会は、容赦なく処断を繰くり返す神城に不信を抱いだいた人間を吸収して数を増やし、戦せん闘とうで減らし、増減を繰り返しながらじりじりと神城を目指している。

　必要事じ項こうを記入した紙を受け取ってくれない相手に、もう一度指先で滑らせる。ささくれが目立ち始めた机の上に置いた紙を、添そえた指でぐいっと押す。

「兵の志願受付はここだと聞きましたが」

　それでも相手は動かない。ぽかんと口を開けたままだ。いっそ紙を置いて無む理り矢や理り提出したことにしてしまおうかなと考えていると、背後が騒さわがしくなった。振ふり向くと、個々で持ち込んだ鎧よろい着用が可能な軍の中でも、一ひと際きわ使い込まれた跡あとが目立つ鎧を着用した男が入ってきた。

「こりゃまた、毛色が違ちがうどころの話じゃないのが来たな」

「女子どもでも入れるのでは？」

「そりゃ、人手はいくらあっても足りないがね。鎧も面つらも、えらくお綺き麗れいなあんたは、どこぞの姫ひめさんか？」

　結ゆい上げた朝焼け色の髪、左ひだり肩かたから身体の半分を覆おおうマント、雲うん海かい蛇へびの鱗うろこから削けずり上げられた鎧は薄うすくて軽く、刃やいばは通さない。武器は一応その辺の店で買った剣けんを腰こしにぶら下げている。

　もう二度とこの格好をするつもりはなかった。ルタの前で二度とこの姿にはなりたくなかったけれど、もう、覚かく悟ごは決めた。

「名はアセビ。養護院育ちで姓せいはない」

「ってことは、貴族ですらないのか。それにしたって、なんでまたこんな血なまぐさい所に年とし頃ごろの嬢じようちゃんが来ちまったんだよ」

　無ぶ精しよう髭ひげを搔かきながら呆あきれた声を出す男を見上げる。

「大事なものを、奪われた」

「大事なもの？」

「弟で子しです」

「そいつはまた……」

　困ったように視線を彷徨わせた男は、私が差し出した書類にざっと目を通していく。目で最後まで撫なでた男は顔を上げて私を見た。

「相手は神といっても、戦闘に出てきてるのはあっち側についた人間だ。お前は人間を殺せるか？　お前の躊躇ためらいは味方を殺す。お前は、躊躇わず人間の首を飛ばせるか」

　視線を上げて小さく息を吸う。それは決意でも動どう揺ようでもなく、音を発する為ためのただの呼吸だ。殺さなくていいのならあえて殺す必要はない。だが、そうしなければならないと判断した時は躊躇わない。人殺しの罪が私の選せん択たくの結果であるのなら、私に殺される相手の死は彼らの選択の結果だ。私は私の譲ゆずれないものの為に、彼らは彼らの譲れないものの為に戦う。その結果がどちらかの死であることは、この戦いが始まったときから分かり切っていたことだ。既に決意を終えているからここにいるのに、この隊の指揮官は随ずい分ぶん甘い男のようだ。そしてきっと、優しいのだろう。

　口角を吊つり上げて、私は笑った。この傲慢は、説得力となる。

「愚ぐ問もんだ」

　答えると同時にばんっと私の背中を叩たたいて前に押し出した男は、大声を上げた。

「喜べてめぇら！　仲間が増えたぞ！」

「隊長!?」

「幾いくらなんでも！」

　男は、詰つめ寄ってきた部下と思われる男達をうるさいと一いつ喝かつする。

「腹くくれ、てめぇら。俺達は勝たねばならん。王が神殿へ帰き還かんなされることこそ、我われらが悲願！　千年前、我らの為にその全すべてを懸かけてくださった王に、今こそ御ご恩おんをお返しするのだ。その為ならば、俺はどれほどの人間を殺しても悔くやまん。たとえ悪あく魔まと呼ばれようが構わん。勝利を譲らんなら、こんないい眼めをした奴やつを捨て置けるか」

「感謝します」

　軽く頭を下げた私に、男は豪ごう快かいな笑え顔がおで応こたえた。

「しかしお前さん、本当にいい眼をする。その歳としで何を見てきたらそんな眼になるんだか。それに、腹のくくり方が尋じん常じようじゃねぇ」

　覚悟なら、とうに決めた。必ず戻もどると交かわした約束を果たす為ならば、もう一度戦場に立つことに躊躇いはない。憎ぞう悪おではなく、冷静なまま人を殺す決断を下すことにも、動揺はなかった。もう二度と戻るつもりのなかった血ち煙けむりの中に立ってでも、取り戻したいものがある。

「戦場は初めてではない。ただ、それだけのことです」

「ふぅん？」

　それ以上踏ふみ込んでこなかった男から視線を外して部屋を出る。突つき刺ささる視線も無視して背筋を伸のばして歩き続けた。視界の端に光が覗のぞいて足を止める。廊ろう下かの窓から差し込む光に惹ひかれて視線を向けると、そこには赤い空が広がっていた。白い雲を真っ赤に焼く空は恐おそろしいほどに美しい。けれど、もっと美しい空を私は知っている。

「ルタ……」

　彼の瞳ひとみの中に広がる赤に勝まさる空などない。

『どんなに歪いびつな生まれ方をしても、天人は例外なく我の子だ。感情を削そぎ落とした無表情の裏で、泣き叫さけびながら我を殺すあの子が哀あわれだった。だから少し、お節せつ介かいを焼いてしまった』

　私の神はそう言った。千年前、意識の残留だけとなった神は、一度死んだ私を彼の元に届けてくれた。そして、千年かけて溜ためた力で、再び手を伸ばしてくれたのだ。自分は最も早はや残ざん滓しだと笑いながら、天人の神は私の声を聞き届けてくれた。ルタを救おうと、してくれた。

『さあ、お行き。たった二人となってしまった、愛いとしい我の子よ』

　私の神の導きで、その懐ふところで癒いやされる間に十年経たってしまった地上へと再び降り立った。最早人間としての名残なごりは、この記き憶おくと名前しかない。けれど、それで充じゆう分ぶんだ。それだけあれば、アセビとしてあの人達を愛した心で会いに行ける。

『あの子を、救っておやり』

　私の神はそう言った。そしてそれは、私の悲願である。

　会いに行くよ、ルタ。どこにいても、何年経っても、何度死んでも、私はあなたを諦めない。だって私はあなたの師し匠しようなのだから。そして、本当にあなたが大好きだから。

　だからルタ。どうか待っていて。今度は千年も待たせない。すぐに行くから、待っていて。終わりを持って、あなたに会いに行く。ルタにだけ背負わせた千年前と同じにはしない。今度は私が終わらせる。もう少しだけ待っていて。星を散らして会いに行くから。あなたが月に溶とけてしまう前に、私の手で、あなたに終わりを持っていくから。







　赤が散る。赤が散る。私が散らした、赤が舞まう。

　最後の一人を斬きり捨てて、布で拭ぬぐうふりをして術で血を掃はらう。曇くもり一つない刀身を鞘さやに仕し舞まったと同時に戦闘終しゆう了りようの号令がかかった。

「てめぇらよくやった！　生きてるやつは身体からだ洗ってくそして寝ねろ！」

　豪快に笑いながら血ち塗まみれの隊長が近寄ってくる。隊長でありながら前線を駆かけ抜ぬけるのはどうかとは思うけれど、だからこそ隊の結束は強く、男は慕われていた。

「よお、アセビ。相変わらずいい腕うでだな」

　彼らの年ねん齢れい以上の年月を鍛たん錬れんに費ついやしてきた記憶を身体が覚えている。長くてたかだか数十年の相手に、そう簡単に負けはしない。天てん人じんの身体は身軽で疲つかれにくい。力も人間とは比べ物にはならず、空を飛ばずとも地を走ったところで誰だれも追いつけない。

　隊長は、無精髭を擦こすりながら、私を上から下まで眺ながめた。

「しかし、毎度思うが、お前さんはどうしてそうも汚よごれねぇんだ」

「あなたが被かぶりすぎではないかと」

「はは！　違いないな！」

　武器が鈍どん器きなのが大きいだろう。剛ごう腕わんで振り回す大剣は研とがれていない。斬るというより相手を叩き潰つぶす武器だ。

「今日は楽だったな。神の眼はよその戦場に向いてたか」

「その為に各地同時に進軍しているのでしょう」

「その通りだな」

　神の眼が向いている戦場では地が割れる。文字通り裂さけた大地に兵が飲み込まれていく。けれど多方向に向けることは難しいらしく、同時に仕し掛かければ犠ぎ牲せいは一か所で済んだ。

「ただ、最近神の眼自体が動いてないらしいぞ。どこの戦場でも神の眼が現れてねぇ」

「なら、力を溜めているんじゃないですか？」

「おおっと。そいつはまずいな」

　調子がいいようでいて、この人は指揮官でもある。だから、向こうから話しかけてきたとはいえ、戦せん闘とう後の忙いそがしい時に独どく占せんするのもまずいだろう。

「それでは失礼します」

　軽く礼をして向けた背中に、言い忘れてたと声が続く。

「おう。今晩飲むから、お前も付き合え」

「分かりました」

　承しよう諾だくして今度こそ歩き出す。その後ろで「つき合いが悪いわけじゃねぇんだけどなぁ」とぼやく声が聞こえた。




「で、俺らはそのまま迂う回かいして神しん殿でんの奪だつ還かんに向かう」

「あの地の教会は？」

「あれはもう燃えてる。王を連れ去った教会が、神殿の膝ひざ元もとで無事でいられるわけがない。国民の怒いかりがもろに向かった一つだからな」

　神殿は神しん城じようによって占せん拠きよされ、ずっと閉とざされている。中で働いていた人は外に出された人もいれば、未いまだに神殿に留とどまっている人もいるという。王に近しかった人達は皆みんな残されているというので、老臣も側近も、ローリヤ達も、神殿にいるはずだ。瞳を閉じ、懐なつかしい人の姿を思い出す。彼らが呼んでくれた私の名はいつでも飛び跳はね、きらきらと輝かがやいていた。幽ゆう閉へいされているのだろうか。無事なんだろうか。ああ、ローリヤの結けつ婚こん式しきはどうなったんだろう。見たかったな。そして、目め一いつ杯ぱいの花を抱かかえて祝福したかった。

「で、お前は神の眼についてどう思う？」

「人にん間げん神しんは、天神と違ちがって人の願いから生まれた神です。信しん仰こうが薄うすまれば力も弱る。今までは絶対神として在ったけれど、人間が真っ二つに割れた現在、その力は弱っているはずです。乱発できる力を保てなくなったのだと思います」

「つまり？」

「次の一発を溜めている場合、一番攻せめ込まれたくない舞ぶ台たいにつぎ込んでくるでしょう」

「神殿奪還を目もく論ろむ隊とかな」

　つまりは、ここだ。ここが一番神殿奪還の可能性がある部隊だ。だからこそ、私もここを選んだのだから。人間神にとって、人間への傲ごう慢まんな態度は諸もろ刃はの剣つるぎだ。力を誇こ示じして権けん威いを示せても、人間の心が離はなれれば力は弱まっていく。人間神は、人間の頂点に立ちながら、人間がいなければ存在すら保てない神なのだ。若い神、幼い神。もう千年を生きたはずなのに、まるで生まれたてのように青さをぶちまけた人間神。

　飲み会と言いつつ、実質は飲みながら会議をしているようなものだ。何故なぜ私相手なのかは分からないけれど、上官の指示は一応守るべきだろうと付き合っている。開け放された窓から片足を投げ出して座り、立てた膝ひざの上で酒の入ったコップを揺ゆらす。

「アセビさん、危ないですよ！」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　隊長の弟がわたわたと両手を振ふる。そして、酔よってもいないのにふらついて転んで床ゆかと仲良くなった。隊長は呆あきれ顔で氷を嚙かみ砕くだいた。

「カルカラ、お前何やってんだ？」

「うう……兄さんも止めてくださいよ！」

「あ？　そこなら落ちても下にバルコニーあるし、死ぬこたねぇだろ」

「そういう問題じゃないよぉ！」

　兄に筋肉と運動神経全すべてを根こそぎ奪うばわれたらしいカルカラは、何もない所で転ぶ特技を存分に発揮して私の傍そばに戻ってきた。まだ十三歳だからお酒は飲んでいないのに、見事な転びっぷりだ。擦すりむいた鼻を押さえて涙なみだ目めになりつつ、カルカラはきぃと怒おこった。

「大体、アセビさんはどうしていつもそういう危ない所に座るんですか！」

「偶たまに立ってます」

「余計危ないですよ！」

　どうしてと言われても、風が気持ちいいからだと何度も言っているのに納なつ得とくしてもらえない。ルタがいるときはこんな行ぎよう儀ぎが悪いことはしなかったけれど、元々窓から走り抜ける風を受けるのは好きなのだ。

「馬ば鹿かだから、高い所が好きなんです」

「はあ、馬鹿なんですか」

　納得頂けたようだ。天人はみんな高い風の通り道が好きなのだけど、まあいいか。

「アセビさんはお弟で子しさんがいるって言ってましたよね？」

　話が飛ぶ子だ。カルカラはきらきらとした目で私に詰つめ寄った。

「お師匠さんってかっこいいですよね！　何のお師匠さんなんですか？」

「何の……」

　何のと言われると、何のだろう。

「やっぱり剣けんですか？」

「剣も教えましたね」

　一通り武器の扱あつかいは教えた。もっとも、あっという間に上達していくから、鍛錬を欠かさず行わないと、こっちがついていけなかったけれど。今日は星が良く見える。あの星の中でルタと眠ねむった日々を思いだしていると、お酒を持っていないほうの手をカルカラが握にぎってきた。

「俺も弟子にしてください！」

「絶対嫌いやです」

「ちゃんと兄弟子とも仲良くできます！」

「多分無理です」

　手を振り払はらってマントの中に仕舞いこむ。ショックを受けてよろめいたカルカラが壁かべにぶつかって倒たおれたのを見て、隊長が膝を叩たたいて大笑いしている。

「いい案だ！　よし、そのまま粘ねばれカルカラ！」

「酔っ払いは黙だまっていてください」

　酔っ払いが乗ってきた。これだから酔っ払いはと言いたいけれど、この人は素面しらふだろうが酔っていようがこういう人だ。うんざりした視線を向けてもどこ吹ふく風である。

「どうして駄だ目めなんですかぁ！　俺も強くなって、兄さんと一いつ緒しよに戦いたいです！」

「でしたらお兄さんに習ってください」

「兄さんが人に何かを教えるのが向いているように見えるんですか!?」

「見えません」

　泣きながら縋すがっても駄目なものは駄目だ。酔っ払いの勢いに背を押されないでほしい。

「私は元々、めんどくさがりで我が儘ままな女です。師し匠しようには向いていませんよ」

「じゃあ、どうして兄弟子は受けたんですか」

　ぶくっと膨ふくれて言われても困る。そして、さりげなく兄弟子にしないでほしい。私は弟弟子を取った覚えはない。

「どうしてって……」

　家に連れて帰ってから、押しに押されて押し通されて、思わず頷うなずいてしまったからである。あ、駄目だ。これ言ったら確実に押し通される。私は少し考えて、とりあえず事実を伝えた。

「可愛かわいかったから」

「姉弟子ですか!?　うわぁ、やったぁ！」

「男です」

「がっかりぃ……」

　なんて不純な志願理由。もっとルタを見習ってほしい。真剣に、その全てを懸かけた理由は私を殺す為ため。そこに不純な理由は一いつ切さい存在しない。ただ、ちょっと物ぶつ騒そうだっただけだ。

「俺、強くなりたいんです！」

「嫌です。絶対、もん、こ、は」

　門戸は開きませんと頑がん張ばって言い切ろうとしたけれど無理だった。見てみぬふりしようとしたけれど難しい。私の前で、カルカラが申し訳程度に帯剣していた剣を抜ぬいたのだ。その見事なまでのへっぴり腰ごし。細くて華きや奢しやな剣なのに、二の腕うでから太ふと腿ももまでぶるぶる震ふるえている。

「お、俺だって、代々王に仕える一族の一人！　強くなって王様を守るんです！」

「……頑張ってください」

「そこは俺の心意気に心を打たれて師匠になってくれるところでしょう！」

「えー……」

　それは無理があるんじゃないだろうか。私はお酒を飲み干して、盆ぼんの上に載のせた。

「一つ付け足すなら、弟子な上に私の恋こい人びとです」

「た、爛ただれてるぅ！」

「そうでしょう。ですから」

「大人の世界ってやつですね！　すっごいどきどきしますね！」

　だから関かかわらないほうがいいですよと続けようとしたのに、どうしてそうなってしまったのだろう。頭を抱えかけた視界の端はしで、にやにや笑ってる隊長に気づいてやめた。何だか思う壺つぼにはまっている気がする。

「どうして私に構うんですか。私が言うのもなんですが、かなり怪あやしい部類だと思いますが」

「おう！　相当怪しいな！」

「そう思うなら、次の作戦暴ばく露ろする上に、護衛もつけないで飲み会なんてしないでください。あと、大事な弟を弟子入りさせようとしないでください」

　お開きだと立ち上がる。カルカラがまた、危ないですよぉと半べそになったけれど、髪かみとマントを流れていく夜風が心ここ地ちよくて無視した。

「俺の家はな、代々王様に仕えているわけなんだが」

　あ、酔っ払いが語り出した。早々に退室するべきだったと内心舌打ちする。

「俺は武勇馬鹿だから、普ふ段だんは軍人やってるが、王の大事には駆かけつける王軍だ。一族も大たい抵てい王にお仕えする職に就ついている」

「はあ。私は捨て子ですから、家族の話は聞かれても出来ませんよ」

　だから早々に解放してほしい。いっそこのまま窓から飛び降りてやろうかと足元を確かく認にんする。このくらいの高さなら、羽を出さなくても普ふ通つうに飛び降りられるだろう。目測でそう判断して、あまり長く続くようなら飛び降りようと身構える。

「で、だ。その中には神しん殿でんで働いてるのもいてだな。神殿が占せん拠きよされた折に、俺達は一度中に侵しん入にゆうしたことがある」

「え？」

「まだ、ここまでがちがちに固められてない頃ころだったからな。少々の無む茶ちやを通せば、少数なら入り込めたんだよ。まあ、中にいる奴やつらは、王の帰き還かんまでここで待つと言って一緒には出てこなかったんだけどな。それで、うちの身内がな、こう言うんだよ」

　隊長は、声こわ色いろを変えるためか一回咳せき払ばらいして、人差し指を立てた。

「いいか、ブルクス。もしもお前達の所に、朝焼け色の髪と金きん紫しの瞳ひとみをした、普通の顔、もしくは綺き麗れいな顔した女が現れたら、絶対に逃にがすな、足止めしろ、ってな」

「…………ん？」

「子細は話せぬが、いいな、必ずじゃぞ。わしらの代わりに屋根裏で音楽をじゃぞ！　って訳分からねぇことをだな。一応自分でもお前は大だい丈じよう夫ぶだろうと判断はしたが、まあ、そういうわけだ。宜よろしくな、アセビ！」

　懐なつかしい口調と単語に、私は目を伏ふせてふっと小さく笑いを零こぼした。

　お爺じいちゃん達の身内だなんて聞いてない。

　私は無言で窓から飛び降りて逃とう走そうを図はかった。しかし、兄の手によって窓から放ほうり落とされてきたカルカラが、でっぱりに一度引っかかりを経て降ってきたのを見て、両手で顔を覆おおう。

　神しん殿でん奪だつ還かんはこの部隊が一番可能性ありそうだなと思って、何も考えずここを選んだあの時の自分を責めたてたい。




「アーセービーさぁーん！」

　天幕の間を縫ぬいながら、今日も吞のん気きな声が私を探す。

「よお、カルカラ。今日も精が出るな！」

「さっきあっちで見たぞ、あっち！」

「頑張れよー」

　人の気も知らないで、他ほかの人達もほいほい協力しないでほしい。

　ありがとうございまぁすと吞気に返したカルカラは、駆け出した勢いのまますっ転び、ごろごろと転がって天幕の中に消えていった。それを高く掲かかげられている旗の上から眺ながめて、溜ため息いきをつく。私はこの光景を知っている。だからこそ今、この言葉を大好きな彼に送ろう。

「ごめん、ルタ。ほんっとごめん」

　さぞかし鬱うつ陶とうしかったことでしょう。それなのにルタは、これを可愛いと愛してくれた。なんという器うつわの大きさだろう。まあ、四六時中この状態に陥おちいっているのは、ブルクスのみならず隊のほぼ全員がこの状じよう況きようを面おも白しろがってあちこちから手助けしているからだ。

「あ、アセビいたぞ！」

「今度はそこかよ！」

「猿さるかお前は！」

「猿なら食い物で釣つれるぞ」

「威い嚇かくのほうがよくないか？　喧けん嘩かしに降りてくるぞ」

「あいつら目が合うだけで襲おそってくるじゃん」

「じゃあ、やっぱ食い物か？」

「鳴けば仲間と思って降りてくるんじゃね？」

　天幕の下から、うきぃうきぃと大合唱が聞こえてきた。なんだろうこれ。まるで私が指揮しているみたいだけれど、私は無実です。あと人を猿扱あつかいしないでください。引っ搔かきますよ。

　目立ってきたのでカルカラが復活する前に飛び降りる。そして、天幕の骨組みを一蹴けりして反対側に降り立つ。すると、何故なぜか進行方向からカルカラが転がってくる。どこまで転がっていっていたんだろう。ぼろぼろになったカルカラは、私の姿を見つけると、べそをかきながら逃げられないように手を伸のばしてくる。その擦すり傷いっぱいになった顔を振ふり払はらって逃げるほど無情にはなれない自分が憎にくい。

「分かりました。分かりましたから、少し落ち着いてください」

「ほんとですか!?　じゃあ、皆みんなで昼食食べましょう！」

「うぐっ……」

　天幕の反対側でうきぃうきぃ言っている集団とお昼。承しよう諾だくした自分の愚おろかさを罵ば倒とうしたい。




「アセビの服って珍めずらしいよな」

「あ、それは俺も思った。どこの地域の意い匠しようなんだ？」

　皆の視線が一いつ斉せいに私を向く。早く食事を終わらせようと詰つめ込んでいたパンをシチューで流しこむ。

「天てん界かいですよ」

「え!?　アセビさん天てん人じんなんですか!?」

　ひっくり返った声を上げたカルカラに、どっと笑いが起こった。

「ばっか！　お前、からかわれてるんだよ」

「真に受けてんじゃねぇよ」

　赤くなって座り直した肩かたを、苦く笑しようしたおじさんが叩たたく。

「カルカラは素す直なおだからなぁ」

「ほんと、隊長の弟とは思えないくらいな」

「いいんだ、お前はそのままでいてくれ……隊長みたいに、奢おごってくれると言いつつ、俺にツケるようなやつにはなってくれるな」

　あの人は何をやってるんだろう。

「いくら俺が豪ごう快かいないびきかいて昼ひる寝ねしてる隊長の頭に肉って書いたからって、あんまりだ！　俺、高い酒ばっか飲んじまったよ！」

　この人も何をやってるんだろう。寧むしろ、私は何をやっているんだろう。

　願いは彼らを取り戻もどすことだ。新しい何かを得たいわけじゃないのに、どうしてわいわいと騒さわがしい中で揉もまれながら食事をしているのだろう。

「カルカラ」

　呼べばすぐに寄ってくる姿はまるで子犬みたいだ。私はそれを曇くもらせる言葉しか吐はけない。

「私は、何があっても弟で子しは取りません。私の弟子は彼だけで、私は彼だけの師し匠しようであろうと決めているんです」

「じゃあ、友達だったら剣けんを教えてくれますか？」

「…………なんで？」

　どうしてそうなった。

「だって、友達が頼たのんだら協力するものじゃないですか！」

「いや、あなたと友達はちょっと」

　私には、ローリヤという心に決めた友達がいるのだ。

「え!?　そっちのほうがショックなんですけど!?　じゃ、じゃあ、知り合い！」

「知り合い程度の関係の人に剣を教えるのはちょっと」

「誰だれだったら弟子にしてくれるんですかぁ！」

「ルタだけだって言ってるじゃないですか」

　言ってから、しまったと口を押さえるがもう遅おそい。大きな瞳がぱちりと瞬またたいた。

「アセビさんのお弟子さんは、ルタって言うんですか？」

「うぐっ」

　無意味に噓うそをつく必要はないけれど思わず否定したくなる。何をやってるんだろう、私は。

　肺が空っぽになるほどの特大溜息をついて、私の気分に連動したのか垂れてきた髪かみを耳にかけ直す。後で結ゆい直そう。

「もう、勘かん弁べんしてください。私は間ま抜ぬけですから、感情的になると色々抜けてしまうんです。自分を律することも出来ない愚ぐ師しです。だからもう、弟子は取りません。弟子入りするなら、もっと冷静で、腕うでのいい、優やさしい人を探してください。あなたを慈いつくしみ、導いてくれる人が見つかるといいですね」

　言いたいことだけ言って、相手の言葉を聞くつもりもなく立ち上がる。何かを話しかけられる前にさっさと退出しようとしたのに、出口で失敗した。ちょうど入ってくるところだったらしいブルクスに捕つかまったのだ。

「お？　もう出るのか？　俺の飯にもつきあってくれよ」

「申し訳ありませんが、もう充じゆう分ぶんです。失礼します」

「待ってください！」

　太い腕を潜くぐり抜けた私の背に声が飛んできた。本体は転がってきた。

　ブルクスが足を開いて避よけたせいで、もろに突つっ込んできた身体からだを避け損そこねる。ブルクスの身体が大きくてよく見えなかった。足元に突っ込んできたのでバランスもとれない。

　縺もつれてすっ転んだ私の胸むな倉ぐらを摑つかんで、カルカラは叫さけんだ。

「それでも俺は、貴女あなたがいいです！」

「私は嫌いやです！　大体、弟子入り志願で相手の胸倉摑む人がありますか！　あと、上からどいてください！」

　自分の状態にようやく気づいたカルカラは、はっとなって慌あわてて飛びのいた。謝りながら差し出してくれた手は取らず、自力で立って服をはたく。

「す、すみません……」

　別に怒おこってはいないけれど、このまま怒ったふりして立ち去ろうとした私の肩をブルクスが摑む。そこに浮うかんでいるにんまりとした笑えみに、嫌な予感がした。

「あの、私ちょっと用事がですね」

「上官命令ならいいのか？」

「はあ!?」

「よっし！　お前、カルカラの面めん倒どう見てやれ！　隊長命令な！」

「職権乱用じゃないですか！　身内のことは身内で解決してください！」

　取り繕つくろっている暇ひまはない。そんなことしていたら押し通される。断固拒きよ否ひを貫つらぬこうと睨にらむ私に、ブルクスは悲しげな表情を浮かべた。

「身内って言ってもな……これには、深いわけがあるんだ」

「え？」

「俺、人にもの教えるの向いてねぇんだ！　面倒だから！」

「ただの我が儘ままでしかない！」

　ごつい手を肩から振り払った。宜よろしくお願いしますと握あく手しゆを求めてきた手が届かないよう後ろに飛びすさって、マントを払う。

「冗じよう談だんじゃないですよ！　ただでさえ町が近くて余よ裕ゆうがないっていう、の、に……」

　私が口を噤つぐむのと、皆が目を合わせたのは同時だった。

「町？　明日通るあの小さな町か？」

　もう何があっても口を開くものかと全すべてを閉とざした私に、これ以上は無理だと悟さとったのか、場はお開きとなった。

　その夜私は、ありがたいことに女だからと与あたえてもらった一人部屋で最悪だと溜ため息いきをついた。私は馬ば鹿かか。馬鹿だよ。知ってるよ。顔を覆おおっていた両手で髪を搔き上げて、それがある方向を見た。夜になったら灯あかりが見えるから、昼間よりもはっきりと存在が分かる。

　旅人がそれなりに通る街かい道どう沿いにはあるけれど、特にこれといった産物がないから大きな発展は望めない小さな田舎いなか町まちだ。これといった名所もなく、これといった歴史もなく、鄙ひなびたというほど寂さびしくはない町。

　私が人間として捨てられ、人間として生きた町。




　翌日、私達はいつも通りぞろぞろと隊列を組んで町の中を歩いていた。今晩の野営は二つ向こうの大きな街の側となるから、この町は通過するだけだ。ぞろぞろと歩く兵隊を、町民達は物もの珍めずらしげに見ている。十年以上経たったなんて思えないほど、驚おどろくほど変わっていない町並みだ。

　どうせこの姿をアセビと分かる人などいない。身体的な特とく徴ちようで人間としての名残なごりは一いつ切さい残っていないのだ。だから、ただ通り過ぎればいい。その角を曲がったら教会の屋根が見えるから、それだけ眺ながめて去ればいいだけだ。

　そう思いながら向けた視線の先は、空っぽだった。

「え……」

　歩きながらも視線は固定されたままになる。十年前のあれ以来、あちこちの教会が焼かれたと聞く。ここもそうだったのか。じゃあ、隣りん接せつしていた養護院は？

　踏ふみ出した足を地面につけたまま向きを変える。じゃりっと地面を削けずった私は、隊列を抜けて野や次じ馬うまの中に潜もぐった。

　行ってどうする。どうせもう誰も私が分からない。何ができるわけでもない。だから、行ったって無意味だ。そう思うのに、走り出した身体は止まらない。家の間を抜ける細い道を走り抜けた先に、十五年過ごした場所がある。

　辿たどりついたそこに、何十年も前に建った古ぼけた養護院はなかった。教会も無い。比ひ較かく的てき新しい建物と、広い庭がある。その建物の前で、子ども達が箱を持って声を上げていた。

「募ぼ金きんおねがいしまーす」

「戦争であたらしいお友達が増えてます」

「だから、募金お願いしまーす」

　ああ、ここは変わらない。過ごした建物は無くなって、あの時養護院にいた皆みんなは大人になってここにはいないけれど、何も変わらない。子どもが養護院にいる現実に安あん堵どするのはどうかと思うけれど、何故なぜかほっとした。

　立ち尽つくす私のマントを小さな手が引く。年少さんの女の子だ。

「あの、おかね、おねがいします」

　基本的に、自分達を守ってくれる兵士や警けい邏らから募金を取らないようにしているのだけど、この子は小さいから知らないのだろう。もしかすると、最近養護院に加わった子かもしれない。兵隊の通過時に一時的に増える人を目当てに募金を募集するけれど、兵隊から貰もらわないよう街道から外れた場所でするのはそういうわけだ。警邏からも貰わないのは、町を回っている彼らとは遭そう遇ぐう率が高いため、一々搾しぼり取っていては彼らが破産するからである。

「えっと、ちょっと待ってね」

　多くないとはいえ兵士には給金が出る。それを纏まとめた財さい布ふを取り出して女の子の手に渡わたす。

「はい、どうぞ」

「ありがとう！」

　ぱっと顔を綻ほころばせて走っていく女の子を見送る。ちゃんと役割を果たしたよと、先生達に褒ほめてもらいに行ったのだろう。勢いのあまり、財布をがちゃがちゃと振ふり回している後ろ姿に苦く笑しようして、もう一度養護院を見る。おそらく、もう二度と来ることはないだろう。それでも、天てん界かいという故郷を失ったいま、育った場所が変わらずそこにある事実に安堵する。

　小さく頭を下げて背を向けようとすると、養護院からさっきの女の子が出てきた。ぷくっと膨ふくれた顔といからせた肩かたで怒っているように見えるけれど、その目は真っ赤に染まっている。その後ろから杖つえをついて歩いてくる人は院長先生だ。私のいた頃ころは副院長先生だった人で、年を取ってはいるけれど、見知った顔に知られるはずがないのに心持ち顔を逸そらしてしまった。

　院長先生は、お年を召めした身体で、それでもしゃきりと背筋を伸のばして私に頭を下げる。

「申し訳ありません。兵隊さんには募金をお願いしないものだと教えておりませんでした」

　養護院の目の前で募金を募集する班にいる子だから、他ほかの子より注意が甘かったのだろう。女の子はぷくっと頰ほおを膨らませて、ぎゅっと院長先生の服を握にぎり締しめている。褒めてもらえると思ったのに、大好きな院長先生が私に頭を下げている姿を見て泣きそうだ。

「いいんです。分かっていて、私が渡したのです。ね？」

「…………うん」

　こくりと頷うなずいた女の子の眼めから大おお粒つぶの涙なみだが零こぼれ落ちる。

「どうぞお納めください」

「ですが、こんな、財布ごと」

「隊で食事は出ますし、どうせしばらく買い物とも縁えんがありません。持っていても困るお金ですので、どうか冬服の足しにでもしてください」

　まもなく冬が来る。冬はお金がかかるのだ。薪まきがいる、風邪かぜを引いた子どもに薬と医者代がかかる。冬は貧困に直ちよく撃げきするのだ。腹を満たせず弱った身体を容よう赦しやなく攻めたて、大人でさえも些さ細さいな風邪をこじらせる。年の瀬せは、捨て子が増える。そして、親を亡なくした子どもが増える。俗ぞくなことだといわれようと、お金は幾いくらあっても足りはしないのだ。贅ぜい沢たくをしているわけじゃない。ぬいぐるみを、本を、着き替がえを貰っても、一つを全員で分け合う。寄付を募つのり、配給を受けても、お腹なかいっぱい食べられないのが普ふ通つうなのだ。だからせめて、少しでも足しになればいい。世界中の親を失った子どもの腹を満たせるわけがなくても、せめて自分を育ててくれた養護院の助けになれたらいいと思う。

　まだ何か言いたげな院長先生に軽く頭を下げる。

「そろそろ隊列に戻もどらないと遅おくれてしまうので、これで失礼します」

「あの、せめてお名前を教えては頂けませんか？」

「名乗るほどのことではありません。どうか、穏おだやかな冬をお迎むかえください」

　こっちから会話を切って終わらせる。そして、今度こそ最後だと養護院を見上げた私の耳に、ぜぇはぁと途と切ぎれ途切れの声がした。

「アセビさぁん！　どうしたんですかっべぷ！」

　盛大に転んだカルカラを振り向けない。院長先生の眼が見開かれたからだ。しわくちゃの顔に更さらに皺しわをよせ、その眼が限界まで見開かれる。

「アセビ？」

「迎えが来たので私はこれで失礼します」

「あなた、アセビなの!?」

　そうは院長先生が許さなかった。振り払はらおうと思えば振り払える年老いた指は、大変力強い。逃にがすものかとぎりぎりと私の腕うでを握り締めている。そういえば、元副院長先生は、ローリヤとよく似ていた。怪かい力りき具合が。これ、振り払おうとしても無理かもしれないと冷や汗あせをかきながら、慌あわてて否定する。

「た、確かに私はアセビという名ですが、あなたが仰おつしやるアセビとは人ひと違ちがいですよ」

　人種違いであるとの言葉は飲み込んだのに、院長先生はかっと目を見開いた。

「そうよ、あなたはアセビね!?」

「ち、違います！」

「いいえ、違いません。相手が欲しがった物は、分けるどころか丸ごとぽんっと渡してしまうところ、変わっていないようね」

「うぐっ」

　しっかり覚えていらっしゃる。そこはお年を召して記き憶おくがあやふやになっていて頂きたかった。数え切れない子どもを見てきたはずなのに、未いまだ私の名前を覚えているとは。

「あなた神しん殿でんにいたから、心配していたのよ。あれから手紙を送っても届かないし、手紙も送られてこないし。前院長先生も亡くなるまであなたを案じていらっしゃったわ」

　確信を持って詰つめ寄ってくる院長先生を見られず、視線が彷徨さまよう。その顔に、院長先生のしわくちゃで温かい手が伸びた。

「あなた、どうしたの。この顔、どうしてしまったの」

「あの、先生……」

「あれだけ可愛かわいらしい顔で笑っていた子が、なんて顔をしているの」

　院長先生は、悲しげに顔をくしゃりと歪ゆがませた。

「どうしたのです。何があったの？　悲しいことがあったの？　どこか痛いの？　どうしたの、アセビ。先生に話してごらんなさい。先生はいつだってあなたの味方よ」

　頰を包んだ手に引かれるまま背を曲げると、先生は額をこつんと合わせた。怖こわい夢を見た時、悲しいことがあった時、嫌いやなことがあった時、いつも先生は子ども達にこうしていた。

「せ、んせ。私の、顔とか、年とか、他に幾らでも、言うこと、あるんじゃ、ないですか？」

　どうしよう。目の奥と鼻の奥が凄すごく痛い。堪こらえようとすればするほど、声が震ふるえる。

「子どもが成長したら顔くらい変わりますよ。それに、女がいつまでも若くて何の悪いことがありますか。あなた、綺き麗れいになったわねぇ。素す敵てきよ、アセビ。素敵な女性になったのね。先生嬉うれしいわ」

　そんな問題じゃないですよと言いたかったのに、声が出ない。

　人間であることに特別の執しゆう着ちやくがあったわけじゃない。どちらかというと、天てん人じんではなくなった事実のほうがつらかった。けれど今は怖い。今まで出会った人達に、人間ではなくなった私を気味悪がられることが、怖かった。

「あらあら、まあまあ」

　院長先生は杖を手放して、私の頭を抱かかえ込んだ。しわくちゃで年老いた身体からだ。なのに、温ぬくもりだけは全く変わらない。あの頃は全力で握り締めた背には手を回さず、自分の顔を覆おおって隠かくす。でも、院長先生はそれごと抱だきしめてしまった。

　目の奥が、鼻の奥が、喉のどの奥が。胸が、熱い。

　人間であること。天人であること。天人ではなくなったこと。人間ではなくなったこと。

　その全すべてに悔くいはない。だけど、変わり続けるこの身の在り方を見ても、変わらずアセビとして、アセビを受け止めてくれる人の存在が、どうしようもないほどありがたかった。

「アセビ、ねえ、アセビ。こっちに来て頂ちよう戴だい」

　涙を止めようと必死になっている私の手を引いて、院長先生は養護院の窓の前に立つ。

「中を見て」

　洟はなを啜すすりながら中を覗のぞく。そこは子ども達の部屋だった。部屋の左右に一つずつの二段ベッドで四人部屋。部屋の在り方は昔から変わっていない。使い込まれた跡あとがあるけれど、私達の時はもっと古かったから、きっとどこかで買い替かえたのだろう。

「そのベッド、あなたが送ってくれたお金で買ったのよ」

「え？」

　懐なつかしそうに目を細めて部屋の中を見ている院長先生は何かを思いだし、くすくすと笑う。

「十年前にね、色々あったでしょう？　その時教会に火がつけられて、養護院も一いつ緒しよに燃えてしまったの。もう、途と方ほうに暮れたわ。皆みんなで呆ぼう然ぜんと跡あと地ちに立っていたらね、あなたのお金で買ったベッドが納品されちゃったの。酷ひどいのよ。建物はもうないのに、これで仕事は終わったってベッドだけ置いていっちゃったの。もう、困ってしまってね」
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　困ったと言っているのに、院長先生はおかしくて堪たまらないと笑っている。

「そうしたら、子ども達が、ベッドがあるからここで寝ねようって言い出して。幸い晴れていたし、春だったから、星空を見ながら皆で眠ねむったわ。そうしたらね、教会を燃やした人達が、家を奪うばって申し訳なかったって寄付を募つのって持ってきてくれたの。いろんな人達がベッドだけで暮らす私達を見て手を貸してくれたわ。だから私達はまだここにいられるのよ。屋根を求めて他ほかの建物や養護院に移ってしまっていたら、きっとここには戻れなかったわ」

　両手で私の手を握にぎって、院長先生は笑った。

「あなたのおかげよ、アセビ。あなたのおかげで、私はここで子ども達を、あなたを待っていられるの」

　先生は、私の努力を全部根こそぎ無に帰させるつもりらしい。必死に止めようとしているのに、次から次へと涙なみだが溢あふれて止まらない。

「ありがとう、アセビ。あなたのおかげで、この地は今も子ども達の……あなたのおうちよ」

　立ってすらいられなくて膝ひざをつく。人間であっても天人であっても、繫つながっていた。変わらないものがある。変わりゆくものがある。その全てが繫がって、廻めぐっていく。その中に私もいた。誰だれかと繫がっていることが、繫がり続けていく世界の歯車の一人でいられることが、こんなにも嬉しいことだなんて知らなかった。過去が手を広げて待っていてくれることが、こんなにも、苦しいほど幸せなことだなんて、知らなかったのだ。

　ごめんね、ルタ。ルタに会う前にもう、幸せになってしまった。抜ぬけ駆がけですよ師し匠しようと、ルタは怒おこるだろうか。

　なんとか涙が止まった頃ころ、背後からそぉっとカルカラが声をかけてきた。

「あ、あの、アセビさん、もう戻もどらないと……」

「分かっています」

　洟を啜って振ふり向けば、カルカラはあの小さな女の子と手を繫いで、所在なさ気に立っている。おろおろと周りを見回すカルカラに比べて、女の子のほうがしっかり立っていた。

「カルカラ、あなた剣けんの修しゆ行ぎようだなんだと言う前に、純じゆん粋すいに足あし腰こし鍛きたえて身体を作らないと、どの道何も出来ませんよ」

「で、弟で子し入りを許してくれるんですか!?」

「上官命令分を果たしただけです」

　がっくりと項うな垂だれたカルカラを無視して、院長先生に頭を下げる。先生も深く礼をした。置き去りにしてしまっていた先生の杖つえを拾って、女の子に渡わたす。女の子はしっかりと受け取ってくれた。大きな瞳ひとみが真っ直すぐに私を見上げる。

「ここでの記憶が、これからのあなたの支えとなりますように」

　きょとんと眼めを瞬またたかせる女の子の頭を撫なでて、もう一度先生に頭を下げる。

　そして今度こそ、背を向けて走り出す。足がもつれて転びそうになるカルカラの首根っこを摑つかんで速度を上げて、だいぶ進んでしまった隊列に戻る。

　帰ろう。神しん殿でんに、ルタの元に、帰ろう。ここからもう一度旅立とう。私には故郷が二つある。それはとても幸せなことだ。帰る場所があるから旅立てる。帰る場所を持たずの出立は、ただの彷徨さまよい人だ。目指すは神殿。ルタの帰る場所を確保して、それから迎むかえに行くから、待っていてね。話したいことがたくさんあるの。共有したい思いがいっぱいあるの。

　神の眼はきっと、この部隊に降るだろう。それを振り払はらった時、彼らが私を見る目は変わるのだろうか。化け物と恐おそれるだろうか。異質だと嫌けん悪おするだろうか。何せ、他に天人は一人だけしかいないから、天人と遭そう遇ぐうした時の人間の反応を想像できない。神殿にいた人達は環かん境きようも人選も特とく殊しゆだったから、あまり参考にならない気がする。これ以上、無くしたくないものを増やしたくなかった。恐れるものを作りたくなかった。

　でも、もういい。

「アセビ、どこ行ってたんだよ」

「土産みやげは？　おい、土産は？」

　伸のびてきた手をぱしりとはたく。

「財さい布ふすら無いので無理ですよ。ほら、早く行きましょう。この調子だと雨が降りますから、今のうちに距きよ離りを稼かせいでおかないと。この先はすぐぬかるむ湿しつ地ち帯なんですよ」

　げっと呻うめいた人達は速度を速めた。一人伝令が走っていったので、ブルクスに知らせに行ったのだろう。それを見送って、空を見上げる。

　もう、いいのだ。もし脅おびえられても、恐れられても、嫌悪されても。その先があるのなら、変わらない物があるかもしれないと思えるから、もう、いい。失なくしても失くさなくて、きっといつかは廻り合える。今まで出会えた人達のようにまた廻り合えるのなら、もう、何も恐れない。天てん人じんは一度世界に弾はじかれた。その天人だった私も廻りの一つなのだと教えてもらったのだから。

　神殿の奪だつ還かん時に神の眼を弾けば、人にん間げん神しんはその姿を現すだろうか。ルタの身体からだで現れるなら、神しん城じようまで出向かずともそこで終わりにしてやる。

　私は剣を握り締しめ、目を閉じた。

　ルタ。人間神から、あなたを解放する。人間神によって作り替えられたその魂たましいにすら入り込まれたあなたを解放する手段は、一つだけだ。それが、それだけが、私がルタにしてあげられる唯ゆい一いつだ。

　あなたを解放する。あなたの死を、あなたの救いとする。

　それが師匠として、私がしなければならない最後の役目だ。










　走ってきたカルカラは、スタート地点で剣を振っている私の姿を見た瞬しゆん間かん崩くずれ込んだ。ぜえはあと身体全体を使って呼吸しながら寝ね転ころがった身体を摘つまみ上げる。

「いきなり止まると心の臓に負担がかかりすぎるので、ちょっと歩きなさい」

「う、うへぇ……し、師匠の、仰おおせの、ままに！」

「どさくさに紛まぎれて弟子入りしないでください。誤ご魔ま化かされませんよ」

「しょんぼりぃ……」

　へろへろと歩きだしたカルカラは、近くの天幕の周りを一周回って、転んだ。その隙すきに掌てのひらで撫でて剣の形を変える。掌が通り過ぎた場所からさっきまで振っていた剣が失うせ、いつも使っている鉄の剣が私の手の中に収まった。

　剣を鞘さやに収め、剣帯に固定している間に、カルカラは地面を這はって積んである木箱の上まで移動した。まだ整わない息で胸を膨ふくらませながら汗あせを拭ぬぐう。

「そ、そうか。兄さん達も、こうやって、ちゃんと体力つけてたんですね」

「知らなかったんですか？」

「俺、昔は身体が弱くてあまり外に出られなくて。そしたら兄さん、俺の部屋の窓から見える場所で剣の稽けい古ことか鍛たん錬れんしてて、そればっかり見てたんです。でも、ちゃんと、こういうことも、やってたんだろうなぁ」

　自分の息でげほっと噎むせたカルカラに水を渡す。なるほど、部屋で退たい屈くつしている弟に見せるパフォーマンスとしては、身体作りより実際に武器を振っている姿のほうがいいだろう。

　礼を言って水を飲み干したカルカラは、ようやく一息ついたようだ。

「アセビさんはどんな子どもだったんですか？」

「泣き虫で甘ったれで我が儘ままで、両親の姿が見えないとぴいぴい泣くような子どもでした。転んだら泣いて、からかわれたら泣いて、すぐに両親の元に戻って、抱だっこしてもらっていました」

　正直に答えたら、驚おどろいたカルカラの目が丸くなる。

「想像できません」

「そうですか？」

「それなのに、どうやってそんなに強くなったんですか？」

「私が、弱かったからです」

　だから強くなろうと思ったんですかと聞かれて、静かに笑って首を横に振る。訳が分からないと首を傾かしげる彼は知らなくていい。あんな仄ほの暗ぐらい感情、知らないままの君でいたらいい。

　私は、彼らみたいに何かを守る為ために武器を握ったんじゃない。両親を殺した人を、ルタの両親を殺す為だけに武器を握り、殺意を頼たよりに憎ぞう悪おを活力として腕うでを磨みがいた。

　掌を見つめて、ぎゅっと握り締める。でも、だからいま、私は戦えた。過去があったから今がある。あの惨さん劇げきがあったから、私はルタと出会い、ルタを解放する力を持った。

　ルタの両親を殺してよかったとは思わない。全すべての始まりであった、お父さんとお母さんが殺されてよかったとも、死んでも思えない。もしも時が戻るなら、私は全力で両親を助けに走るだろう。過去の自分を殺してでも、ルタの両親を殺させないだろう。ルタを犠ぎ牲せいにさせた自分を殺してやりたい気持ちは変わらない。

　あの日々があってよかったとは思えない、そう思う日は絶対に来ない。それは絶対だ。それでも、その先にあったのがルタとの出会いだというのなら、私はもう、あの過去を憎にくむことだけは出来なかった。




　鬨ときの声が上がる。しかしそれは、双そう方ほうの軍営からではない。睨にらみ合っている神城軍は静かに佇たたずんでいるだけだ。士気を上げ、鼓こ舞ぶする仲間の声を聞きながらゆっくりと目を開けた。

　蟻ありのように小さな物体がずらりと列をなし、地表を埋うめ尽つくす。向こうから見たらこっちもそう見えているのだろう。今まで戦ってきた戦場が小こ競ぜり合いに思えるほどの数がいる。空から相手を射い貫ぬかぬ戦場は、この隊で初めて知った。相手も仲間も自分も、同じ高さでもつれ合いながら戦うのだ。

　私はゆっくりと視線を上げた。距離があり、とても小さいけれど、視し認にんできる場所に懐なつかしい建物がある。神殿は、あの日から変わらぬ形でそこにあった。帰ってきた。時間がかかったけど、約束は守ったよ、皆みんな。たった十年。それなのに随ずい分ぶん時が過ぎてしまったと思えるくらい、私は人間として生きてきたようだ。

　その戦場で、私は懐かしい人と再会した。

「……アセビ」

「はい、アセビでございます」

「……遅おそい」

「はい、申し訳ありません……大きくなられましたね、カミア様」

　銀の髪かみに、薄うす青あおの瞳。変わらぬものはそれだけで、十年の歳月を足したカミアは疲つかれ切った顔で唇くちびるを引き結んだ。

　仲間達からの視線を感じながら、少し離はなれた場所でカミアとの時間を貰もらう。カミアの部下達は、最後まで護衛をつけろと言い募つのっていたが、カミアはそれらを鼻で笑って一いつ蹴しゆうした。おかげさまで、彼らからの不満と脅きよう迫はくと疑ぎ惑わくと疑問の視線が突つき刺ささる。私に。けれどお互たがい、表面上だけでもしれっと流して表に出さないくらいの気心は知れていた。

「議長ともあろう方が、前線に出てきて宜よろしいのですか」

「どうせここで負ければ再起は不能だ。下がっていようがいまいが変わらぬ」

　カミアは腕を組み、ふんっと鼻で笑った。

　この戦場では各地から集まってきた部隊が合流し、その数は膨れ上がっている。恐らくここが最大規模の戦場となるだろう。最も早はや議会には再起の力は残っていない。ここで敗れれば、今は議会についている人間達に蔓まん延えんし始めるだろう諦てい念ねんを、もう誰だれも抑おさえられないだろう。

「私がいるとご存知でしたか」

「まあな。若い女はどうしたって目立つ上に朝焼け色の長ちよう髪はつ、更さらに剣けんの腕が立つ女なんて条件、そうそう重なるものではない。ましてアセビのままのくせしてよく言うな。隠かくすつもりなどなかったのだろう。報告書を読むまでもなく、妙みような女が加わったとの噂うわさが流れてきおった」

「変えてしまうわけにはいかなかったもので」

「だろうな」

　さらりと返されて苦く笑しようする。アセビとして戻もどらなくては意味がないのだ。天人の身体で、アセビのまま、ルタの元に帰らないと駄だ目めなのだ。

　話しているのに互いを見ない。その必要性も感じなかった。広がる平野を眺ながめていると、少し強い風が吹ふいて互いの外がい套とうを揺ゆらす。

「父上が処しよ刑けいされ、心労が祟たたった母上も跡あとを追うように身み罷まかられた」

「はい」

「議会も軍も、もう若い者しか残っていない。年が上の人間から殿しんがりを務め、本隊を逃にがしてくれた」

「はい」

　長い、十年だった。平和だと信じて疑わなかった世界は一瞬で裏返り、真っ二つになった。多くの人間が死んだ。嘗かつてはあれほど固く結ばれていた種族同士の間で、多くの血が流れた。この十年で生まれた子どもは、平和だった時代を知らない。千年も続いてきた平和を見たことがないのだ。そして、十年前に子どもだったカミアやカルカラの幼年時代も同様に失われてしまった。

「……もう、戻らないかと思った」

「戻りますよ。またねとお約束したではありませんか」

「遅いだろう」

「申し訳ありません。二度に亘わたって空いた大穴の修復と、私の存在を議会の皆みな様さまに認めて頂くにはどうすればよいのかと策を練っておりました」

　駄目だ、推おせん、反対だと言われても引くつもりはないけれど。カミアは鼻で笑った。

「この状じよう況きよう下において、勝敗を覆くつがえせる存在になれるなら、反対できる者などおらんだろう。俺が説得する必要は、もうない」

　僅わずかな風を受けてカミアが向きを変えたことが分かった。だから私も向き合う。人間の十年は長い。あっという間に子どもは少年となり、少年は青年となるのだろう。

「……あの中に、大おじ様がいらっしゃるのだろうな」

「恐おそらくは」

　噂としてカミアの元に私の名が届いたのなら、ゲルハードにも届いているだろう。

「認めて頂きたかったと、今でも思います」

　ルタを囲む優やさしい世界の中にいたあの人達には。見も知らぬ大多数への説得に伴ともなう苦労や努力なんてしてくれなくていい。ただ、あの人達には、個人としてのあの人には許してほしかった。けれど、それは無理な願いだったのだろう。彼の譲ゆずれないものと私の譲れないものは、決して相あい容いれなかった。

「……正直、この目で見た今でも信じられない。大おじ様は温おん厚こうで知られた方だった」

「私の願いは、彼にとっての譲れない逆げき鱗りんに触ふれたんです」

　それを改めろとは言わず、いきなり殺しにかかった。話し合う余地も、排はい斥せきの道も選ばず、徹てつ底ていした排はい除じよを選んだ。元から激しい人ならそれでも違い和わ感かんがないけれど、温厚で知られた彼がその手段を選んだということは、もう最初からどうしようもないことだったのだろう。

　彼が会ったことがあるというルタに似た子どもが誰なのか。恐らく、私の予想は当たっているのだろう。そして当たっているのなら、私達の願いは絶対に相容れない。

「…………頼たのめるか」

「頼まれずともとお答えすべきなのですが、それは無責任ですので一応。何でしょうか」

　カミアはくしゃりと笑った。疲れ切った笑えみを刻み、私の両りよう肩かたを摑つかんで頭こうべを垂れる。

「今の世界は、人間の自じ業ごう自じ得とくだ。だから、お前にだけは頼んではならないと分かっている。だが……でもアセビ、もう手がないんだ。俺にはもう、どうすればいいのか分からないんだ」

　十年経たっても未いまだ二十歳はたちには届かず、青年と呼ぶにも迷うカミアは、瘦やせた腕を震ふるわせた。ああ、やはり細い。目の下の隈くまだって決して薄うすくない。頑がん張ばった。聞かなくたって分かる。大人に愛された甘えん坊ぼうは、大人を失って大人になった。そうなることを求められたのか、自分で強しいたのかは分からない。けれど、何て酷ひどい速度で大きくならなければならなかったのだろう。子どもが泣くのはつらい。それが見知った子どもなら尚なお更さら。

「俺は、あの時代を取り戻したかった……でも、どうしたって無理なことだ。あの時間は二度と戻らない。俺に残された手段はもうこの時代を終わらせることだけなのに、それすら届かない……頼む、アセビ。この戦争を終わらせてくれ。頼む、お願いだから、アセビっ……！」

　一度目の大戦は天てん界かいで開かれ、天てん人じんが滅ほろんで終結した。二度目の大戦は地上で、人間同士が開いた。人間が滅ぶまで終わらないのだとしたら、泥どろ沼ぬまの地じ獄ごくだけが残ることになる。

　世界が裏返り、時が過ぎ、あの頃ころでは想像もつかなかった時代がここにある。あの場所から、ルタの為ために作られた楽園で出会った穏おだやかな時間から弾はじかれた私達は、もう一度神しん殿でんまで辿たどりついた。十年を経て、十年に隔へだてられ、もう一度ここに戻ってきた。

　肩を摑む手を解ほどき、一歩引いて深く頭を下げる。

「はい。終わったらお茶をご用意致いたしますので、おやつを沢たく山さん召めし上がってくださいね」

　目を瞠みはったカミアは、怒いかりのような、泣きだす寸前のような複雑な顔で鼻を鳴らした。

「……褒ほめてくれるなら二つは食べてやる」

「全力で褒めます。あ、抱だっこはご利用でしょうか？」

「いらない！　俺を幾いくつだと思っているのだ！　大体持てるわけがないだろう！」

　真っ赤になり、怒りが一気に優勢になっても、やはり何割か泣き出しそうな顔のままなので、一言断って挑ちよう戦せんしてみた。とりあえず、普ふ通つうに出来たとだけお伝えしておこう。赤い顔で青あお褪ざめたカミアは、まるで空のようで可愛かわいかったけど、それどういう表情なのとは何となく聞いてはいけないような気がしたので聞けなかった。




「あいつら、前に出てきやがらねぇな」

「まあ、どう考えても神の眼めがくるんでしょう」

「だろうな」

　神しん城じよう軍と睨にらみ合っている間にある開けた土地。目標である神殿が神城軍の背後にある以上、私達はここを進まなければならない。神城軍が一歩も進み出てこないのなら尚更、こちらから踏ふみ込むしかないのだ。

　ブルクス達に出来る神の眼対策といえば、重しのついた縄なわを全員が所持し、地に飲み込まれそうになった時出来るだけ遠くに投げることしかない。無事だった誰かが掘ほり起こすか引っ張り上げるかして、間に合えば生きている。間に合わなければ死ぬ。

「ま、それでも俺らは行くしかねぇんだがな」

　ぼりぼりと頭を搔かいたブルクスは鎧よろいの頭部をかぶり直す。私は着けていない。視界が狭せばまることのほうが致ち命めい的てきだった。天人の一番の武器は、身体能力を駆く使しした身軽さだ。だから、鎧も急所を守る箇か所しよだけにある。どちらにせよ、神相手だと鎧があろうがなかろうが無意味だ。

「でも、まあ、大だい丈じよう夫ぶですよ、隊長」

「んあ？」

　私と同じように最前列周辺に並ぶ皆みんなが視線を向けてくる。

「神の眼は、そっちにはいきませんから」

「どういう意味だ」

　それには答えず視線を向けていた先で、蠢うごめく集団が割れた。矢が届かない距きよ離りを保ったまま、数人が前に進み出てくる。甲かつ冑ちゆうの中にあって胸当てすらつけていない。その中の一人、真ん中に位置する人を、私とカミアは知っていた。

「反乱軍よ」

　少ししわがれても、その声は大人数の中でもよく通った。

「お前達は、我われらが神に申し訳が立たぬと思わんのか」

　どす黒い怒りを纏まとわせた声の端はし々ばしに、記き憶おくの中にある穏やかな声の名残なごりを思いだす。

「我らの願いに応こたえてくださった唯ゆい一いつの神に敬意を払はらうどころか、最も早はや無用なものと排除するなど言語道断。我らがこうして人間の国で、何ものにも脅おびやかされぬ人間としての生を送れるのは、一体どなたが我らの願いを聞き届けてくださったからだと思うておる」

「ならば、我らが王を奪うばい、自治を奪い、己おのが望みの為に民たみを殺す現状を唯い々い諾だく々だくと受け入れろと申すか、ゲルハード！」

　後ろに下がっていたはずのカミアが額に青筋を走らせて叫さけぶ。ゲルハードの視線は声の主を探し、姪てつ孫そんを見つけてぴたりと止まる。

「そうとも、カミア」

　平へい坦たんな声が返り、カミアは酷い衝しよう撃げきを受けた。かちりと鳴った歯を食い縛しばり、それ以上の動どう揺ようを見せぬように堪こらえる。

「我らが神は人間の為に生まれてくださった。それなのに、我ら人間はそのご恩を忘れ、好き勝手に生き始めた。嘗かつては一いつ般ぱん家庭ですら食事の挨あい拶さつより頻ひん繁ぱんに行っていた礼拝が、老人共すらまともに行わぬようになった。人間は忘れようとしている。叶かなえられた願いの恩を忘れ、叶えられてしまえば最早用無しとでもいうつもりか！」

　ぐっと息を飲んだのはカミアだけではなかった。隊長も、仲間達も、皆苦しそうに歯を食い縛る。彼らは一般人よりも神殿に、そして神城に近かった人達だ。

「未だその大恩すらお返し出来ず、その上剣けんを向けるとは何事か！　我らの願いに応えて尚なお、何の見返りも求めなかったあの御おん方かたが初めて欲ほつされたのだ。己おのれと同じく人の願いで悠ゆう久きゆうの時を生きる王が欲しいと、初めて望まれた。その願いを叶える事こそ、人間の為に生まれてくださった我らが神へ人間がお返しできる唯一の恩義であろう！」

　カミアは何かを叫ぼうと口を開くのに、息すら吸えずにいる。言葉を探し、吸ってもいない息を吐はき、全身を強こわ張ばらせた。筋が浮うき出るほど強く握にぎり締しめられた拳こぶしは、そこかしこで作り上げられている。歯を食い縛り、視線を逸そらさぬことだけを意志とするしか出来ずにいる仲間達を見て、瞳ひとみを伏ふせた。そして、思いっきり息を吸う。

「ならば、私が出るのが道理でしょう！」

　震える理由のない私の声は、ゲルハードに負けずよく響ひびいた。最前列から進み出た私を捉とらえた瞳を、天人の視力はしっかり映す。

「この隊の中で。否いな、この世界で私だけが、人にん間げん神しんへの恩義に怯ひるむ理由を持たないのだから」

「おい、待て、アセビ！」

　伸のびてきた隊長の手に摑まれないよう、一回転して数歩進み距離を稼かせぐ。マントも摑まれないよう、端はしを摑んでくるりと回す。風がなくとも、天界仕立ての服は空によく馴な染じむ。ブルクスと同じように皆が前に出ようとする。だけど、それを掌てのひらで制す。

「隊長、皆、ちょっと待っていてください」

　皆の前では初めて浮かべる全開の笑顔に、皆の足が止まった。神城軍に向けて後ろ向きに歩きながら、私は両りよう腕うでを広げる。

「ここは、私の約束の場所なんです」

　ぐるりと回って神城軍のほうを向く。一いつ拍ぱく遅おくれて、マントと髪かみが背を打つ。

「十年前、私が尻しつ尾ぽ巻いて逃にげだした場所なんです」

「お前……」

　ぱんっと両手を合わせると、帯剣していた剣が姿を消す。代わりに、離はなしていく掌から新たな武器が現れる。月の光のように美しい剣は、どう見ても地上のものではない。私の力で作り出した剣。私の手によく馴染む剣を握り、嘗て空を駆かけた。

「だから、この戦場は私に譲ゆずってください」

　そっと向けた視線の先でカミアが小さく頷うなずく。約束をした。沢たく山さんの人と沢山の約束を、大事な約束を、アセビはしたのだ。天人であろうが人間であろうが、アセビは彼らと約束をした。

　かたかたと地面が揺ゆれ始める。地面が、世界が揺れる。私は口角を吊つり上げ、懐なつかしい傲ごう慢まんを浮かべた。

「久しいわね、人間神。相変わらず土竜もぐらのように地面に潜もぐっているようね。お前が殺し損そこねた私は、こうしてお前を踏みつけているというのに。……だが、無様な愚ぐ神しんであるお前にはお似合いのねぐらだとも」

　私を中心とした地面に凄すさまじい速度で亀き裂れつが走っていく。相変わらず綺き麗れいに煽あおられてくれて助かります。用意してきた煽り台詞ぜりふ、実はすでに品切れだったりする。

　ちゃんと煽られてくれた人間神の亀裂が私を中心として地面を走り回る様は、乱雑な蜘蛛くもの巣のようだ。美しい巣の張り方を知らず、歪いびつな巣の在り方であろうが手放しで称しよう賛さんされ、感謝されてきた人間神。思えば、人間神も哀あわれな神だ。傲慢な天てん界かいに向けて救済への願いとして生み出された救いの象しよう徴ちようである彼女を諭さとす者は誰だれもいなかった。人間の願いから生みだされた彼女は、人間の子どもでもある。親から存在を願われ、やることなすこと肯こう定ていされ、崇あがめ奉たてまつられてきた力ある美しい子どもに、傲慢になるなというのも無理な話だったのだと、今なら思う。

　否定を知らない子どもに手に入らないものなどあってはならない。欲しいものはすべて彼女の手の内にあるべきなのだ。存在してすぐに大役を果たした子どもが目指す理想はどこにもなく、誰もそれを求めなかった。彼女は欲しいものを欲しいがまま手に入れる。それが罪であるとも傲慢であるとも知らぬまま、誰にも教えてもらえないまま。何も知らず何も願わなかった子どもが、そうして初めて欲したものはルタだった。

　それの何がいけないのか分からない彼女にとって、裏切ったのは人間だろう。急速に裏返っていく世界に、さぞや混乱を極きわめているだろう。

「あの時はほとんど人間だったから、お相手できなくてごめんなさいね。でも、今なら」

　青空に向けて掲かかげた剣に雷かみなりが降る。地上が彼女の楽園ならば、未いまだ制されぬ私の故郷は天てん人じんの楽園だった。空からの恩おん恵けいを纏まとった剣を振ふりかぶり、くるりと逆手に持ち直す。

「ちゃんと戦ってあげられるわよ！」

　剣を地面に突つき刺さした瞬しゆん間かん、私を中心として大おお釜がまの底が抜ぬけたかのようにごっそりと大地が砕くだけた。陥かん没ぼつした大地の底で蠢く光の蔦つたの中に、その姿を見つける。

　……久しぶり、ルタ。遅おそくなって、ごめんね。

　首が据すわっていない赤子のように傾かたむくルタの腕が、俯うつむいたまま無造作に振られた。一ひと振ふり。たったの一振りで、世界を割らんばかりの亀裂が一直線に走っていく。ひやりと落ちていく冷や汗あせに気づかれないよう、唇くちびるを舐なめる。どちらの陣じん営えいからもずれてよかった。両陣営とも、戦うことも忘れてこっちに見入っている。それでいい。余計な血を流さなくて済むのなら、それに越こしたことはない。

　蠢く蔦が一いつ斉せいに空に向けて突き出されてくる。落下しながら羽を弾はじきだす。飛ぶ為ためじゃない。もっと勢いをつけて落ちる為だ。

　再度雷を纏った剣を振りかぶり、怒ど声せいを上げて光蔦の中に叩たたきつける。

「その穴倉から出てこい、人間神！」

　雷が蔦の中を走り抜け、全すべての蔦の光が塗ぬり替かえられていく。憐あわれみに似た感情が浮かんでくる。人間神の力は随ずい分ぶん衰おとろえた。まだ若い神なのに、まるで終しゆう焉えんを迎むかえる老神のように凋ちよう落らくしている。天からの恩恵を受けているとはいえ、一天人である私に押されてしまうほどだ。

　光蔦は雷から逃げだすようにルタを乗せたまま天に躍おどり出る。暴れ回る光蔦は、のた打ち回る彼女の苦く悶もんに見えた。分からない、分からないと、子どもが泣き叫んでいる。長命を持つ者にとっては瞬まばたきのような一瞬で裏返った彼女の世界。人間の願いで生まれた人間神は、親からその全てを否定されて彷徨さまよった。




　私は間ま違ちがえた。最初から、憎ぞう悪おを抱いだいたその時から間違えた。抱くべきは憎悪ではなく、大好きな両親への思し慕ぼであるべきだったのに。湧わき上がる憎悪のままにあの子の両親を殺した。

　天神は間違えた。天人が美しく力を持つのは、天神が自分よりも生まれ出る天人に力を分け与あたえたからだ。そうして我が子を愛した。我が子だけを、愛した。傲慢さを溢あふれだし、自らよりも劣おとる存在を虐しいたげ始めた天人を窘たしなめず、天人だけを愛し、天界だけを愛した。

　天人は間違えた。天神から与えられた力は誰からも虐げられぬよう、己が身を守れるようにと与えられた愛だったのに、力に酔よって傲慢になった。

　人間神は間違えた。教えられないものをそのままに、何一つ知ろうとしなかった。何も知ろうとしないまま、見ないまま、聞かないまま、己の為だけに他者を奪った。

　人間は間違えた。自らが生み出した神を願いだけで奉り、何も教えなかった。祈いのりで生まれた神は救世主であり、己達の望みに反した行動はしないだろうと無意識に驕おごった。

　みんな間違えた。それぞれがそれぞれの咎とがで罰ばつを受けた。だけど。

「ルタ」

　空高い蔦の上で両手を垂らし、項うな垂だれるルタの前に浮かび上がる。

　その業ごうを一身に背負ったこの子は、もうこの因果から解放してあげてほしい。師し匠しようの憎悪により一人になった。人間の願いにより人生を奪うばわれた。神の望みにより魂たましいを侵おかされた。ようやく笑ってくれるようになったのだ。ようやく、何の制限もなく心を動かし始めたところだったのだ。初めて、彼は自分の願いで生きようとしていた。そしてその心で、私を望んでくれた。

「ルタ」

　それが、何より嬉うれしかった。

「王様、起きてください。朝ですよー」

　ぴくりとルタの指が動く。

「今日の寝ね起おきも凄まじく悪いですね、王様。また掛かけ布ぬの引っ剝ぱがしちゃいますよー？　でも、寝起きでも美しいですね、王様！」

　クビにしてもらおうと必死だったけど、彼の近くにいるのは幸せだった。眠ねむる彼の顔をいつまでだって眺ながめられると思った。無防備な寝顔はいつもより少し幼くて、出会った頃ころのようでとても懐かしかった。

　何かに押さえつけられるようなぎこちない動きで、ルタの首が持ち上がる。

「………………うる、さい」

　絞しぼり出されたような声に、私は笑う。顔を上げたルタも、ぎこちなく笑っていた。

「です、よ、師匠」

「あら、ごめんなさい。あなたの好みを探さぐって、可愛かわいい娘こを紹しよう介かいしようと思ったのだけど」

　ルタは苦く笑しようする。

「酷ひどい人、ですね。俺、は、貴女あなた、以外、必要、ありません、よ」

「私もよ、ルタ」

　そう伝えたら、驚おどろいたように目を瞠みはった後、幸せそうに笑ってくれた。神は勿もち論ろん、樹じゆ齢れい二千年にだって譲ってあげない。もう誰にも渡わたさない。私のルタだ。私の弟で子しで、恋こい人びとで、ずっと愛しているただ一人の男だ。

　だから、私の手で終わらせる。

　ぎちぎちと嫌いやな音を立ててルタの腕が軋きしむ。開かれた掌が剣けんを形作っていく。必死に私を殺そうとしている人にん間げん神しんは、もしかしたら私を殺せば全てが元に戻もどると思っているのかもしれない。楽園に入り込んだ異物を排はい除じよすれば、裏返った彼女の楽園が元の形を取り戻すのだと。

　そんなことは有り得ない。壊こわれてしまったものは二度と同じ形には戻らない。そんな簡単なことすら知らない幼さの中に彼女はいた。一度憎悪に染まって壊れた私という形も、願いと期待のままに壊されたルタという子どもの形も、堕おちた天界も、真っ二つに割れた人間の在り方も。そうして崩くずれ去った彼女の楽園も、決して元には戻らないのだ。それでも、変わってはいける。元には戻らなくても、己おのれが願う形に添そっていくことはできるから。

「ルタ、私ね、あなたが好きなの。ずっと、あなたが好きよ。……だから」

　剣の切っ先をまっすぐにルタに向ける。ルタは驚かなかった。ぎちぎちと強こわ張ばった指と、軋む腕を広げて微笑ほほえむ。

「私に、殺されてください」

「はい、師匠」

　震ふるえる剣を向けたまま、その胸の中に飛び込む。切っ先はまるで吸い込まれるようにルタの胸の中に消え、赤く色づいて背中から生えていく。呼吸が溶とけ合う距きよ離りで見つめ合う。美しい瞳ひとみの中に私がいる。私の瞳の中ではきっと、ルタが微笑んでいるのだ。

　ルタの唇から伝い落ちた血が私の頰ほおを滑すべり落ちていくのを合図に唇を重ねる。血の味がする口づけは、酷く甘かった。




　響ひびいた絶ぜつ叫きようは誰のものだったのだろう。仲間達だったように思う。神しん城じよう軍だったように思う。人間神だったように思う。その全てだったのかもしれないけれど、それを確かめようとは思わなかった。そんなこと、どうでもよかったのだ。

　柔やわらかく愛いとおしげに細められた瞳が命を失っていく。どんどん増していく体重を限界まで支える。私を抱だきしめてくれていた腕がずるりと落ちて、身体からだの横で揺ゆれた。全ての体重が伸のし掛かかると同時に膝ひざをつき、高く聳そびえ立つ光の蔦の上で、一人泣いた。

　終わりを知らない人間神は、ルタと混ざり合ったまま死を得た。こんなもので神は死なないけれど、その衝しよう撃げきは神の時間を止めるには充じゆう分ぶんすぎたのだろう。蔦が霧む散さんし、光の粒つぶとなる。
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　ルタを抱きしめたまま重力に従って落下し、地面に触ふれる寸前に力を使ってふわりと降り立つ。命を失った身体を支えきれず、ゆっくりと膝を折りながら横たえる。

　大人数が走り寄ってくる音が聞こえるけれど、視線を向けようとは思わない。まるで眠っているようなルタの身体から、彼の瞳と同じ色をした生命が流れ出る姿を見つめて涙なみだを流す。

　膝に乗せた頭に覆おおいかぶさって抱き縋すがり、泣き続ける私を抱きしめてくれる腕うではなかった。




　全すべての時が止まったかのような地上を、金切り声が切り裂さいた。咄とつ嗟さに剣を握にぎったのか、辺り中から鉄の音が響く。私は止めようのない涙を垂れ流しながら、ゆっくりと顔を上げる。

　すぐ傍そばに、裸足はだしの女がいた。肌はだが透すけるほど薄うすい風のような、まるで天てん人じんのような服をぐしゃぐしゃにして、顔を覆って天に向かって吼ほえる。恐おそらくは立っていても地につくほどの長い金きん髪ぱつを搔かき乱し、音にならない叫さけびを世界に放つ。

　音にならなかったはずなのに、震わされた空気は、寂さびしいと叫んでいた。

　世界で唯ゆい一いつ自分と同じ存在を知った人間神は、それに縋った。変わらないものに安あん堵どした。寄り添い、混ざり合うことで寂しさを紛まぎらわせたのだろう。人間達は確かに人間神を生み出した。けれど、誰だれ一人ひとりとして彼女の傍にあろうとしなかった。最初から違うものだと区分した。嘗かつて天人が彼らに向けたものとは真逆の感情であったが、同じ距離を生み出したのだ。

　ルタに混ざり合った人間神は、ルタの心が閉とざされていた千年もの間ほとんど目覚めなかったのだろう。だから何も知らず、まるで幼子のような心のまま。けれど、ルタの心が動きだし、彼女もまた目覚めた。そうしてきっと、恋こいをした。恋は突とつ然ぜんだったのかもしれないし、もっと前から、彼女自身そうと気づかない遥はるか昔から恋だったのか。だから彼女は女め神がみだったのかもしれない。それならば、その恋は必然だった。

　人間に乞こわれ神に近しい命となった男と、人間に願われ神として生まれた女。よく似た生おい立ちの二人。世界が望んだのは、この二人の恋物語だったのかもしれない。

　恋を知り、女の姿となり、奪われまいと嫉しつ妬とに狂くるい。人間が彼女に見せてきた感情を忠実になぞり、猛たけり、縋り。美しい女の口が、裂けんばかりに開かれる。その喉のどから発せられる言葉は、轟ごう々ごうと荒あれ狂う嵐あらしのようで、地鳴りのようで、沈しずみゆく孤こ島とうの最さい期ごの悲鳴のようだった。

　分からないと、人間の神が叫ぶ。寂しい、寂しい、寂しいと、神が泣く。

　落ち窪くぼんで尚なお美しい瞳がぎょろりと蠢うごめき、私を捉とらえる。生命を終えた老木のようにぼろぼろと肌が崩れ落ちていく。女の呼気が掠かすめるだけで、私の服が爛ただれていく。

　お前の所為せいだと、神が叫ぶ。お前を殺せばと、神が泣く。

「……そうよ、私の所為よ。ルタが泣いたのも、あなたがいま泣いているのも……最後まで、私の所為なのよ」

　剣を握り直し、側面に額をつける。眠ってくれればと願った。あのまま、死の衝撃で眠りに落ちてくれればと。けれど、眠りを拒こばむのなら、このまま荒あらぶる神となるのなら、私は神殺しとなる。彼女がルタを殺す前に、世界を壊す前に、彼女が彼女を壊す前に、私の所為のまま終わってもらう。神が壊れれば、穢けがれを降らせ、死を撒まき散らす祟たたり神となる。天神は最後の力を私に与あたえて消えた。彼女が祟り神となってしまえば、私にも、この世の誰にも止められない。人が生み出した神は、信しん仰こうが薄れれば力が弱る。だが、人の心に残っている限り自然消しよう滅めつすることはないのだ。誰かが絶たねば、永遠に禍まがつ神として在り続けることになる。

「謝罪はしない。恨うらむなら人ではなく私を恨め、名もなき神よ」

　人は彼女に名を与えなかった。名を持っていたルタの名さえも失われていた。ああやはり、この二人はよく似ていた。

　振ふりかぶった剣と女の身体の間に何かが滑り込んできた。咄嗟にぴたりと止めた刃はは、男の髪かみを一本切り裂く。

　大きな背を私に向け、ゲルハードは神をその胸に抱かかえ込んだ。既すでに穢れを吐はき始めている呼気は、ゲルハードの肌をどす黒く染めていく。けれど彼は、呻うめき声一つ上げなかった。

「……この世界は、祟り神を抱いだいて存続できるほど頑がん強きようではありません」

「この方は、ずっと寂しかった。ただ、それだけだったのだ」

「はい」

　恨みや怒いかりはどちらにも浮うかばなかった。けれど、どす黒い呼気がルタに届く前に一いつ閃せんの下もとに弾はじく。憐れん憫びんが浮かんでも、譲ゆずれないものは変わらないのだ。

「それでも、ルタは渡わたせないんです」

　ルタが望まないからなんて綺き麗れい事ごとは言わない。私が、渡せないのだ。私が、好いた男を他ほかの女に渡したくない傲ごう慢まんさで、神を殺す。これは、ただそれだけのことだ。

「アセビ」

「はい、ゲルハード様」

「お前さえ現れなければ、我われらが神は孤こ独どくのまま、されど王も孤独のまま、同じで在り続けたのだ。同じで在りさえすれば、我らが神の孤独は僅わずかであろうと慰なぐさめられたのだ」

　千年間、神はルタを強ごう引いんに奪うばおうとはしなかった。ルタの中にありながら、彼がそうと気づかないほど静かに眠っていた。

「……大おじ様」

　集団からカミアが踏ふみ出す。言いたいことは沢たく山さんあったのだろう。それこそ、山ほど語っても語り尽つくせぬ程ほどに。けれど、カミアは歯を食い縛しばり、拳こぶしが真っ白になるまで握り締しめている。久方ぶりに至近距離で見る姪てつ孫そんの姿に、ゲルハードは僅かに目を細めた。

「……俺達は、貴方あなたを御お引き止めする理由にはなりませんでしたか」

「我々は、神しん城じよう官かんだからな」

「……俺は、貴方が好きでした」

「私もだよ、カミア…………すまないね」

　ゲルハードの身体からだが影かげのように染まっていく。だが彼は、神を手放そうとはしなかった。

「神よ、我らが神よ」

　神は応こたえない。獣けもののように口を開き、音にならない黒い呼気を吐き続ける。それでもゲルハードは構わず続けた。

「眠ねむりましょう」

　どす黒い霧きりが吹ふき上がる。

「……人間はまだ、あなたに何一つお返ししてはいない。それなのに、人間の願いであなたが殺されるなど、私には許せないのです。神よ、我らが人にん間げん神しんよ。どうかお眠りください。人間はいつまでも幼よう稚ちで愚おろかで薄はく情じような生き物なのです。いつか感謝の気持ちを思い出し、あなたに報むくう心を思い出すその日まで、どうか、神よ、どうか」

　ぼろぼろと崩くずれ落ちる神の手が緩かん慢まんな動作で持ち上がり、大きな背に回った。真っ黒に染まった背を握った拍ひよう子しに、背が砕くだける。

「さびしい」

　女が、初めて言葉を口にした。

「さびしい　さびしい　さびしい　さびしい　さびしい　さびしい」

「私は、あなたと同じにはどうあってもなれない。ですが、お傍におります」

「さびしい」

　女の手が解ほどける。崩れた背中を握り締しめたまま、ほろほろと光の粒つぶとなっていった。

「さびしい」

「僕が一いつ緒しよにいるよ」

　足が身体が、解けていく。二人の身体が光る胞ほう子しのように解けて、地面に溶とける。女の泣き声もゲルハードの声も湾わん曲きよくして聞こえた。

「だからもう泣かないで」

　僕の神様。

　最後の言葉は世界に溶けて、静かに消えていった。




　一人の人間と一人の神が消えた後には、呼吸さえ憚はばかられるほどの沈ちん黙もくだけが残った。

　私は、倒たおれたままのルタの横に抜ぬける力のまま膝ひざをついた。血と生命を失った身体は、欠けてもいないのに一目で死者と分かる様相をしている。

「ルタ……」

　凄すごいね、ルタ。あなたは本当に凄い。こんなにも苦しい想おもいを千年も抱えていたのか。これで終わらないと分かっている私でも、身体と心を抉えぐり取られたかのような痛みを。

　両手を重ね、祈いのりを捧ささげるように自分の胸に触れる。けれど、これは祈りではない。私達はもう、祈る先を持たないのだ。魂たましいが別わかたれる感かん触しよくに本能が恐きよう怖ふを訴うつたえる。生理的に震ふるえてしまう身体を押さえつけ、胸から離はなしていく手の中で魂が羽の形で現れていく。天てん人じんは空を生きるもの。だから、魂を形作ると空を飛ぶ象しよう徴ちようとなって現れる。

　触ふれただけで壊こわれそうな光を放っているのに、何より強くも見えた。これが魂だ。生命そのものだ。天人が人間に寿じゆ命みようを与えるときは、自らの羽をそのまま与える。けれど、これは違ちがう。私の魂そのものを分け与える。

「ルタ」

　帰っておいで。今度こそ誰だれにも奪われないあなたの心で生きていいんだよ。

　血の味のする唇くちびるを重ねながら、魂を溶け合わせる。

　あげるよ、ルタ。全部だっていい。私の全部をあげる。だけど、出来れば私もあなたと生きたいから、半分は残していいかな。あなたと全部を生きられるなら、半分の私だっていい。

　だから帰っておいで。お願いだから、帰ってきて。もう一度生きよう。もう二度と誰にも侵おかされないあなただけの心で、あなただけの生を今度こそ。

　固く閉じた目ま蓋ぶたが小さく震えて、少しだけ唇を離す。額を合わせ、睫まつ毛げが触れる距きよ離りで熱を分ける。ルタ、こっちだよ、みんな待っているよ。世界はあなたを待っている。だから戻もどっておいで。ルタ。

「う……」

　微かすかに漏もれた声と息に、詰つめていた私の息が蘇よみがえり、涙なみだが溢あふれる。

「ルタ」

「…………は、い……ししょ、う」

　目蓋を開くより先に返事を返すルタに、泣けばいいのか笑えばいいのかもう分からない。ゆっくり開かれていく瞳ひとみに涙が落ちてしまわないよう身体を離した私は、その色に目を瞠みはった。

　美しい生命の色が、私と同じ金きん紫しに変わっている。

「ルタ……あなた、瞳の色が」

　魂を分け合っても、瞳の色が変わるなんて聞いたことがない。何か間違えただろうかと狼狽うろたえた私の首に腕うでが回った。他の事に気を取られていて反応が遅おくれ、引かれるままに唇が重なる。血の気が巡めぐり始めた、冷たくも柔やわらかい唇に涙が滲にじむ。

「憎ぞう悪おの色には、もう、疲つかれたので、貴女あなたの色を、頂きました」

　そう言って子どもみたいに笑う顔がぼやけてよく見えない。もっとよく見ていたいし、おかえりって言いたいのに、何も言葉にできない。大声で泣き喚わめくことすらできず、息もできないで泣き崩れる私を抱だきしめたまま、ルタは万ばん感かんの想いが籠こもった深い深い息を吐いた。




　総そう崩くずれで敗残兵となった神しん城じよう軍は、投降する者と逃とう亡ぼうする者に分かれた。ここは既に戦場ではなくなっている。神城軍は人間神によって成り立っていた軍だ。その神の眼めと、要かなめであったゲルハードを失った今、彼らに戦う術すべはない。

「隊長、私達は一足先に神しん殿でんに行きます。早く会いたい人達がいるんです」

　振ふり返ると、やけに視界が広い。皆みんなが膝をついているのだ。見み渡わたす限り下げられた頭を、ルタは動じず見下ろした。

「よく務めてくれた」

「勿もつ体たいないお言葉、身に余る光栄です、我らが王よっ……」

　言葉に詰まり呻うめきながら頭を下げた隊長だけでなく、あちこちから啜すすり泣きが聞こえた。

「我が師も世話になったようだ。礼を言う」

　さあ、皆の視線が盛大に彷徨さまよったけれど、どうしたものか。思いっきり猿さる扱あつかいしてくださったことは私と皆の秘密にしておきましょう。ただし、一いつ矢しくらいは報いておきたい。私はぼそりと呟つぶやいた。

「うきぃ」

「おまっ！」

　弾かれたようにこっちを向いた面めん子つに、にやぁと笑うと、彼らは下した顎あごを突つき出して威い嚇かくしてきた。どっちが猿ですか。

「師し匠しよう？」

「ん？」

「どうされましたか？」

「ちょっと仲間との絆きずなを深めています」

「はあ……随ずい分ぶんと仲良くなられたようで」

　確かに、悪ふざけできる存在というのはいいものだ。そして、戸と惑まどいながらも態度を変えないでいてくれる皆の存在がありがたい。本当に、ありがたい人達だ。

　一人で嬉うれしくなっていると、ルタが手を繫つないできた。

「師匠」

「はい？」

「一番仲が良くなったのは誰ですか？」

　順位をつけてないから分からないけれど、一番長く一緒にいたというならあの子だろう。

「カルカラかしらね」

「ちょ、まっ、おいっ」

　ブルクスさんが手をばたつかせ地上で泳いで、ぎょっと身を引いてしまった。皆の視線が、見えるはずもないのに後方にいるカルカラを探すように向いていく。非常に憐あわれんだ瞳で。

　ルタは一つ頷うなずいた。

「分かりました」

　…………何が？




　神殿に降り立ったら大おお騒そう動どうになっていた。神城軍がやけになって籠ろう城じようしたかと緊きん張ちようしたのも束つかの間。私達の眼に飛び込んできたのは、逃にげだす神城軍に向けて彼らの荷物を投げつけて歯を剝むき出しにする神殿の皆。勇ましいのは大変結構なんですが、もっと人間らしい喧けん嘩かをしませんか？　それとも流行はやってるんですか、猿。

　カミアは、やるべきことが沢たく山さんあるからと一緒には来なかった。多分、今は一人にしておいたほうがいいのだろう。私達は二人で中庭に飛び降りる。転がるように一人の女性が駆かけ出してきた。大人っぽくなった見覚えのあるその人に、私も駆け出す。

「ローリヤ！」

「アセビー！」

　お互たがい体当たりの勢いで抱きつく。その勢いのまま抱きしめて振り回してやろうと目もく論ろんだ私の身体からだを抱き上げ、ローリヤはくるくると回った。流石さすが親友。先手を取ってきた。

「アセビ！　会いたかった、会いたかったっ……！」

「私も会いたかった！　無事でよかった、ローリヤ！」

「絶対無事だって信じてたのよ！　ああ、嬉しい！　顔を見せて！」

　私を下ろして両手で頰ほおを摑つかんだローリヤは、ぱあっと太陽のような笑え顔がおを浮うかべる。

「やだ！　名残なごりがない！　アセビだって事しか分かんない！」

「やだ!?　ローリヤだって大人っぽくなっちゃってまあ！」

「アセビおばさんくさい！　私もおばさんだけど！」

　お互いの頰を両手で挟はさみこみ、私達は泣きながら笑った。




　私達の後ろでは、泣き叫さけびながら跪ひざまずく室長達に囲まれたルタが困っている。もう、皆の感情が大だい爆ばく発はつだ。でも私は、その中で足りない姿に気づいてしまった。

「ローリヤ……その、お爺じいちゃん達は……何でいないの？」

「十年よ、アセビ。十年なのよ……」

　悲しげに目を伏ふせたローリヤを見て悟さとる。気づきたくなかったのに、気づいてしまった。

「そう、よね……十年だものね」

　人間の、それも年老いた人間の十年。それを地上で生きた私はもう知っている。目を伏せて冥めい福ふくを祈いのる。ルタと手を繫いで墓標に挨あい拶さつしに行こう。あの人達だったら、墓標の中からムーディな音楽を流してくれるだろう。どうしたって痛む胸を押さえた私を、誰かの声が責める。

「なんじゃなんじゃ！　どうして王と抱き合っておらんのじゃ！」

「わしゃそれだけを楽しみに急いできたというに！」

「手入れをかかさんかった楽器達の出番がないじゃろ！」

「いや、今からでも遅おそくはないぞ！」

「それいけ！」

「やれいけ！」

「そこじゃ！」

　勢いよく振り向いた私の髪かみがローリヤの顔面をはたいてしまった。ごめん！

　振り向いた先では、一ひと際きわ皺しわ皺しわになった老臣達が杖つえを振り回しながら突とつ撃げきしてくる。杖は身体を支えるものであって、自分の感情を表現するものではありません！

「普ふ通つうにご存命でいらっしゃる！」

「十年だもの。駆けつけるのも遅くなるわよねぇ」

「活力には満ち満ちていらっしゃる！」

「王様の寝しん室しつの隣となりにあるアセビの部屋は、どんな新しん婚こん夫ふう婦ふでも回れ右して逃げだす仕様に仕上がってるわよ。ちなみに、掃そう除じ係の私も毎日回れ右してしまうわ！」

　ローリヤはにこりと笑って手を握にぎった。その手をやんわりと解ほどきながら、私もにこりと笑う。指が圧へし折れそうだ。

「さようなら！」

「逃がさないわよ！」

「ローリヤが寝ね返がえった！」

「十年間の鬱うつ憤ぷん、ここで晴らさずしていつ晴らすの！　あなたはきっと帰ってくるって信じてたけど、それが百年後か二百年後だったら流石に待てないから、子ども達に待っていてもらおうと頑がん張ばって産んでたんだからね！」

「何人!?　後で会わせて！」

「七人よ！　双ふた子ごが交ざったから凄すごいことになったけど、よく考えたらうち元々多産の家系なのよね！　弟すっごいいるもん！　是ぜ非ひ会ってあげて！」

　もうどこに驚おどろけばいいのか分からないけれど、とりあえずおめでとうと叫んでおく。ローリヤもありがとうと叫び返してくれた。

　ぜえはあと荒あらい息を吐はいて向かい合っていると、今いま更さらじわじわと実感が湧わき上がってくる。さっき再会したばかりなのに、まるで昨日別れたばかりみたいだ。十年前から途と切ぎれていたはずのあの日々が、あっという間に帰ってくる。これから紡つむいでいけると思った日常は、あの日突とつ然ぜんぶつりと途切れた。あの時続くと信じて疑わなかった明日へ、随分大回りして辿たどりついた気がする。思っていたより一周多く辿りついた今日は、こんなにも優やさしい。こんなにも、明日を信じられる力に満ちている。

　黙だまった私に首を傾かしげたローリヤがぎょっと飛び上がり、慌あわてて私の頭を抱かかえ込んだ。院長先生といいローリヤといい、どうして頭ごと抱きかかえるのだろう。不思議に思ったけれど、その疑問を口に出すことはできなかった。

「な、なんでいきなりそんなに泣くのよぉ！」

「る、涙るい腺せんが、こわ、壊こわれた」

「お、王様！　王様ぁ！　アセビが壊れました！」

　ローリヤの必死な声に呼ばれたルタは、弾はじかれたように振ふり向いて足早に近づいてくる。ローリヤと場所を替かわって膝ひざをつき、私の顔を見上げた。

「師し匠しよう、どうされましたか」

　手を握って見上げてくる金きん紫しに余計涙なみだが溢あふれてくる。ルタはよく聞いてくる。どうしたのかと尋たずねてくる。知らなかったことを今まで見せなかった部分を、違たがえず知ろうとしてくれる。

「ぶ、ぶわっ、と、いろ、い、ろ」

　だというのに、答えるはずの私がこの有り様だ。本当に壊れたとしか思えない涙が次から次へとぼたぼた降っていく。

　少しの間私を見上げていたルタは、諦あきらめて立ち上がった。私を抱だきかかえて。驚いたけれど、声は嗚お咽えつにしかならなかった。止め方を忘れた涙でしゃくり上げることしかできない。

「師匠の部屋は？」

「王様の隣ですぞ！」

　意気込んだお爺ちゃんの声と「あ、ちょ、ま」と制止するローリヤの声が重なる。

「お前らはついてくるな」

「殺せつ生しようですぞぉ！」

　嘆なげくお爺ちゃん達の悲鳴はあっという間に遠ざかっていった。

「師匠、とにかく部屋に………………」

　ルタの声が不自然に途と絶だえ、扉とびらの閉まる音がする。そして、数歩移動して隣の扉を開いた。

　下ろされたのはルタのベッドの上だった。ここは、懐なつかしいルタの部屋だ。あの日から全然変わっていない。とてもじゃないが十年経たったなんて思えない。皆みんながどれだけ頑張って維い持じしてくれていたかが分かる。絶対に戻もどってくると信じてくれた思いが、ここに目に見える形で目に見えないものまで詰つまっていて、余計に涙が溢れた。

　ベッドの上に私を座らせ、自分は前に膝をついてしゃがんだルタは、さっきみたいに私の両手を握って見上げている。そして、堪こらえきれない様子で微笑ほほえんだ。

「師匠の泣き虫」

　正解だ。流石ルタ、優ゆう秀しゆうですね。

「他ほかには？　他に、俺の知らない師匠はどんな顔をしているのですか？」

　嬉うれしそうな顔を見て合点がいった。

「ど、道理で、さっきから覗のぞきこんでくるなって、思ったのよっ！」

　今考えると、院長先生もローリヤも、ぐちゃぐちゃになった私の泣き顔を隠かくしてくれていたのだ。それをわざわざ下から覗きこんでくるとは。私はずっとルタをいい子だと思っていたけれど、もしかするとこの子は、この男は！

「結構いい性格をしてる気がする！」

「ご存知ではなかったのですか？　俺は、非常に執しゆう念ねん深くて嫉しつ妬と深い性格ですよ」

　結構どころか非常にと来た。涙も吹ふっ飛ぶ。なのに、悪戯いたずらっ子みたいに笑うルタを見ていると自然と舞まい戻ってきた。涙も止まらないけれど、笑っていく顔も止まらない。

「嫌きらいになりましたか？」

　何を今更と呆あきれる。でも、不安が欠片かけらも見えない笑顔に、分かっていて聞いていると気づいた。本当にいい性格をしているようだ。

　ルタがしゃがんでいるのをいいことに、額にごつりと頭ず突つきする。

「馬ば鹿か」

「はい、師匠」

「他には？　他にはどんなルタがいるの？」

　真面目まじめなルタも、いい子なルタも、いい性格をしたルタも、ルタが知らないルタも。全部知りたい。全部見たい。全部、何一つ遮さえぎられることのないルタを、私に教えてほしい。

　額を合わせていた頰ほおに両手が伸のびてきた。私と同じ色の金紫が熱っぽく揺ゆれる。その中で、同じ熱を持った私が微笑む。

「貴女あなたを好きな俺しかいませんよ」

　そうきたか。私もよと返そうか、それともその目め尻じりが少し赤くなっていると指し摘てきしようか。

　色々と悩なやんだけれど、重なってきた唇くちびるに応こたえるのが忙いそがしくて、すぐに忘れてしまった。
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　風に靡なびいた髪を押さえて、ぎょっとする。

「あ！　また細かい三つ編みが増えてる！」

「もっとしてあげるね、アセビ！」

　にぱっと笑ったのは、ローリヤの長女オレガだ。その丸い頭を、通りすがりのガラムがすぱぁんと叩たたいた。

「年上を呼び捨てにするな。アセビは母さんと父さんの友達であって、お前の友達じゃないだろ。ちゃんとさんをつけろ」

　後ろから叩かれたオレガは、何が起こったのか分からないときょとんとしていたが、じわじわと涙を滲にじませていく。

「う、うわぁあああん！」

　見る見る間に大おお粒つぶの涙を流し、少し離はなれた場所で掃除をしているローリヤの元に駆かけ出した。それを眺ながめていると、小さな身体からだをばたばたと動かして一いつ所しよ懸けん命めい説明している。そして、こっちを指さしてわんわん泣いているオレガの頭に拳げん骨こつが入った。あれは痛い！

　わんわんがぎゃんぎゃんへと変化したオレガを抱き上げたローリヤは、指を揃そろえた片手を顔の前に立てて口をぱくぱくさせた。受けた謝罪にひらひらと振った手で応え、そのまま後ろに回して、細かい三つ編みをちまちま解ほどく作業に入る。

「まったく……ごめんな、アセビ」

「いやいや、楽しいですよ。掃そう除じ人にんに戻してもらえなくて暇ひまですしね」

「じゃ、俺は忙しいからもう行くな」

「足速い！」

　走っていないのに、あっという間に消えて行ったガラムの背中に驚きよう愕がくする。置いていかれた上に、話題も置き去りにされた。昔はしょっちゅうローリヤと喧けん嘩かしていたのに、いつの間にそんな流れるような手しゆ腕わんを身に着けたのか。月日の流れって凄い。

　一人になってしまったけれど、別に移動しようとは思わない。だって、元々これを見ていたのだ。私の視線の先、中庭の一角では、ぶるぶる震ふるえるカルカラがルタから剣けんを習っている。

　先日、ルタが突然カルカラ情報を欲しがった。ルタは最近、周りへの関かかわり方が積極的になった。オレガ達ちびっこのいたずらに無表情のルタが交ざっていた時は、驚けばいいのか、微笑ましく思えばいいのか、お爺じいちゃん達みたいに感かん涙るいすればいいのか分からなかった。

　そんなルタだから、もしかして友達を作ろうとしているのかもしれないと思い至り、少しでも関わりが出来ればと彼が師し匠しよう募ぼ集しゆうしていると伝えてみたのが始まりだ。

　その次の日からカルカラはルタから猛もう特とつ訓くんを受けている。いろいろと忙しい議会の下もとで各地の暴動の鎮ちん圧あつに向かっているブルクスさんは、泣きながら追い縋すがるカルカラに「……まあ、名めい誉よだな！　うん！　俺じゃなくてよかった！」と言っていた。色々と素す直なおな人だ。

　それは措おいておくとしても、確かにルタもそろそろ弟で子しをとってもいい頃ころだろう。カルカラも敬愛する王が師匠なんて緊きん張ちようするにも程ほどがあるだろうけど、そんなものは親しくなったら些さ末まつ事じだ。弟子が弟子を取る。時の流れと成長を感じて感動し、二人ならいい師し弟ていになれるわと言ったら、両者から即そく座ざに師弟じゃないと否定を受けた。なのにルタは、今日もカルカラに剣を教えている。つまり、友達か！　ルタに友達が！　ついにルタにも初めての友達が！

　私の世界が広がったように、ルタの世界もこれからどんどん広がっていけばいい。ルタがそうと知らずに諦めてきたことが、彼に返ってくれば、こんなに嬉しいことはないのだ。

　後ろからぱたぱたと軽い足音が聞こえてくる。大きくなれば身体も強くなるとの見立て通り、走っただけで咽むせて動けなくなっていた子どもはもういない。強くもないけれど。

「あ、いた。アセビ、王様は……」

　私の肩かた越ごしに後ろを見たカミアは、へろへろと震えながらルタと打ちあっているカルカラを確かく認にんして、抱かかえていた書類を持ち直した。

「交ざってきますか？」

「今の打ち合いが終わればそうする」

　実は、流石さすがに毎日は無理だけれど、カミアもちょこちょこあの二人に交ざっている。壊かい滅めつ的ともいえる損害を受けた議会はいま一時的なことではあるが、神しん殿でんに間借りしているのだ。ルタは政まつりごとに関わりすぎないよう線引きに苦く慮りよしていたが、正直今はそんなこと言っていられる状じよう況きようではない。私も何か手伝いたいけれど、流石に混乱に乗じて天てん人じんが政の場に交ざりこむのはまずい。雑多な手伝いが主で、私にできることはあまりない。していいことがあまりないので、忙しそうな皆を見ていると身の置き場がないのだ。といっても、ずっと最少の人数で回していた所に、神殿の人間が手伝いに入ったので少しましになったらしい。それでも、せめて掃除くらいはさせてほしいので、隙すきを見ては要求に盛り込んでいくつもりだ。

　外がい套とうを脱ぬいで丁てい寧ねいに畳たたみ、着ていた服を崩くずしながら、カミアは地面に視線を落とした。

「人にん間げん神しんはもう……お目覚めにはならないのか？」

「争いが起これば目覚めます。彼女は、戦いくさ女め神がみですから」

　人が勝利を望めば応える。彼女はそういう存在として望まれ、生まれてきた。諍いさかいがなければ求められることはない、名もなき神だ。

「きっと、人間が願ったものが、いっぱいあればよかったんだ。勝利ではなく、滅ほろびではなく、そんなものだけではなくもっと他の願いを……失うせ物を見つけてほしいとか、病を治してほしいとか、明日晴れにしてほしい、豊かな実りが続いてほしい、好いた人と一いつ緒しよになりたい、家族みんな健すこやかに穏おだやかな日々を過ごしたい、そんな願いを人間神に託たくしていれば、あの御おん方かたはもっと近しい……生活の一部になったんじゃないかって、思うんだ」

「……そうかもしれませんね。そうしたら、寂さびしくはなかったのかもしれません」

　私達が眺める先でカルカラの剣が弾はじかれ、べしゃりと転んだ顔の横にどすりと突つき刺ささる。それに合わせて盛り上がる悲劇的な音楽。……音楽？

　慌あわてて音の出所を探す。すると廊ろう下かの曲がり角から出所が現れた。普ふ段だんは杖つえをついて歩いているくせに、楽器で演奏しながら歩いてくる脚きやく力りよく。力を発揮すべき場所が違ちがう。

「カルカラが泣きそうなので、その辺りで本当に勘かん弁べんしてあげてください！　泣きそうというか泣いてますから！　普通の時に聴ききます！　演奏会してください、全身全ぜん霊れいで聴きます！」

「それじゃとわしらの気分が盛り上がらん！」

「気分の盛り上がりの為ために若者の心を折らないでください」

　鎮ちん魂こん歌か流すの、本当やめてあげてください。

　断固抗こう議ぎする私に、今度はお爺ちゃん達が詰つめ寄ってきた。

「お主があの部屋を使ってくれんのが悪いんじゃろ！」

「何が気に入らんのじゃ！」

「わしらが丹たん誠せい込めて！」

「余生を詰めて！」

「作り上げた部屋じゃぞ!?」

　この世には、老人に涙なみだ目めで詰め寄られても譲ゆずれないものが確かにあると私は知った。

「詰められたものが重すぎますよ！　それに、隣となりのルタの部屋で一緒に暮らしてるんですから、目的は果たされてますよ！」

「そっちは、不敬じゃから上下に入りこめんのじゃ」

「私の部屋にも入らないでくださいよ」

　思わず真顔になってしまった。このお爺ちゃん達だったら、車くるま椅い子すになっても乗り込んできそうだから怖こわい。

　お爺ちゃん達と私、お互たがい一歩も譲らずいつもの論争を繰くり広げている間に、カミアが駆かけ出してルタに一礼していた。それにしても、憧あこがれのルタに剣を習える時間をとても楽しみにしているのはいいとして、その後で私に基本の型を習うつもりらしいのはどういうことなのだろう。今こうしてルタの剣筋を見ていたら分かるけれど、びっくりするくらい一緒だよ。

　演奏する気満々のお爺ちゃん達を説き伏ふせながら、途と中ちゆうで空を見上げていると、視界の端はしでお爺ちゃん達が頭を下げて下がっていく。予想通りルタがこっちに歩いてきていた。地面に突っ伏ぷしたカミアとカルカラを放置して。顔の横に刺さった剣までそのままだ。また剣を弾き飛ばされたらしい。

　悲しいくらい聞き慣れてしまったムーディな音楽が変な方向から聞こえてきて、ばっと視線を向ける。

「あ」

　地面に突っ伏しているカミアとカルカラの向こうで、お爺ちゃん達がのりのりで演奏していた。カルカラが腕うでの力だけでがばりと上半身を持ち上げる。

「何でいまムーディなの流した!?」

「わしら暇なのじゃ」

　限界が来たカルカラがべしゃりと潰つぶれたと同時に、今度はカミアががばりと起き上がる。

「せめて鎮魂歌にしろ！」

「正直お主ら潰れすぎで飽あきたのじゃ。わしこっちのほうが好きじゃ」

　カミアもぺちゃりと潰れた。音楽はどんどん盛り上がっていく。まるで長年離はなれ離れになっていた恋こい人びとが再会したような大盛り上がりである。どうしようあれ。止めたほうがいいんだろうか。お爺ちゃん達がのりのりで若人わこうどの心をばきばきに折っていく。

　そんな二人を背景に私を呼ぶルタは、今日も爽さわやかだった。

「師し匠しよう」

「稽けい古こはいいの？　休きゆう憩けい？」

「永遠に休憩でも構いません」

　きっぱり言い切ったルタは、どうやら友達には甘いらしい。疲つかれている上にお爺ちゃん達に止とどめを刺されている二人の心が回復するまで、いつまでだって待つ心積もりのようだ。

　なんて優やさしい師匠だろう。私は感激した。

「いいなぁ。私もルタに弟子入りしたかったなぁ」

「俺は、俺のような師匠は絶対に嫌いやです」

　これまたきっぱり言い切ったルタは、懐ふところから時計を取り出して丸い空を確認する。空は夕暮れになっていた。顔を上げれば、いつの間にか空の様相は夜へと向かう準備を始めている。

　時計を大事にしまい直したルタは、ふと何かに気づいて私の髪かみに手を伸のばした。ルタの指に絡からまっているのは細い三つ編みだ。まだ解ほどき切っていないものが何本も残っている。細かい三つ編みを解くのは手間がかかるので、ゆっくりちまちま解いていくつもりだ。いい暇ひま潰つぶしになりそうである。急いでいる時は勘弁してもらおう。

「これ、オレガですか？」

「そうそう。いまはまってるみたいで、何でもかんでも編んでるわね。さっきのお爺じいちゃんの髭ひげも編まれていたわ」

「俺も先日やられました」

　オレガ凄すごい。そして、子ども達に纏まとわりつかれてじっとしているルタを見たかった。あれだけ動いた後でも汚よごれ一つつかず、汗あせでべたつきもしない黒髪がさらりと流れる様を見つめる。確かに、この艶つや々つやの黒髪をいじりたくなる気持ちは分かる。私も今度遊ばせてもらおう。

「ねえ、ルタ」

「はい、師匠」

　私は、最近学校に通い始めたローリヤの長男がはまっている動作、挙手をした。

「今度、私もその髪で遊ばせてほしいです」

「いいですよ」

　さらりと許可が出て、やったと拳こぶしを握にぎる。どんな髪型をさせてもらおう。先日、巷ちまたで流行はやっているという髪型図録をローリヤと眺ながめたので、それを試ためす日がやってきた。ルタは美人さんだからどんな髪型でも似合いそうで楽しみだ。女性の髪型は豊富だから、一から試させてもらおう。いいのがあったらお揃そろいにしても楽しいかもしれない。

　うきうきとあれこれ思い描えがいていると、三つ編みを軽く引かれて視線を戻もどす。近づいてきたルタの唇くちびるが耳元で囁ささやいた。

「ただ、俺も遊ばせてくださいね。アセビ」

「うぐっ」

　二人っきりの時にだけ呼ばれる自分の名前がここで現れて、思わず呻うめく。このいい性格をした私の恋人は、非常に優ゆう秀しゆうで出来の良いい弟で子しである。しかし、私は知っていた。

　夜のルタの「はい、師匠」だけは、絶対に信用してはならないということを。

　視線を彷徨さまよわせた先にあるのは、今日も美しい空だ。晴れていても、曇くもっていても、私達の故郷はそこにあった。とうの昔に失った美しい故郷を、私達は永遠に忘れない。

　私達はこれから見送り続けるのだろう。世界に天人は私達二人だけだ。皆みんなの時は、私達とは違う速度で回っていく。だけど、世界は廻めぐるものだから。業ごうが、罪が廻ったのならば、縁えんも、幸さちも廻っていく。彼らが与あたえてくれた得え難がたいものが、私達に喪そう失しつを与えない。

　終わりならいつでも選べた。けれど、分かっていて、今を選んだ。

　私達は変わらぬ二つの空の中、移りゆく命と共に生きていく。嘗かつて天てん人じんの楽園だった空が堕おち、人間の楽園があったこの地上で。最後の天人として、この地で永遠に眠ねむる日がくるその時まで。

　見上げた空は薄はく暮ぼを迎むかえようとしていた。後はもう夜を待つだけだ。そうして日が落ちて、また昇のぼる。日々はそうして繰り返す。巡めぐり廻って、明日が来る。

「師匠？　どうされましたか？」

　少し屈かがんで合わせてきた瞳ひとみの中に、自分と同じ金きん紫しを見つける。まるで夜明けのようだと目を細めて手を繫つなぎ、その肩かたに頭を寄せる。本当に大きくなった。

「今日の夕食、何かなと思って」

「ゴルマの種が出るといいですね」

「出たら嬉うれしいなぁ」

　いつか必ず訪おとずれる終しゆう焉えんを、私は思い描けない。けれどきっと、それは氷の中に閉じ込められるような暗くら闇やみではないだろう。それだけ分かっていれば充じゆう分ぶんだ。楽園を追放されずとも、終わりは必ずやってくる。けれど、それが穏おだやかであればいいと願う。誰だれもの終わりがそうであればいい。
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「明日は空が綺き麗れいだといいね」

「そうですね。ですが、師匠」

「ん？」

　ルタは不思議そうに言った。

「空が綺麗ではなかったことは一度だってありませんが」

　ひどく真面目まじめな顔で、心底不思議だと言わんばかりのルタに思わず噴ふき出す。

「そうね。空はいつだって綺麗よね」

「はい、師匠」

　ルタは出来が良く、非常にいい性格をしている。才知に溢あふれ、美しく、そして可愛かわいい弟子である。そして私は、そんな弟子と生きていく、幸せな師匠だ。




　センネンノ、アルシテイ　の

　センネンノ、アイシテル










　あとがき




　こんにちは、守もり野の伊い音おんです。この度たびはこの本を手に取ってくださってありがとうございます。

　私が小説を書き始めたのは高校生の頃ころでした。といっても、ノートに書きたいシーンを細こま切ぎれに書いたり、文庫本型メモノートに自分の書いた小説を書きこんで書しよ籍せきっぽくしてみようと意気込んでみたはいいものの、自分の字の汚きたなさに絶望して無かったことにしたりと、今思えばお前は何をやっているんだと頭を抱かかえることをしていました。

　ちゃんと小説として形にしようと思い始めたのは、大学生で一人暮らしを始めてからです。

　今だから白状しますが、両親に「今までレポートを学校のＰＣ室でやっていたけれど授業が重なると使えなくなるから家でやる為ためにパソコンが欲しいです！」と言いましたが、七割は小説を書きたいが為でした。二割はゲームです。すみませんでした。反省は全くしていません。

　あの頃は気き恥はずかしくて、家族にも友達にも小説を書いてるんだと言えず、誰だれかに見せることも、どこかに応おう募ぼすることもなく、ただ書くだけでした。

　それでも、自分の頭の中にしかいなかったキャラと物語が、文字として形になっていくことが本当に嬉うれしかったです。一文、それどころか句読点まで書いたら保存するくらい嬉しくて、人生の内にあれほど上書き保存を押したのは、きっと後にも先にもあの頃だけだと思います。

　大学を卒業、就職してから色々と余よ裕ゆうがなくなって一時書くことから離はなれていましたが、やっぱり書くのが好きだったのでネットの投とう稿こうサイトさんを利用し始めました。

　そうしてしばらく経たち、私にとってはとても長い話を完結させ、考えてもいなかったほど沢たく山さんの方に読んで頂けました。更さらに、楽しかった、ありがとうと言って頂けたのが本当に嬉しかったです。私の中にしかいなかったキャラが、物語が、かつて自分がそうだったように誰かの心に届いたのかもしれないと思うと、本当に夢のようでした。

　あの時沢山の嬉しい言葉を贈おくってくださった皆みな様のおかげで、公募に送ってみようかなと勇気を出すことができました。本当にありがとうございます。

　そしていくつかの賞に、主に大学時代に書いていた物を七本は応募したでしょうか。結果は壊かい滅めつです。見事なものです。その年は残念ながら全すべて落選という結果になりましたが、最初からうまくいくほど世の中は甘くないということですね。泣いてなんてないです。

　涙なみだを拭ぬぐって再挑戦した次の年に、角川ビーンズ小説大賞で優秀賞を頂けました。壊滅で心折れる繊せん細さいさを持ち合わせない自分で本当に良かったです。

　審査員の由ゆ羅らカイリ先生、読者審査員の皆様、編集部の皆様、並びに賞に携たずさわられた皆様、そしていつも応おう援えんしてくださる皆様、この本をお手に取ってくださった全ての皆様に感謝します。ありがとうございます。これからも頑がん張ばって参りますので、よろしくお願い致いたします。


守もり野の伊い音おん　　


















『淋しき王は天を堕とす　─千年の、或ル師弟─』

電子版特別ショートストーリー







　神しん殿でんと議ぎ会かい、異例の合同政庁が発足するくらい忙しいと言っても、全く余よ暇かが無いわけではないし、休憩時間はある。元々、ルタは政治から退いていた。議会もルタも線引きの位置を試行している最中なのだ。

　だから、空いた時間は、出来るだけ二人で過ごすようにしている。どちらにしても、私は政治には関われないし、関わるつもりもない。天人である私が、ルタの隣にいるだけでも複雑に思っている人間はそれなりにいるだろうし、その上で政治に口を出したら反はん発ぱつ必ひつ至し。正直そんなことに時間を費やす余裕は今の合同政庁には一切ない。だけど私は、書類整理などの簡単な手伝いしかできないのに掃除人にも戻してもらえず、実はあんまり忙しくない。

　今日はあいにくの雨なので外には出ず、書庫に落ち着く。ルタの部屋以外はどこに行っても聞こえてくるムーディーを奏でる音楽隊、またの名をぽっくり予備軍隊は、雨で関節が痛むらしく一時お休みだ。当人達は意地でも這ってこようとしていたけれど、天井裏で連続ぽっくりに見舞われた部屋を使いたくないからやめてくれという必死の懇こん願がんにより、一応は大人しくしていると聞く。お爺ちゃん達はもうちょっと生き急ぐのを控えめにしてほしい。洒落にならなくなる。

　そんなことを考えながら、そういえばと思いだす。

「ねえ、ルタ。私の部屋なんだけど、あれって模様替えしても大丈夫？」

「はい、師匠のお好きにして頂いて構いませんが」

　私はルタの部屋にいるから、お爺ちゃん達が誠心誠意と余命をこめて作り上げた、新婚夫婦も回れ右する仕様となった私の部屋は使われていない。使いようがないとも言う。神殿の主であるルタの許可も取ったことだし……よし、片づけよう。

「なら、まずは是否枕を除去して……怪しい光を放つ石と、訳の分からないお札も除去で……後は全面桃色と紫の壁紙も除去で……えーと……」

　やるべきことは山積みだ。忙しくなるぞと気合を入れていると、ルタが唇を薄く開き、すぐに閉じたのが見えた。何かを言おうとしていたように見えたので聞いてみる。

「ルタ？」

「いえ、何でも」

　何でもと言った時点で何かある。

「ルータ？」

　控えめな弟子が言葉を飲み込んでしまったことに気づけた私は、いま、凄く師匠っぽい！

　ルタには悪いけれどちょっと嬉しい。思わずにこにこしてしまった私とは対照的に、ルタは困った顔をしていた。

　じっと見ていると、ルタは観念したように小さく息を吐いた。

「模様替えをなさるなら、天界の家を再現なさるのか、と」

　予想だにしなかった言葉に、ぱちりと瞬きで返事をしてしまう。天界の家。雲の地面に建っていた、小さな家。私が生まれ育ち、そして二人で一緒に暮らした家。

「ルタ、貴方、あの家好きだったの？」

「……はい」

　視線を逸らし、酷く言い辛そうなルタにびっくりする。馬鹿なルタ。どうしてそんな顔をするのだ。一緒に暮らした家を好きと言われて喜ばない師匠がどこにいる。じわじわと歓喜が湧き上がる中、酷く居心地が悪そうなルタを見たらどうなるか。抱きつくに決まっている！

「ルター！」

「は、い!?」

　完全に油断していたルタは体勢を崩してソファーの上に倒れた。油断大敵師匠大敵である。

「あの家を、好きって言ってくれて嬉しい。今度の休みに町に下りて色々買ってこなくちゃいけないわね。忙しくなるわよ」

「……師匠は、完成したらそっちの部屋に入り浸りになりそうです」

「あら、貴方は入いり浸びたりになる予定じゃないの？」

　片目を瞑つむれば、ルタはふっと笑った。片手が伸びてきて、私の頭に回る。そのまま引き寄せられて、ゆっくりと瞼を閉じていく。

「勿論です、師匠」

　そうして唇が重なら、ず、私達の動きはぴたりと止まった。……聞こえてくる、聞こえてくるぞ。どこからともなくムーディーな音楽が！　しかもだんだん近づいてくる！

　私はがばりと身を起こし、音の出所、ぽっくり予備軍に向かって叫んだ。

「ルタのお見合い大作戦、お爺ちゃん達の所為で破綻したの九割くらいありますよ、絶対！」

「俺は師匠以外の方は最初から断わりますが」

「どうもありがとう！　……音楽盛り上げるのやめて!?」

　音楽が聞こえてくる方向、天井に向けて叫びながらルタの上から降りて肩を回す。天井裏掃討作戦の開始である。早い所お爺ちゃん達に撤退して頂かないと、このぽっくり予備軍をベッドに叩きこむ作業で休憩時間が終わってしまう。

　気合を入れて腕を捲っていた私の腰が引かれて、がくんと傾く。引っ張られるがまま傾いた私と、身を起こしたルタの唇が重なった。驚いて目を見開くと、私と同じ色をした目が、悪戯を成功させた子どもみたいに細まる。油断大敵弟子大敵。してやられて悔しかったので、一度放した唇を、今度は角度を変えて私からくっつける。

　ちなみに、本日一番の盛り上がりを見せた音楽は途中で歪いびつな音を奏で始め、終いにはぴたりと止まった。すぐに屋根裏からぽっくり予備軍掃討作戦ならぬぎっくり腰本隊救出作業が開始されたので、結局三度目のキスができたのは夜に自室へ戻った後だった。
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